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●北海道	 アドベンチャートラベルの推進� 坂口大晃
●福島県伊達市	 アニメを活用した観光まちづくり� 佐藤陽介
●茨城県	 日本一のサイクリング環境を目指して� 伊澤　篤
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●島根県	 しまねインフラツーリズムを通じた地域活性化� 糸原勝則
●高知県（幡多広域観光協議会）	 「観光×SDGs」の取り組み� 東　泰照
●長崎県（DMO NAGASAKI）	 「長崎ストーリーズ」で観光誘客と消費拡大� 古賀典明
●大分県竹田市	 炭酸泉を生かした健康療養地を目指して� 森田康之

【特集編では基調論文、全12事例を全て掲載～特集編のみに掲載される事例は以下の通り】
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“がんばる地域”応援事業　熊本県阿蘇市
「花の街」演出し内牧温泉の魅力向上
� 中島康太

連携団体の取り組み⑩
公益財団法人えひめ地域活力創造センター
大学生、企業のアイデア会議を開催
� 三谷誠一

地方創生実践塾　和歌山県和歌山市
無人島からの地方創生　
� 太刀川英輔

地域トピックス①　北海道石狩市
郷土鍋を通じた関係人口の創造
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8	 和歌山県紀の川市（紀の川フルーツ・ツーリズム）	 特産物のフルーツ使い地域活性化� 児玉敏昭
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地方創生セミナー
「地域通貨」
地域トピックス②　長崎県
みんなで創るナガサキモデル
� 松永怜朗

地域プロモーションアワード2022

首長の思い
もっと元気　ほっと安心　ずっと幸せ 

“やっぱり砺波”
� 夏野　修（富山県砺波市長）

新たなツーリズム×地域活性化
近年、アニメの“聖地巡礼”やスポーツを楽しむ旅など、テーマ性の強い体験型観光が人気を集め、新しい旅の楽し
み方を提供する地域も増えている。今回は、地域活性化につながる新しいツーリズムの事例を特集する。

特  集

表
紙

越
冬
放
牧
地
ア
タ
カ
の
寒
立
馬

（
青
森
県
東
通
村
）

青
森
県
の
北
東
端
に
位
置
す
る
東
通
村
。
か
つ
て
下

北
地
方
に
は
、
野
放
し
馬
と
呼
ば
れ
る
、
比
較
的
小
ぶ

り
で
寒
さ
と
粗
食
に
耐
え
、
持
久
力
に
富
む
馬
が
い
ま

し
た
。
こ
の
馬
は
南
部
馬
を
祖
と
し
て
、
藩
政
時
代
か

ら
明
治
、
大
正
、
昭
和
に
か
け
て
主
と
し
て
軍
用
を
目

的
に
外
来
種
馬
と
の
交
配
に
よ
っ
て
改
良
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
な
か
で
も
東
通
村
の
尻
屋
地
区
で
は
、
こ
の
野

放
し
馬
を
フ
ラ
ン
ス
の
ブ
ル
ト
ン
種
と
掛
け
合
わ
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
独
自
の
種
類
、
寒か

ん

立だ
ち

馬め

を
生
み
出
し

ま
し
た
。

寒
立
馬
は
、
長
年
の
自
然
放
牧
に
順
応
し
、
厳
冬
期

の
厳
し
い
環
境
に
適
応
し
た
形
質
や
、
独
自
の
野
性
的

風
貌
と
生
活
力
を
獲
得
し
ま
し
た
。平
成
14
年
に
は「
寒

立
馬
と
そ
の
生
息
地
」
が
県
の
天
然
記
念
物
の
指
定
を

受
け
て
い
ま
す
。

12
月
か
ら
３
月
は
越
冬
放
牧
地
ア
タ
カ
で
、
厳
し
い

下
北
の
冬
を
過
ご
し
ま
す
。
寒
風
に
耐
え
、
雪
中
の
草

を
食
む
、
自
然
と
共
に
生
き
る
姿
を
間
近
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

現
在
、
南
部
馬
の
血
を
受
け
継
い
で
い
る
の
は
、
東

通
村
の
寒
立
馬
だ
け
と
さ
れ
、
２
０
０
年
以
上
に
お
よ

ぶ
歴
史
の
中
で
作
り
上
げ
ら
れ
た
馬
は
、
こ
れ
か
ら
も

人
々
と
と
も
に
歩
ん
で
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
東
通
村
商
工
観
光
課　

（
０
１
７
５
‐
２
７
‐
２
１
１
１
）

（
写
真
提
供
＝
東
通
村
商
工
観
光
課
）

寒立馬の親子
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広
島
市
の
戦
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
振
り
返
る
と
、
こ
れ
ま
で
に

三
つ
の
大
き
な
変
革
期
が
あ
り
ま
し
た
。

一
つ
目
は
、
原
爆
か
ら
の
「
復
興
期
」
で
あ
り
、
広
島
平
和
記

念
都
市
建
設
法
に
よ
る
国
の
財
政
支
援
の
下
、
ゼ
ロ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
し
た
。
二
つ
目
は
、１
９
７
０
年
代
以
降
の「
成

長
期
」
で
あ
り
、
高
度
経
済
成
長
を
背
景
と
し
た
市
域
と
人
口
の

著
し
い
増
大
や
、
税
収
の
大
幅
な
増
加
も
あ
り
、
政
令
指
定
都
市
・

１
０
０
万
人
都
市
と
し
て
大
き
く
飛
躍
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
少

子
・
高
齢
化
、
人
口
減
少
に
直
面
す
る
現
在
は
、
三
つ
目
の
変
革

期
と
し
て
、ま
ち
の
枠
組
み
の
深
化
を
図
る
「
成
熟
期
」
に
あ
り
、

今
後
50
年
、
１
０
０
年
先
を
見
据
え
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

に
注
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

具
体
的
に
は
、「
国
際
平
和
文
化
都
市
」
の
実
現
に
向
け
て
、「
世

界
に
輝
く
平
和
の
ま
ち
」「
国
際
的
に
開
か
れ
た
活
力
あ
る
ま
ち
」

「
文
化
が
息
づ
き
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
ま
ち
」
の
三
つ
の
柱
の

下
、「
持
続
」
と
「
循
環
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
合
致
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
の
下
で
、「
共
助
」
と
「
協
調
」
を
基
調
と
す
る

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
ず
、「
世
界
に
輝
く
平
和
の
ま
ち
」
に
関
し
て
は
、
核
保
有

国
の
為
政
者
を
始
め
、
よ
り
多
く
の
人
々
に
広
島
を
訪
れ
て
も
ら

い
、
被
爆
の
実
相
に
触
れ
、
核
兵
器
廃
絶
を
願
う
ヒ
ロ
シ
マ
の
心

を
共
に
し
て
も
ら
う
た
め
に
、「
迎
え
る
平
和
」
を
推
進
し
て
き

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
年
５
月
に
本
市
で
開
催
さ
れ
る
Ｇ
７

広
島
サ
ミ
ッ
ト
が
、
ぜ
ひ
と
も
各
国
の
為
政
者
に
よ
る
核
兵
器
廃

絶
に
向
け
た
決
意
を
固
め
る
絶
好
の
機
会
と
な
る
よ
う
願
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
人
々
が
容
易
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
気
持
ち
に
な
る
こ
と
が

で
き
る
社
会
環
境
づ
く
り
に
向
け
、
平
和
首
長
会
議
に
加
盟
す
る

国
内
、
海
外
の
都
市
と
一
緒
に
な
っ
て
、
芸
術
文
化
活
動
や
ス
ポ

ー
ツ
を
通
じ
た
交
流
な
ど
が
活
発
に
行
わ
れ
、「
平
和
」
へ
の
思

い
の
共
有
に
つ
な
が
る
さ
ま
ざ
ま
な
「
文
化
」
が
根
付
く
よ
う
な

取
り
組
み
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

次
に
、「
国
際
的
に
開
か
れ
た
活
力
あ
る
ま
ち
」
に
関
し
て
は
、

広
島
の
陸
の
玄
関
口
で
あ
る
広
島
駅
周
辺
地
区
に
お
い
て
、
Ｊ
Ｒ

西
日
本
の
駅
ビ
ル
の
建
て
替
え
と
連
携
し
て
、
南
口
広
場
の
再
整

備
や
路
面
電
車
の
駅
前
大
橋
ル
ー
ト
の
新
設
等
の
工
事
を
着
実
に

進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
都
心
に
お
け
る
緑
豊
か
な
空
間
で
あ
る

中
央
公
園
に
お
い
て
は
、旧
広
島
市
民
球
場
跡
地
の
整
備
を
進
め
、

イ
ベ
ン
ト
が
常
時
開
催
さ
れ
る
広
場
や
来
訪
者
が
気
軽
に
立
ち
寄

れ
る
飲
食
物
販
施
設
の
本
年
３
月
の
供
用
開
始
を
予
定
し
て
い
る

ほ
か
、
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
の
令
和
６
年
２
月
の
供
用
開
始
を

目
指
し
て
、
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
都
心
の
ま
ち
づ
く
り
と
並
行
し
て
、
市
民
の
日
常
生

活
を
支
え
る
公
共
交
通
を
、
持
続
可
能
で
利
便
性
の
高
い
も
の
に

し
て
い
く
た
め
に
、
ま
ず
は
路
線
バ
ス
事
業
に
つ
い
て
、
交
通
事

業
者
と
の
共
同
運
営
に
向
け
た
上
下
分
離
方
式
の
導
入
な
ど
の
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。

最
後
に
、「
文
化
が
息
づ
き
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
ま
ち
」
に

関
し
て
は
、
住
民
同
士
が
支
え
合
い
、
安
全
・
安
心
に
暮
ら
す
た

め
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
や
連
合
町
内
会
・
自
治
会
を
中
心
と
す
る
多
く
の
地
域
団
体
を

持
続
可
能
な
も
の
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は

自
分
た
ち
で
創
り
、
守
る
」
と
い
う
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
が

全
て
の
地
域
で
実
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
、
地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
「
新
た
な
協
力
体
制
」
と
、

そ
れ
を
支
援
す
る
た
め
の
制
度
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

本
市
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
地
域
を
大

切
に
す
る
た
め
に
は
労
を
惜
し
ま
な
い
と
い
う
「
共
助
の
精
神
」

を
広
め
、
地
域
に
根
付
か
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、「
２

０
０
万
人
広
島
都
市
圏
構
想
」
を
ベ
ー
ス
に
、
市
民
や
事
業
者
、

さ
ら
に
は
広
島
広
域
都
市
圏
を
形
成
す
る
周
辺
の
27
市
町
と
緊
密

に
連
携
・
協
働
し
て
、
共
に
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、

広
島
広
域
都
市
圏
全
体
の
持
続
的
な
発
展
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

松井　一實広島県広島市長

広島の発展に向けた
持続可能なまちづくりについて
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特 集
基調論文は

じ
め
に

２
０
２
２
年
10
月
11
日
か
ら
の
全
国
旅
行
支
援
の
開
始

と
水
際
対
策
の
緩
和
に
よ
り
日
本
人
旅
行
者
と
と
も
に
外

国
人
旅
行
者
も
増
え
つ
つ
あ
る
。
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
の
京
都

や
鎌
倉
で
は
２
０
１
９
年
以
前
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻

し
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
再
来
を
心
配
す
る
声
も
あ

っ
た
。
と
は
い
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
以

下
、
新
型
コ
ロ
ナ
）
は
い
ま
だ
に
衰
え
を
見
せ
ず
に
感
染

者
数
は
増
減
を
繰
り
返
し
て
い
る
し
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
、
原
油
価
格
の
高
騰
な
ど
旅
行
へ
の
逆
風
も
強

い
。
人
手
不
足
と
イ
ン
フ
レ
に
よ
り
旅
行
に
か
か
る
費
用

は
上
昇
し
て
い
る
。
旅
行
者
は
よ
り
吟
味
し
て
旅
行
先
と

そ
の
内
容
を
選
択
す
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
旅
行
需
要

は
戻
る
が
、
変
化
し
て
戻
る

4

4

4

4

4

4

。

需
要
を
け
ん
引
す
る
の
は
、
外
国
人
旅
行
者
だ
ろ
う
。

日
本
政
策
投
資
銀
行
と
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
が

発
表
し
た
「
Ｄ
Ｂ
Ｊ
・
Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｆ
ア
ジ
ア
・
欧
米
豪 

訪

日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向
調
査 

２
０
２
２
年
度
版
」
で

は
、
次
に
海
外
旅
行
し
た
い
国
・
地
域
に
「
日
本
」
を
挙

げ
た
人
が
ア
ジ
ア
居
住
者
で
１
位
、
欧
米
豪
居
住
者
で
２

位
と
な
っ
た
。「
食
事
」「
治
安
」「
買
い
物
」「
宿
泊
施
設
」

な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
へ
の
関
心
も
見
ら
れ
た
。

現
在
、
観
光
地
を
持
つ
自
治
体
で
は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ

を
見
据
え
た
「
再
生
、
復
興
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
観
光
振

興
計
画
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
念
頭
に
置
か
れ
て

い
る
こ
と
は
、
単
に
新
型
コ
ロ
ナ
以
前
の
状
況
に
戻
そ
う

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
地
域
住
民
の
生
活
な
ど
地
域
社

会
と
文
化
に
配
慮
し
、
観
光
地
の
環
境
を
大
切
に
し
た
う

え
で
、
観
光
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
標
に
し
た

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
持
続
可
能
な
観
光
）
に
則

っ
た
計
画
策
定
で
あ
る
。
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
ら
の
マ
ラ
マ

ハ
ワ
イ
（
ハ
ワ
イ
を
思
い
や
る
心
）
の
よ
う
に
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
訪
問
者
の
相
互
理
解
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
体
験
型
観
光

―
担
い
手
で
あ
る
Ｍ
Ｓ
Ｍ
Ｅ
の
持
続
可
能
性
を
考
え
る
―

中
村
　
忠
司

東
京
経
済
大
学 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部 

教
授

筆者プロフィール

中村 忠司氏
（なかむら・ただし）

東京経済大学コミュニケーション学部教授。大阪府堺市生ま
れ。法政大学大学院政策創造研究科修士課程修了。修士（政策
学）。JTBコミュニケーションズ、大阪観光大学観光学部教授
を経て現職。専門は観光学。著書に『新・観光学入門』（編著、
晃洋書房）、『旅行会社物語』（共著、教育評論社）、『地域は物
語で10倍人が集まる』（共著、生産性出版）、『人はなぜ食を求
めて旅に出るのか―フードツーリズム入門』（編著、晃洋書房）
などがある。日本フードツーリズム学会会長、コンテンツツー
リズム学会常務理事。

新
た
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
×
地
域
活
性
化
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観
光
を
通
じ
て
よ
り
良
い
観
光
地
を
形
成
す
る
た
め
の

「
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
再
生
型
観
光
）」、

つ
ま
り
観
光
客
が
去
る
と
き
に
観
光
地
の
状
況
が
よ
り
良

く
な
っ
て
い
る
と
い
う
状
態
を
目
指
す
取
り
組
み
も
あ
る
。

本
論
で
は
、
今
回
の
特
集
テ
ー
マ
を
受
け
、
テ
ー
マ
性

の
高
い
体
験
型
観
光
と
地
域
活
性
化
に
触
れ
な
が
ら
、
そ

の
担
い
手
で
あ
る
中
小
零
細
企
業
（M

icro Sm
all &

 
M
edium

 Enterprises - M
SM
E

）
が
体
験
型
観
光
を

持
続
可
能
に
す
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え

て
い
き
た
い
。

体
験
型
観
光
と
地
域
活
性
化

観
光
庁
（
２
０
１
０
）
で
は
「
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
旅

行
商
品
創
出
・
流
通
促
進
ポ
イ
ン
ト
集
」
の
中
で
「
ニ
ュ

ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、
厳
密
な
定
義
づ
け
は
出
来

な
い
が
、
従
来
の
物
見
遊
山
的
な
観
光
旅
行
に
対
し
て
、

テ
ー
マ
性
が
強
く
、
体
験
型
・
交
流
型
の
要
素
を
取
り
入

れ
た
新
し
い
形
態
の
旅
行
を
指
す
。
テ
ー
マ
と
し
て
は
産

業
観
光
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
、

ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
等
が
挙
げ
ら
れ
、

旅
行
商
品
化
の
際
に
地
域
の
特
性
を
活
か
し
や
す
い
こ
と

か
ら
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い

る
」
と
し
て
い
る
。
他
に
も
テ
ー
マ
と
し
て
、文
化
観
光
、

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
食
・
映
画
・

ア
ニ
メ
・
山
林
・
花
等
を
観
光
資
源
と
し
た
ニ
ュ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
挙
げ
て
い
る
。
重
要
な
の
は
、
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
、
単
に
旅
行
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
多
品
種
化
す
る
の

で
は
な
く
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
地
域
発
の
着
地
型

旅
行
で
あ
り
、
地
域
活
性
化
に
貢
献
す
る
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。

海
外
で
は「N

iche T
ourism

（
ニ
ッ
チ
ツ
ー
リ
ズ
ム
）」

と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
が
、
テ
ー
マ
別
の
観
光
と
考
え
て

い
い
だ
ろ
う
。
観
光
資
源
に
注
目
し
、
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼

や
酒
蔵
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
〇
〇
観
光
と
さ
れ
る
も
の
が
多

い
。
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
は
な

く
、
対
象
と
な
る
観
光
や
観
光
施
策
の
土
台
や
方
法
論
と

な
る
考
え
方
で
あ
る
。
今
後
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

を
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
し
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
再
検
討
が
進
む
こ
と
に
な
る
。

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
聞
く
と
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
対
策
や
環
境
負
荷
の
抑
制
な
ど
を
イ
メ
ー
ジ
す
る

が
、
対
象
は
環
境
だ
け
で
は
な
く
、
住
民
が
観
光
客
を
も

て
な
し
た
り
、
良
い
仕
事
を
生
み
出
し
た
り
す
る
こ
と
も

重
要
な
要
素
で
あ
る
。
国
連
世
界
観
光
機
関
（
以
下
、
Ｕ

Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
日
本
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
持
続

可
能
な
観
光
を
わ
か
り
や
す
く
定
義
す
る
と
、「
訪
問
客
、

業
界
、
環
境
お
よ
び
訪
問
客
を
受
け
入
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
つ
つ
、現
在
お
よ
び
将
来
の
経
済
、

社
会
、
環
境
へ
の
影
響
を
十
分
に
考
慮
す
る
観
光
」
と
し

て
い
る
。
藤
稿
（
２
０
１
８
）
で
は
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ

ー
リ
ズ
ム
に
求
め
ら
れ
る
３
つ
の
要
素
」
を
図
１
の
よ
う

に
示
し
て
い
る
。

体
験
型
観
光
を
支
え
る
小
規
模
事
業
者

体
験
型
観
光
の
持
続
可
能
性
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、

こ
こ
で
は
そ
の
担
い
手
に
注
目
し
た
い
。
体
感
型
観
光
の

多
く
は
小
規
模
事
業
者
が
担
っ
て
い
る
。
観
光
産
業
は
裾

野
が
広
く
、
観
光
地
で
あ
れ
ば
ほ
と
ん
ど
の
事
業
者
が
何

ら
か
の
関
わ
り
を
持
つ
が
、
核
と
な
る
事
業
者
の
数
は
少

な
く
、
多
く
は
中
小
零
細
企
業
で
あ
る
。

２
０
２
２
年
９
月
に
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・

バ
リ
島
で
の
Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
に
合
わ
せ
て
策
定
し
た
、
観

光
関
連
の
中
小
零
細
企
業
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
観
光

産
業
の
変
革
の
主
体
に
据
え
る
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

「
観
光
変
革
の
担
い
手
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
Ｍ
Ｓ

Ｍ
Ｅ
の
強
化
―
人
を
中
心
と
し
た
復
興
（
拙
訳
、
以
下
同

じ
）」
は
、「
１
．
人
的
資
本
＝
雇
用
、
ス
キ
ル
、
企
業
家

精
神
、
教
育
」「
２
．
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
デ
ジ
タ
ル
化
、

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
エ
コ
ノ
ミ
ー
」「
３
．
女
性
と
若
者
の

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
」「
４
．
気
候
変
動
対
策
、
生
物
多

様
性
保
全
、
循
環
型
社
会
の
構
築
」「
５
．
政
策
、
ガ
バ

ナ
ン
ス
、
投
資
の
枠
組
み
」
の
五
つ
の
柱
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。
副
題
に
「
人
を
中
心
と
し
た
復
興
」
と
あ
る
よ
う

に
、
人
、
特
に
Ｍ
Ｓ
Ｍ
Ｅ
の
人
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

図１　サステナブルツーリズムに求められる３つの要素
出典：藤稿（2018）

本当の
サステナブル
ツーリズム

経済的に
成長できる

社会文化的に
好ましい

環境的に
適正である

・�長期的利益の担保�
（観光地、企業ともに）
・地域の繁栄
・利益の公平な分配
・就業機会の創出
・観光客満足
� など

・伝統、文化の保全
・�地域コミュニティの�
幸福創出
・地域住民参加
・雇用の質
・�人権尊重と社会平等�
（障害者、マイノリティ、�
社会的弱者への配慮）
・ユニバーサルデザイン
・犯罪防止
� など

・�地域的環境問題の削減�
（騒音、ゴミ問題、その他）
・�地球環境の保全�
（気候変動、生物多様性の損失、その他）
・景観保全
・資源の過剰利用回避
・環境汚染の回避
・持続可能な消費と生産
� など

特 集
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人
を
変
革
す
る
こ
と
な
し
に
、
持
続
可
能
性
、
人
的
資
本
、

デ
ジ
タ
ル
化
と
い
っ
た
課
題
に
直
面
す
る
観
光
産
業
が
、

よ
り
持
続
可
能
で
包
括
的
な
モ
デ
ル
へ
と
移
行
し
、
持
続

可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
へ
の
貢
献
が
進
む
こ
と

は
達
成
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
観
光
産
業
の
復
興
と
将

来
の
発
展
の
中
心
に
Ｍ
Ｓ
Ｍ
Ｅ
を
据
え
て
い
る
と
こ
ろ
が

特
徴
的
で
あ
る
。

人
的
資
本

行
動
指
針
の
中
で
、
今
回
の
テ
ー
マ
に
関
連
性
が
高
い

の
が
、
１
と
２
の
柱
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
優
先
事
項
が

あ
り
、
１
は
「
人
材
を
維
持
し
、
ひ
き
つ
け
る
」
と
「
労

働
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ
（
学
び
直
し
）、

新
し
い
技
術
習
得
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

よ
い
人
材
の
採
用
と
定
着
は
小
規
模
企
業
に
と
っ
て
特

に
重
要
で
あ
る
。日
本
で
も
コ
ロ
ナ
禍
で
の
休
業
に
よ
り
、

多
く
の
人
材
が
観
光
業
か
ら
流
出
し
た
。
体
験
型
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
企
業
に
お
い
て
、
人
材
の
定
着
は
賃

金
だ
け
で
な
く
仕
事
の
や
り
が
い
や
楽
し
さ
が
大
き
な
要

素
と
な
る
。
や
り
が
い
は
体
験
と
い
う
人
と
人
の
相
互
作

用
に
関
係
が
あ
り
、
参
加
者
（
旅
行
者
）
の
満
足
度
が
大

き
く
影
響
す
る
。
ま
た
、
研
修
な
ど
に
よ
る
新
し
い
ス
キ

ル
の
獲
得
も
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
バ
ー
チ
ャ
ル
ラ
ー
ニ
ン
グ
が
提

案
さ
れ
て
い
る
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
中
、
多
く
の
人
が
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
経
験
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
都
市
部
で
は
当
た
り
前
な
こ
と
が
、
地
方

で
も
そ
う
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
情
報
ア

ク
セ
ス
の
格
差
は
存
在
す
る
。
た
だ
地
理
的
な
面
か
ら
考

え
る
と
、
広
域
で
あ
る
地
方
こ
そ
オ
ン
ラ
イ
ン
は
活
用
し

や
す
い
。
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
で
は
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
オ
ン
ラ
イ
ン
・

ア
カ
デ
ミ
ー
な
ど
の
既
存
の
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
推
進
・
拡
大
す
る
と
し
て
い
る
。

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
市
民
感
情
の
悪
化
を
受

け
て
、
行
政
で
は
観
光
客
の
満
足
度
だ
け
で
な
く
、
住
民

の
観
光
に
対
す
る
意
識
に
敏
感
に
な
っ
た
。
今
後
は
、
さ

ら
に
観
光
客
と
の
直
接
の
接
点
で
あ
る
観
光
に
関
わ
る
Ｍ

Ｓ
Ｍ
Ｅ
の
意
識
も
き
ち
ん
と
把
握
す
る
こ
と
が
望
ま
れ

る
。「
人
材
を
維
持
し
、
ひ
き
つ
け
る
」
た
め
に
は
、
体

験
を
提
供
す
る
側
の
満
足
度
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
と
な

る
。
体
験
型
観
光
の
場
合
、
単
に
お
金
を
支
払
っ
て
一
方

的
に
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
取
る
わ
け
で
は
な
い
。
人
間
間
の

サ
ー
ビ
ス
は
相
互
的
な
関
係
を
作
り
出
す
。
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
者
に
と
っ
て
も
受
け
手
に
と
っ
て
も
、
充
実
し
た
も

の
に
な
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
デ
ジ
タ
ル
化

２
で
は
「
中
小
企
業
や
地
域
社
会
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル

適
応
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
、
顧
客

体
験
の
向
上
や
企
業
間
、
企
業
と
顧
客
の
シ
ー
ム
レ
ス
な

対
応
と
し
て
数
十
年
前
か
ら
進
め
ら
れ
て
き
た
デ
ジ
タ
ル

化
を
加
速
・
拡
大
さ
せ
る
役
割
を
果
た
し
た
。
そ
の
一
方

で
、
農
村
地
域
や
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
の
低
い
人
な
ど
が
い

る
中
で
デ
ジ
タ
ル
・
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
。
解
決
策
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
・
イ
ン
フ
ラ

や
デ
バ
イ
ス
、
そ
し
て
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
の
欠
如
の
克
服
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
証
明
書
や
デ

ジ
タ
ル
旅
行
Ｉ
Ｄ
、
非
接
触
型
の
取
り
引
き
な
ど
、
安
全

で
シ
ー
ム
レ
ス
な
旅
行
を
促
進
す
る
た
め
に
は
技
術
や
シ

ス
テ
ム
の
相
互
運
用
や
相
互
承
認
が
不
可
欠
に
な
る
。
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、「
体
験
型
観
光
」
を
革
新
し
て
提
供

す
る
こ
と
も
提
案
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
観
光
エ
コ
シ

ス
テ
ム
全
体
に
デ
ジ
タ
ル
化
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
必
要

と
さ
れ
る
。
デ
ジ
タ
ル
化
を
全
て
の
事
業
者
が
取
り
入
れ

る
こ
と
で
、
旅
行
者
は
途
切
れ
る
こ
と
な
く
快
適
な
旅
を

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
に
は
地
域
の
行
政
や

Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
シ
ス
テ
ム
の
取
り
ま
と
め
役
に
な
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。
地
域
で
取
り
残
さ
れ
る
企
業
を
で
き
る
だ
け

少
な
く
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
価
値
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。

現
代
の
観
光
の
特
徴
は
多
様
な
消
費
が
伴
う
移
動
と
い

う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
始
ま
っ
た
時
代

で
は
、
体
験
型
観
光
商
品
の
流
通
が
大
き
な
課
題
と
な
り

機
会
損
失
も
生
ま
れ
た
。
カ
ス
タ
マ
ー
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス

（
Ｃ
Ｘ
）
が
多
様
化
し
、
そ
の
ニ
ー
ズ
も
高
く
な
っ
た
現
在

で
は
、
優
れ
た
ト
ラ
ベ
ル
テ
ッ
ク
が
多
数
出
現
し
て
い
る
。

Ｖ
Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ｒ
Ａ
や
ア
ソ
ビ
ュ
ー
、GetY

ourGuide

な
ど
の

体
験
予
約
サ
イ
ト
で
は
、
ス
マ
ホ
を
使
っ
て
体
験
に
空
き

が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
予
約
で
き
る
。A

irbnb

も
新
型
コ
ロ
ナ

前
か
ら
、
ロ
ー
カ
ル
ガ
イ
ド
に
よ
る
体
験
を
他
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
と
の
差
別
化
の
柱
と
し
て
積
極
的
に
展
開
し

て
い
る
。

持
続
可
能
な
受
入
れ
体
制

Ｍ
Ｓ
Ｍ
Ｅ
同
士
が
積
極
的
に
つ
な
が
る
こ
と
が
地
域
の

受
入
れ
能
力
を
高
め
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
性
化
す

る
。
同
じ
地
域
の
別
業
種
、
他
地
域
の
同
業
種
と
情
報
を

交
換
す
る
。
協
力
し
合
い
、
仕
事
を
回
し
合
い
な
が
ら
、

楽
し
く
仕
事
を
進
め
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
う
。
現
在
の

仕
事
の
埋
ま
り
具
合
が
関
係
者
にT

w
itter

の
つ
ぶ
や
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き
等
で
わ
か
る
と
、
お
互
い
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
調
整
す

る
こ
と
も
で
き
る
。
持
続
可
能
な
供
給
体
制
は
、
み
ん
な

で
融
通
し
合
え
る
環
境
を
作
る
こ
と
が
大
事
だ
。

さ
ら
に
は
街
で
カ
バ
ー
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
日
本
を

代
表
す
る
訪
日
外
国
人
旅
行
者
に
人
気
の
旅
館
「
澤
の
屋

旅
館
（
東
京
都
台
東
区
）」
は
、夕
食
を
提
供
し
て
い
な
い
。

宿
泊
客
は
、
旅
館
が
提
供
す
る
谷
中
の
街
の
英
語
版
マ
ッ

プ
を
頼
り
に
、
今
日
は
ど
こ
で
食
べ
よ
う
か
と
考
え
な
が

ら
散
策
す
る
。
館
主
の
澤
功
さ
ん
は
「
街
が
あ
る
か
ら
、

夕
食
を
提
供
し
な
く
て
も
や
っ
て
い
け
る
」
と
話
す
。
宿

泊
し
た
あ
る
外
国
人
旅
行
者
は
、
街
に
出
て
食
べ
た
居
酒

屋
で
の
思
い
出
を
「
店
は
混
ん
で
い
た
が
、
座
っ
て
い
る

人
が
席
を
移
動
し
て
く
れ
て
食
べ
る
こ
と
が
で
き
た
。
焼

き
鳥
は
美
味
し
か
っ
た
が
、
そ
れ
以
上
に
親
切
な
人
の
行

為
が
忘
れ
ら
れ
な
い
」
と
話
す
。
ロ
ー
カ
ル
な
場
で
行
わ

れ
る
他
者
と
の
さ
さ
や
か
な
気
持
ち
の
交
換
、
接
客
し
て

く
れ
る
人
と
の
ち
ょ
っ
と
し
た
会
話
や
そ
の
表
情
、
シ
ェ

フ
の
ふ
る
ま
い
、
周
り
で
食
べ
る
人
の
所
作
は
確
実
に
旅

の
印
象
を
深
め
、
偶
然
の
幸
せ
な
出
会
い
（
セ
レ
ン
デ
ィ

ピ
テ
ィ
）
が
旅
に
彩
り
を
与
え
る
。

１
軒
の
宿
、
個
々
の
飲
食
店
や
お
土
産
店
、
体
験
施
設

も
含
め
そ
れ
ぞ
れ
が
旅
行
者
を
囲
い
込
ま
ず
に
街
と
し
て

も
て
な
す
。
全
国
的
に
こ
の
考
え
を
推
進
し
て
い
る
法
人

と
し
て
、
日
本
ま
ち
や
ど
協
会
が
あ
り
、
ま
ち
を
一
つ
の

宿
と
見
立
て
宿
泊
施
設
と
地
域
の
日
常
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

さ
せ
、
ま
ち
ぐ
る
み
で
宿
泊
客
を
も
て
な
す
こ
と
で
地
域

価
値
を
向
上
し
て
い
く
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

人
的
資
本
の
持
続
可
能
性

最
後
に
、提
供
者
の
持
続
可
能
性
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。

従
来
の
観
光
政
策
で
は
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重
要
業
績
評
価
指
標
）

に
観
光
客
数
が
挙
げ
ら
れ
成
長
志
向
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
な

っ
て
い
た
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
の
観
光
振
興
計
画
の
中
で

は
、
観
光
客
の
行
動
変
容
を
想
定
し
、
持
続
可
能
な
観
光

地
域
づ
く
り
事
業
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
計
画
の
視
点

に
供
給
側
の
持
続
可
能
性
を
組
み
込
ん
で
い
く
こ
と
が
大

切
に
な
る
。
特
に
Ｍ
Ｓ
Ｍ
Ｅ
の
量
と
質
の
向
上
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
体
験
型
観
光
の
担
い
手
の
新
規
参
入
を
仕
組

み
と
し
て
確
立
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
だ
。
地
域
と
し
て

少
数
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
メ
ニ
ュ
ー
を

増
や
し
、
旅
の
商
品
群
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
。
そ

の
た
め
に
は
、
市
民
や
比
較
的
近
い
エ
リ
ア
の
方
の
起
業

を
促
す
方
策
が
必
要
と
な
る
。
近
隣
の
市
民
や
近
い
エ
リ

ア
か
ら
の
旅
行
者
に
体
験
型
観
光
を
通
し
て
事
業
参
画
に

も
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
取
り
組
み
を
し
て
い
き
た

い
。
そ
の
た
め
の
教
育
も
用
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

星
野
リ
ゾ
ー
ト
代
表
の
星
野
佳
路
さ
ん
が
提
唱
す
る
マ

イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
話
題
を
呼
ん
だ
。
星
野
リ
ゾ
ー
ト

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
「
３
密

を
避
け
な
が
ら
地
元
の
方
が
近
場
で
過
ご
す
旅
の
ス
タ
イ

ル
。
自
宅
か
ら
１
〜
２
時
間
程
の
距
離
で
、
安
心
、
安
全

に
過
ご
し
な
が
ら
地
域
の
魅
力
を
深
く
知
る
き
っ
か
け
に

な
り
、
地
域
経
済
に
も
貢
献
し
ま
す
。
保
養
目
的
で
旅
館

や
ホ
テ
ル
に
行
き
、
温
泉
や
自
然
散
策
、
料
理
を
楽
し
み
、

活
力
を
取
り
戻
す
滞
在
旅
行
で
す
」
と
定
義
し
て
い
る
。

私
は
こ
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
、
安
・
近
・
探

（
安
心
・
安
全
、
近
距
離
、
探
求
）
の
旅
と
考
え
て
い
る
。

マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
旅
は
単
に
近
場
の
旅
で
は
な

い
。
ポ
イ
ン
ト
は
地
元
の
人
が
、
地
元
を
探
求
す
る
こ
と

に
あ
る
。
例
え
ば
ガ
イ
ド
付
き
の
ま
ち
歩
き
の
場
合
、
遠

方
か
ら
の
客
は
短
い
時
間
で
簡
単
に
説
明
し
て
欲
し
い
と

思
っ
て
い
る
の
に
、
ガ
イ
ド
の
説
明
が
く
ど
い
と
苦
情
が

出
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
地
元
か
ら
の
参
加
者

は
、時
間
の
余
裕
も
あ
る
の
で
ゆ
っ
く
り
と
説
明
を
聞
き
、

ガ
イ
ド
と
参
加
者
双
方
の
満
足
度
が
高
く
な
る
。
マ
イ
ク

ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
は
、
訪
れ
た
土
地
の
表
面
だ
け
を
見
て

通
り
過
ぎ
て
い
く
の
で
は
な
く
、
参
加
者
自
体
が
ま
ち
歩

き
な
ど
用
意
さ
れ
た
体
験
型
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
善
に

も
関
与
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

参
加
者
（
ゲ
ス
ト
）
が
興
味
を
持
ち
、
Ｍ
Ｓ
Ｍ
Ｅ
の
方

と
つ
な
が
る
こ
と
で
、
や
が
て
提
供
者
（
ホ
ス
ト
）
と
な

る
可
能
性
が
高
ま
る
。
地
域
は
、
ゲ
ス
ト
が
ホ
ス
ト
に
な

る
仕
組
み
づ
く
り
を
探
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
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バ
リ
ア
と
な
る
自
然
が
最
大
の
魅
力

長
野
県
は
、
日
本
の
屋
根
と
言
わ
れ
る
北
ア
ル
プ
ス
、

中
央
ア
ル
プ
ス
、
南
ア
ル
プ
ス
の
峰
々
に
囲
ま
れ
た
自
然

豊
か
な
「
山
岳
高
原
観
光
地
」
で
す
。
そ
の
雄
大
な
大
自

然
を
、
年
齢
や
障
が
い
の
有
無
等
に
か
か
わ
ら
ず
、
ど
な

た
で
も
安
心
し
て
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
に
ど
う
し
た
ら

よ
い
の
か
？
と
い
う
の
が
そ
も
そ
も
の
始
ま
り
で
し
た
。

自
然
豊
か
な
長
野
県
の
全
て
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
す
る

こ
と
は
難
し
い
で
す
。
逆
に
山
や
高
原
、
川
や
湖
な
ど
の

バ
リ
ア
と
な
る
自
然
の
フ
ィ
ー
ル
ド
が
、
最
大
の
魅
力
で

も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
長
野
県
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
楽
し

ん
で
も
ら
う
方
法
と
し
て
考
え
た
の
が
、
ア
ウ
ト
ド
ア
用

車
椅
子
な
ど
の
専
門
の
機
器
を
使
っ
て
、
専
門
の
人
材
が

旅
行
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、
多
彩
な
フ
ィ
ー
ル
ド
を

体
験
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
産
・
学
・
官
で
連
携
し
て
進

め
た
「
信
州
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
で
す
。

◆◆◆

地
元
企
業
が
開
発
し
た
専
門
機
器
活
用
も

サ
ポ
ー
ト
人
材
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
信
州

大
学
と
連
携
し
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
応
し

た
旅
行
商
品
の
造
成
や
専
門
機
器
の
取
り
扱
い
等
が
で
き

る
専
門
的
な
人
材
を
育
成
す
る
実
務
人
材
養
成
講
座
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

講
座
は
、
①
旅
行
商
品
の
企
画
や
観
光
事
業
者
へ
の
ア

ド
バ
イ
ス
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
対
応
で
き
る
「
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
フ
ィ
ー
ル
ド
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
養
成
講
座
②
イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
野
外
教
育
の
専
門
知
識
と
専
門
機
器
の
取

扱
技
術
を
持
つ
「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
野
外
活
動
指
導
員
」

養
成
講
座
―
―
の
２
種
類
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
64
人
が

講
座
を
修
了
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
サ
ポ
ー
ト
人
材
等
が

中
心
と
な
り
、
各
観
光
地
で
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
フ
ィ
ー
ル

ド
作
り
が
進
み
ま
し
た
。

次
に
必
要
と
な
っ
て
く
る
の
が
、
バ
リ
ア
を
超
え
て
山

◆◆◆

岳
高
原
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
必
要
な
専
門
機
器

で
す
。
ま
ず
、
長
野
県
箕
輪
町
に
あ
る
会
社
が
開
発
し
た

け
ん
引
式
車
い
す
装
置
＝
Ｊ
Ｉ
Ｎ
Ｒ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
。
ほ
と
ん
ど

の
車
椅
子
に
簡
単
に
取
り
付
け
る
こ
と
が
で
き
、
Ｊ
Ｉ
Ｎ

Ｒ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
を
引
っ
張
る
こ
と
で
、
階
段
や
砂
利
道
な
ど
で

も
楽
に
進
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
な

い
山
岳
高
原
で
の
散
策
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

水
陸
両
用
の
ア
ウ
ト
ド
ア
用
車
椅
子H

ヒ

ッ

ポ

ippoc

キ
ャ
ン
プ

am
pe

や
、

レ
バ
ー
ド
ラ
イ
ブ
で
自
ら
ハ
ン
ド
ル
と
ブ
レ
ー
キ
を
操
作

で
き
る
マ
ウ
ン
テ
ン
ト
ラ
イ
ク
。
さ
ら
に
、
ス
ノ
ー
シ
ー

ズ
ン
は
、資
格
を
取
得
し
た
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
操
縦
に
よ
り
、

重
度
の
障
が
い
の
あ
る
方
で
座
位
が
確
保
で
き
な
く
て
も

「
椅
子
に
座
る
」
こ
と
が
で
き
れ
ば
ほ
と
ん
ど
の
ゲ
レ
ン

デ
で
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
の
で
き
る
デ
ュ
ア

ル
ス
キ
ー
な
ど
、
各
観
光
地
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
造
成
す
る

た
め
に
必
要
な
機
器
の
導
入
が
進
み
ま
し
た
。
県
で
も
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
機
器
導
入
等
の
補
助
事
業

を
実
施
し
、
導
入
を
支
援
し
ま
し
た
。

地
域
特
性
を
生
か
し
た
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

サ
ポ
ー
ト
人
材
や
専
門
機
器
が
導
入
さ
れ
る
と
、
季
節

毎
に
さ
ま
ざ
ま
な
フ
ィ
ー
ル
ド
体
験
が
で
き
る
多
彩
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
造
成
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
一
の
星
空
で
有
名

な
昼
神
温
泉
（
阿
智
村
）
で
は
、
車
椅
子
の
ま
ま
ゴ
ン
ド

ラ
に
乗
車
す
る
こ
と
が
で
き
、星
空
観
賞
が
で
き
る
ほ
か
、

介
護
の
専
門
家
が
お
手
伝
い
す
る
「
昼
神
プ
レ
ミ
ア
ム
サ

ポ
ー
ト
」
を
作
り
、
誰
と
で
も
旅
行
を
楽
し
ん
で
も
ら
え

る
体
制
が
構
築
さ
れ
ま
し
た
。

自
然
体
験
型
宿
泊
施
設「
な
べ
く
ら
高
原
・
森
の
家
」（
飯

山
市
）
で
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
遊
歩
道
「
ブ
ナ
の
里
山
こ

◆◆◆

だ
れ
も
が
楽
し
め
る

�

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

清
水
　
き
く
江

長
野
県
観
光
部
観
光
誘
客
課
主
査

―
年
齢
や
障
が
い
に
か
か
わ
ら
ず
安
心
し
て
大
自
然
を
―

新
た
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
×
地
域
活
性
化

長
野
県
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み
ち
」
を
活
用
し
、
ア
ウ
ト
ド
ア
用
車
椅
子
で
森
林
内
を

探
検
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
。
冬
に
は
豪
雪
地
帯
な
ら

で
は
の
、
見
渡
す
限
り
の
大
雪
原
と
雪
の
森
を
冒
険
す
る

ツ
ア
ー
を
企
画
中
で
す
。

戸
隠
観
光
協
会
（
長
野
市
）
で
は
、「
戸
隠
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
デ
ス
ク
」
を
開
設
。
ア
ウ
ト
ド
ア
用
車

椅
子
や
福
祉
用
品
の
レ
ン
タ
ル
を
は
じ
め
、
専
門
の
相
談

員
が
皆
さ
ん
の
「
や
っ
て
み
た
い
！
」
を
実
現
す
る
お
手

伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
ウ
イ
ン
タ
ー
シ
ー
ズ
ン
は
、
北
信

五
岳
や
北
ア
ル
プ
ス
な
ど
の
大
パ
ノ
ラ
マ
を
望
む
ゲ
レ
ン

デ
で
、
デ
ュ
ア
ル
ス
キ
ー
を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

白
馬
五
竜
高
山
植
物
園
（
白
馬
村
）
で
は
、
ト
レ
イ
ル

ラ
イ
ダ
ー
（
ア
ウ
ト
ド
ア
用
一
輪
車
）
に
乗
っ
て
、
園
内

を
巡
る
ツ
ア
ー
を
実
施
中
。
歩
行
困
難
な
方
に
も
、
雄
大

な
北
ア
ル
プ
ス
の
紅
葉
や
高
山
植
物
を
お
楽
し
み
い
た
だ

け
ま
す
。

上
諏
訪
温
泉
・
下
諏
訪
温
泉
の
あ
る
諏
訪
地
域
で
は
、

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
す
わ
」
の
介
護
や
医
療
の

専
門
ス
タ
ッ
フ
が
入
浴
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
入
浴
介
助
や
外

出
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
ま
す
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
も

い
わ
れ
る
富
士
見
高
原
リ
ゾ
ー
ト
（
富
士
見
町
）
で
は
、

専
門
機
器
の
貸
し
出
し
を
利
用
し
、
展
望
台
や
創
造
の
森

を
自
由
に
散
策
で
き
る
他
、
重
度
の
障
が
い
の
あ
る
方
で

も
食
事
や
入
浴
等
の
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
宿
泊
施
設
を

充
実
さ
せ
ま
し
た
。
近
年
は
、
特
別
支
援
学
校
や
修
学
旅

行
等
の
学
習
旅
行
の
利
用
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
社
会
の
実
現
を

信
州
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
か
か
わ
る
皆
さ
ん

は
「
障
が
い
な
ど
を
理
由
に
、
旅
行
と
い
う
夢
を
諦
め
て

◆◆◆

ほ
し
く
な
い
。
そ
の
方
に
合
わ
せ
た
プ
ラ
ン
を
考
え
る
の

で
、
ま
ず
は
相
談
し
て
ほ
し
い
」
と
言
い
ま
す
。
昨
年
か

ら
は
、
教
育
委
員
会
と
連
携
し
、
小
・
中
・
特
別
支
援
学

校
で
、
支
援
が
必
要
な
児
童
生
徒
と
共
に
自
然
体
験
活
動

を
行
う
「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
野
外
教
育
」
を
実
施
す
る
学

習
旅
行
の
実
証
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
今
後
は

障
が
い
等
を
理
由
に
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
す
る
の
で
な
く
、

皆
で
一
緒
に
自
然
体
験
が
で
き
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

「
す
べ
て
の
皆
様
の
笑
顔
の
お
手
伝
い
を
し
た
い
…
…
」

そ
れ
が
我
々
の
願
い
で
す
。

長
野
県
の
大
自
然
を
味
わ
い

に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

信
州
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

アウトドア用車椅子で雪の中での活動も可能に（なべくら高原 森の家・飯山市）

貸出用のアウトドア車椅子を利用して、戸隠神社の奥社を散策
（戸隠観光協会・長野市）

着座型スキー＝デュアルスキー（富士見高原リゾート・富士見町）

JINRIKI を活用したガイドツアーの様子（阿智☆昼神観光局・阿智村）

ホームページ
二次元バーコード
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特 集
観
光
資
源
を
生
か
し
切
る

温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
た
和
歌
山
県
北
部
に
あ
る
紀
の

川
市
は
、
全
国
屈
指
の
果
樹
王
国
で
す
。
生
産
量
全
国
１

位
の
ハ
ッ
サ
ク
を
は
じ
め
、
柿
や
イ
チ
ジ
ク
、
キ
ウ
イ
、

イ
チ
ゴ
の
ほ
か
、
ブ
ラ
ン
ド
産
物
の
「
あ
ら
か
わ
の
桃
」

な
ど
が
あ
り
、
一
年
中
フ
ル
ー
ツ
が
豊
富
に
採
れ
ま
す
。

大
阪
や
関
西
国
際
空
港
、
世
界
遺
産
の
高
野
山
に
ア
ク

セ
ス
し
や
す
く
、
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
や
カ
ヌ
ー
、
キ
ャ
ン

プ
場
な
ど
自
然
を
楽
し
む
活
動
が
で
き
る
環
境
も
あ
り
ま

す
。し
か
し
な
が
ら
観
光
資
源
を
生
か
し
切
れ
て
お
ら
ず
、

宿
泊
場
所
が
少
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
経
由
地
に
な
っ
て

い
る
側
面
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
フ
ル
ー
ツ
に
着
目
し
、
新
た
な
観
光
資
源
と
し

て
「
見
直
す
・
再
発
見
す
る
・
伝
え
る
」
こ
と
で
、
地
域

を
活
性
化
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

２
０
０
人
以
上
の
市
民
が
協
働

◆◆◆◆◆◆

「
紀
の
川
フ
ル
ー
ツ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
取
り
組
み
は
、

紀
の
川
市
が
平
成
26
年
に
市
内
の
農
家
や
団
体
、
グ
ル
ー

プ
、
事
業
者
、
市
民
な
ど
を
募
っ
て
で
き
た
「
フ
ル
ー
ツ
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
（
研
究
会
）」
を
礎
と
し
ま
す
。
フ

ル
ー
ツ
に
つ
い
て
考
え
企
画
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
初

回
は
２
０
０
人
が
集
ま
り
、
以
降
は
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で

活
動
し
て
き
ま
し
た
。

話
し
合
い
の
核
と
な
っ
た
テ
ー
マ
は
四
つ
。
見
る
・
触

れ
る
・
香
る
・
農
家
と
語
ら
う
「
体
験
」。
調
理
や
味
わ

う
喜
び
を
重
視
し
た
「
料
理
」。
紀
の
川
市
の
フ
ル
ー
ツ

に
新
た
な
魅
力
を
見
い
だ
す
「
商
品
」。
知
る
こ
と
を
楽

し
む
「
学
び
」
で
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
四
つ
の

テ
ー
マ
を
そ
れ
ぞ
れ
チ
ー
ム
で
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

体
験
チ
ー
ム
が
開
催
し
た
第
１
回
フ
ル
ー
ツ
茶
会
で

は
、
フ
ル
ー
ツ
の
味
と
見
た
目
の
和
菓
子
を
メ
ン
バ
ー
が

手
作
り
し
、
そ
れ
を
開
花
が
見
ご
ろ
の
桃
畑
で
行
い
ま
し

た
。
茶
会
は
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
や
季
節
で
行
っ
て
き
た
の

で
、
お
客
様
の
足
元
や
寒
さ
を
気
遣
っ
た
り
広
い
外
で
も

声
が
届
く
よ
う
配
慮
し
た
り
、
観
光
客
を
迎
え
入
れ
る
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
力
も
培
っ
て
き
ま
し
た
。

料
理
チ
ー
ム
は
、
フ
ル
ー
ツ
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
を
募
集

し
た
り
、
フ
ル
ー
ツ
た
っ
ぷ
り
の
シ
ロ
ッ
プ
を
か
け
た
か

き
氷
を
地
元
の
祭
り
で
販
売
し
た
り
、
フ
ル
ー
ツ
の
お
い

し
さ
を
広
め
る
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
商
品
チ
ー
ム

は
、
地
元
に
ゆ
か
り
の
あ
る
企
業
と
コ
ラ
ボ
し
た
ハ
ン
ド

ク
リ
ー
ム
を
商
品
化
す
る
な
ど
、
今
ま
で
に
な
か
っ
た
角

度
で
紀
の
川
市
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
学
び
チ
ー
ム
は
、

フ
ル
ー
ツ
に
ち
な
ん
だ
川
柳
を
募
集
し
、
そ
れ
を
元
に
カ

ル
タ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
成
果
物
や
イ
ベ
ン
ト
で
得
た
経
験
は
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
他
の
チ
ー
ム
と
共
有
す
る
こ
と
で
、
新
た

な
気
づ
き
や
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

チ
ー
ム
間
で
協
力
し
、
試
行
錯
誤
す
る
こ
と
約
２
年
。

合
計
38
回
に
わ
た
っ
て
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
き
た
経

験
を
発
展
さ
せ
、
規
模
を
大
き
く
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
、「
ぷ
る
博
（
第
１
回

紀
の
川
フ
ル
ー
ツ
体
験
！　

ぷ
る
ぷ
る
博
覧
会
）」
で
す
。

ネ
ー
ミ
ン
グ
の
由
来
は
フ
ル
ー
ツ
の
ぷ
る
っ
と
し
た
食
感

か
ら
き
て
い
ま
す
。第
１
回
の
ぷ
る
博
で
は
約
１
カ
月
間
、

市
内
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
、
65
種
類
の
体
験
型
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
し
た
。

五
感
で
感
じ
る
笑
顔
の
ぷ
る
博

ぷ
る
博
で
は
、
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
以
外
の
市
民
も
「
仕

掛
人
」
と
い
う
呼
び
名
で
、
主
催
者
と
し
て
加
わ
っ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
農
家
と
一
緒
に
フ
ル
ー
ツ
の
苗
を
植
え

る
イ
ベ
ン
ト
や
、
参
加
者
み
ず
か
ら
が
畑
で
収
穫
し
た
フ

ル
ー
ツ
を
ジ
ュ
ー
ス
に
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

飲
食
店
で
は
、
フ
ル
ー
ツ
の
一
品
を
盛
り
込
ん
だ
ス
ペ
シ

ャ
ル
ラ
ン
チ
を
期
間
限
定
で
始
め
た
り
、
フ
ル
ー
ツ
入
り

◆◆◆

和
歌
山
県
紀
の
川
市

（
紀
の
川
フ
ル
ー
ツ
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
）児

玉
　
敏
昭

一
般
社
団
法
人 

紀
の
川
フ
ル
ー
ツ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム 

代
表
理
事

―
果
樹
王
国
の
魅
力
伝
え
る
体
験
型
ツ
ー
リ
ズ
ム
―

特
産
物
の
フ
ル
ー
ツ
使
い
地
域
活
性
化

新
た
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
×
地
域
活
性
化
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特 集

の
パ
ン
作
り
体
験
会
を
開
催
し
た
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

多
く
の
人
が
交
流
す
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
特
に

寿
司
ネ
タ
に
フ
ル
ー
ツ
を
組
み
合
わ
せ
た
フ
ル
ー
ツ
寿
司

は
定
番
化
し
、
今
で
は
遠
く
か
ら
来
ら
れ
る
お
客
様
が
い

る
ほ
ど
で
す
。

特
技
と
フ
ル
ー
ツ
を
組
み
合
わ
せ
て
、
食
べ
る
ブ
ー
ケ

や
、
柿
渋
で
つ
く
る
バ
ッ
グ
作
り
を
イ
ベ
ン
ト
に
す
る
人

も
い
ま
す
。
猫
駅
長
で
人
気
の
「
た
ま
電
車
」
に
乗
っ
て

イ
チ
ゴ
を
収
穫
し
に
行
く
体
験
や
、フ
ル
ー
ツ
検
定
な
ど
、

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
思
い
が
集
約
し
て
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。

ぷ
る
博
で
は
、
た
だ
フ
ル
ー
ツ
を
買
っ
て
も
ら
う
の
で

は
な
く
、
農
家
や
店
員
と
対
話
す
る
楽
し
さ
や
、
自
然
の

中
で
味
わ
う
美
味
し
さ
を
、
フ
ル
ー
ツ
を
通
じ
て
体
験
し

て
も
ら
い
、
笑
顔
で
帰
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
目
標
で
す
。

こ
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
も
っ
と
広
げ
た
い

平
成
28
年
に
一
般
社
団
法
人
化
し
、
ぷ
る
博
は
こ
れ
ま

で
計
６
回
に
わ
た
り
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
法
人
化
し
た

後
は
、
京
奈
和
自
動
車
道
が
開
通
し
、
大
阪
や
関
西
国
際

空
港
か
ら
の
所
要
時
間
が
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
令

和
４
年
に
新
た
な
宿
泊
施
設
が
開
業
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ

ん
こ
の
春
に
も
「
ぷ
る
博
７
」
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

昨
今
、
テ
ー
マ
性
の
あ
る
体
験
型
の
旅
行
ツ
ア
ー
や
ヒ

ュ
ー
マ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
フ
ル

◆◆◆

ー
ツ
を
テ
ー
マ
と
す
る
、
市
民
が
参
加
す
る
こ
と
に
ス
ポ

ッ
ト
を
当
て
た
ぷ
る
博
は
、
紀
の
川
市
に
よ
る
観
光
地
域

づ
く
り
法
人
（
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）
が
で
き
た
こ
と
で
、
さ
ら
な
る

周
遊
客
の
獲
得
や
地
域
の
観
光
振
興
、
活
性
化
に
つ
な
が

る
だ
ろ
う
と
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
開
に
つ
い
て

今
後
も
フ
ル
ー
ツ
の
旬
に
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
を
、
一

年
を
通
し
て
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
た
だ
現
在

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
運
営
で
、
独
自
財
源
が
少
な
い

た
め
、
新
た
な
取
り
組
み
が
難
し
い
の
が
現
状
で
す
。

最
近
で
は
、
ぷ
る
博
に
参
加
し
た
お
客
様
ご
自
身
か
ら

「
私
た
ち
も
主
催
し
た

い
！
」「
仕
掛
人
に
な
り

た
い
！
」
と
連
絡
を
受
け

る
事
例
が
出
て
き
ま
し

た
。
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト

で
な
い
こ
と
や
、
手
作
り

感
の
あ
る
雰
囲
気
が
、
敷

居
を
低
く
し
て
い
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

イ
ベ
ン
ト
の
規
模
は
小

さ
く
て
も
大
丈
夫
。
予
算

が
な
く
て
も
、
楽
し
ん
で

も
ら
う
こ
と
は
可
能
で
す
。

仕
掛
人
の
み
な
さ
ん
の

心
が
こ
も
っ
た
イ
ベ
ン
ト

を
た
く
さ
ん
集
め
た
フ
ル

ー
ツ
の
博
覧
会
を
、
ど
う

ぞ
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

◆◆◆

アイスクリームにフルーツをトッピングしてもっとおいしく

農業体験〜フルーツの苗を植えよう

フルーツと酢飯のマリアージュ「フルーツ寿司」
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す
る
調
査
結
果
」�

�
https://new

s.booking.com
/ja/sustainable-travel-

report-2022/

持
続
可
能
な
観
光
の
概
念
が
含
む
内
容
は
幅
広
く
、
国

連
世
界
観
光
機
関
（
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
の
定
義
で
は
、「
訪

問
客
、
業
界
、
環
境
お
よ
び
訪
問
客
を
受
け
入
れ
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
つ
つ
、
現
在
お
よ
び
将

来
の
経
済
、
社
会
、
環
境
へ
の
影
響
を
十
分
に
考
慮
す
る

観
光
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
２
０
２
０
年
に
観

光
庁
が
、「
日
本
版
持
続
可
能
な
観
光
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（Japan Sustainable T
ourism

 Standard for 
D
estinations, JST

S-D

）」
を
作
成
し
ま
し
た
。
持
続

可
能
な
観
光
を
進
め
て
い
く
に
は
、
経
済
・
社
会
・
環
境

の
三
つ
の
側
面
が
十
分
に
考
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
現
在
だ
け
で
な
く
将
来
世
代
に
わ
た
っ
た
責
任

あ
る
観
光
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。そ
の
中
で
は
、

主
な
観
光
資
源
と
な
る
自
然
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
、
文

化
的
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
、
ま
た
地
域
の
経
済
的
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
な
ど
が
フ
ォ
ー
カ
ス
さ
れ
、
地
域
資
源
を
観

光
に
最
大
限
生
か
す
と
同
時
に
保
全
も
行
っ
て
い
く
こ
と

が
重
要
に
な
り
ま
す
。
保
全
に
は
、
ル
ー
ル
や
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
設
け
て
配
慮
し
な
が
ら
利
用
す
る
方
法
も
あ
れ

ば
、
積
極
的
に
地
域
資
源
の
改
善
や
再
生
に
寄
与
す
る
参

加
型
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
、
ま
た

利
用
に
よ
る
参
加
費
・
収
益
の
中
か
ら
保
全
金
な
ど
の
形

で
経
済
的
に
一
部
を
還
元
す
る
方
法
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

形
が
あ
り
ま
す
。

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を 

強
化
す
る
モ
デ
ル
事
業
を
実
施

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
に
、
観
光
庁
で

は
じ
め
に

観
光
の
制
限
が
緩
和
さ
れ
、
長
い
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
再
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
て
い
ま
す
。国
内
客
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

海
外
か
ら
日
本
を
訪
れ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
も
本
格
的
に
再

開
し
て
い
く
中
で
、
旅
行
者
を
受
け
入
れ
る
地
域
の
側
も

ま
た
、
地
域
の
持
つ
魅
力
的
な
資
源
を
生
か
し
て
こ
れ
ま

で
と
は
違
う
新
た
な
取
り
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
機
会

と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
現
在
求
め
ら
れ
て
い
る
観
光
の
形

が
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
自
然
に

触
れ
る
ニ
ー
ズ
が
非
常
に
高
ま
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
お

り
、
ま
た
混
雑
や
密
を
避
け
る
意
味
で
も
屋
外
で
の
ア
ウ

ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
自
然
体
験
が
好
ま
れ
る
傾
向

が
あ
り
ま
す
。
地
域
な
ら
で
は
の
自
然
資
源
を
楽
し
む
観

光
の
形
は
、
こ
れ
ま
で
も
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
Ａ
Ｔ
）
な
ど
の
形
で
さ
ま
ざ
ま
に

展
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
特
に
Ａ
Ｔ
で
は
、
自
然
・
文
化
・

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
う
ち
二
つ
以
上
の
要
素
を
組
み
合
わ

せ
て
、
地
域
の
本
質
に
触
れ
る
体
験
価
値
を
高
め
た
コ
ン

テ
ン
ツ
提
供
が
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

持
続
可
能
な
旅
行
に
対
す
る
ニ
ー
ズ

ま
た
、
世
界
的
に
持
続
可
能
な
観
光
（
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
）
に
対
す
る
配
慮
や
意
識
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
ブ
ッ
キ
ン
グ
・
ド
ッ
ト
コ
ム
の
調
査
（
注
１
）

に
よ
る
と
、
世
界
の
旅
行
者
で
は
８
割
以
上
が
「
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
旅
は
自
身
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
」
と
回
答
し

て
い
ま
す
。
一
方
で
、
そ
の
よ
う
な
旅
行
へ
の
参
加
の
仕

方
や
選
択
の
際
の
情
報
が
十
分
で
な
い
と
い
う
課
題
も
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
旅
を
し
た
い
と
い

う
ニ
ー
ズ
が
今
後
も
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
く
中
で
、
そ

れ
に
沿
っ
た
内
容
や
情
報
を
き
ち
ん
と
発
信
で
き
る
地
域

が
選
ば
れ
や
す
く
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
参
加
す
る
旅

行
者
が
、
地
域
で
の
深
い
体
験
価
値
や
、
観
光
を
通
じ
た

地
域
へ
の
貢
献
を
重
視
す
る
傾
向
も
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

（
注
１
）
日
本
法
人
ブ
ッ
キ
ン
グ
・
ド
ッ
ト
コ
ム
・
ジ
ャ
パ
ン
株
式

会
社
「
２
０
２
２
年
度
版
『
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ト
ラ
ベ
ル
』
に
関

特 集
副基調論文

新
た
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
×
地
域
活
性
化

旅
行
者
と
共
に
創
る
持
続
可
能
な
観
光
の
形

加
藤
　
麻
理
子

観
光
庁
観
光
地
域
振
興
部
観
光
資
源
課

自
然
資
源
活
用
推
進
室
室
長

―
日
本
な
ら
で
は
の
価
値
を
模
索
す
る
各
地
域
の
取
り
組
み
―
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２
０
２
２
年
度
に
実
施
し
て
い
る
事
業
の
一
つ
に
、
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
強
化
事
業
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
事
業
で
は
、
持
続
可
能
な
観
光
を
具
体
的
な
形
で
進

め
る
た
め
に
、
地
域
で
取
り
組
む
モ
デ
ル
事
業
を
公
募
し

30
件
を
実
施
し
て
い
ま
す
（
表
１
）。
そ
の
内
容
は
、
国
立

公
園
な
ど
を
含
む
地
域
の
自
然
を
生
か
し
た
も
の
（
環
境

省
と
連
携
し
て
実
施
）、
文
化
や
歴
史
の
資
源
に

フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
も
の
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

例
え
ば
、
福
岡
県
八
女
市
で
は
、
里
山
地
域
の

豊
か
な
食
材
を
生
か
し
た
地
元
食
を
大
内
邸
と
い

う
文
化
財
施
設
を
活
用
し
て
高
付
加
価
値
な
形
で

旅
行
者
に
提
供
し
、
継
続
的
に
旅
行
者
を
獲
得
し

て
い
く
た
め
の
取
り
組
み
を
、
八
女
地
域
の
さ
ま

ざ
ま
な
伝
統
産
業
や
生
産
者
と
の
連
携
も
強
化
す

る
形
で
体
制
作
り
を
行
い
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。

神
奈
川
県
箱
根
町
で
は
、
首
都
圏
に
近
く
温
泉

地
と
し
て
も
有
名
な
一
大
観
光
地
で
あ
り
、
か
つ

富
士
箱
根
伊
豆
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
る
自

然
の
魅
力
が
豊
か
な
地
域
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え

て
、
新
た
に
東
海
道
の
旧
道
を
歩
き
地
域
の
自
然

や
文
化
の
深
い
体
験
を
提
供
す
る
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

ル
ー
ト
や
コ
ン
テ
ン
ツ
の
造
成
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

三
つ
の
観
点

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
実
施
す
る
上
で
は
、
次

の
三
つ
の
観
点
が
重
視
さ
れ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。一

つ
目
は
、
ま
ず
旅
行
者
を
引
き
つ
け
る
こ
と

が
で
き
る
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ

の
造
成
と
提
供
」
で
す
。
自
然
や
文
化
等
の
地
域

資
源
を
活
用
し
な
が
ら
継
承
す
る
こ
と
、
保
全
や

維
持
管
理
ま
で
き
ち
ん
と
考
え
て
い
る
こ
と
な
ど

が
重
要
で
す
。
ま
た
、
出
来
上
が
っ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
や
ツ

ア
ー
内
容
を
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
に
合
っ
た
旅
行
者
に
き
ち

ん
と
届
け
ら
れ
る
提
供
の
仕
組
み
を
整
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
場
合
、
単
純
な
参
加
人
数
や
売
上
金
額
の
増

加
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
の
観
点
で
適

正
な
規
模
や
数
量
の
中
で
自
立
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
に
す
る

た
め
の
プ
ラ
ン
を
地
域
関
係
者
で
合
意
し
な
が
ら
立
て
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

二
つ
目
に
、
観
光
を
通
じ
て
地
域
に
ど
の
よ
う
な
プ
ラ

ス
の
影
響
を
も
た
ら
せ
る
か
と
い
う
「
好
循
環
の
仕
組
み

づ
く
り
」
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
観
光
と
何
が
違
う
の
か
を

表
し
て
い
く
際
に
、
と
て
も
重
要
な
観
点
に
な
り
ま
す
。

従
来
も
観
光
に
よ
る
地
域
の
観
光
資
源
へ
の
過
剰
な
負
荷

や
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
の
低
減
に
つ
い
て
、
オ
ー
バ
ー
ユ
ー

ス
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
す
る
対
策
を
取
っ
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け

で
は
な
く
観
光
に
よ
る
プ
ラ
ス
の
影
響
を
、
地
域
に
と
っ

て
重
要
な
恩
恵
と
し
て
生
か
す
方
向
も
重
要
に
な
っ
て
い

ま
す
。

具
体
的
に
は
、
例
え
ば
地
域
の
本
質
を
感
じ
ら
れ
る
よ

う
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
造
成
に
よ
る
地
域
資
源
の
活
用
と

継
承
、
観
光
だ
け
で
な
く
地
域
の
農
林
水
産
業
や
伝
統
産

業
等
へ
の
好
影
響
、
観
光
収
益
の
一
部
の
再
投
資
に
よ
る

地
域
資
源
の
保
全
・
維
持
管
理
、
旅
行
者
の
さ
ま
ざ
ま
な

消
費
行
動
を
地
域
内
で
循
環
さ
せ
る
た
め
の
取
り
組
み
、

地
域
で
の
雇
用
の
増
加
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

交
流
・
関
係
人
口
の
増
加
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
や
将
来

的
に
見
た
移
住
・
人
材
の
獲
得
に
つ
な
が
る
こ
と
も
視
野

に
入
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
現
代
社
会
で
欠
か
せ
な
い
視
点
の
一
つ
で
あ
る

環
境
保
全
へ
の
貢
献
と
し
て
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
寄
与

表１　2022 年度サステナブルな観光コンテンツ強化事業 モデル事業実施地域一覧

特 集
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す
る
Ｃ
Ｏ
２
削
減
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
積
極
的
な

利
活
用
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
や
フ
ー
ド
ロ
ス
の
削
減
、

ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
の
実
行
、
そ
の
他
環
境
負
荷
へ
の
対
応

も
意
識
の
高
さ
と
共
に
求
め
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
三
つ
目
は
、「
持
続
観
光
な
観
光
を
進
め
る
体

制
の
強
化
」
で
す
。
持
続
可
能
な
観
光
は
、
民
間
事
業
者

を
中
心
と
す
る
観
光
関
係
者
の
み
で
実
施
・
達
成
す
る
も

の
で
は
な
く
、
行
政
関
係
者
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
住
民
の

関
与
も
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
に
な
り
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

主
体
が
参
加
す
る
連
携
体
制
の
構
築
や
、
意
識
の
向
上
、

そ
の
上
で
「
観
光
を
生
か
す
こ
と
で
自
分
た
ち
の
地
域
を

将
来
ど
の
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
の
か
」
を
示
す
ビ
ジ
ョ

ン
や
ポ
リ
シ
ー
と
し
て
明
確
化
し
、
旅
行
者
に
向
け
て
発

信
で
き
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

こ
れ
ら
の
観
点
に
留
意
し
な
が
ら
具
体
的
に
地
域
で
進

め
ら
れ
て
い
る
取
り
組
み
の
事
例
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し

ま
す
。

富
山
県
の
砺
波
平
野
の
事
例

富
山
県
西
部
の
砺
波
平
野
で
は
、
一
般
社
団
法
人
富
山

県
西
部
観
光
社 

水
と
匠
（
以
下
「
水
と
匠
」）
が
、
散さ

ん

居き
ょ

村そ
ん

の
保
全
・
活
用
を
目
的
に
し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
砺
波
平
野
に
は
、
立
山
連
峰
を
バ
ッ
ク
に
し
、
河
川

が
築
い
た
扇
状
地
に
造
ら
れ
た
水
田
の
中
に
、
伝
統
家
屋

（
ア
ズ
マ
ダ
チ
）
と
屋
敷
林
（
カ
イ
ニ
ョ
）
が
セ
ッ
ト
に

な
っ
た
家
々
が
点
在
し
て
広
が
る
非
常
に
美
し
い
散
居
村

景
観
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
現
代
の
生
活
様
式
に

合
わ
な
い
面
が
あ
る
こ
と
か
ら
家
屋
や
屋
敷
林
の
維
持
が

難
し
く
な
り
、
空
き
家
の
増
加
、
屋
敷
林
の
手
入
れ
の
問

題
、
水
田
減
少
な
ど
に
よ
っ
て
徐
々
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
。
こ
の
見
事
な

景
観
と
共
に
あ
る
、

地
域
で
受
け
継
が
れ

て
き
た
独
特
の
生
活

様
式
や
自
然
と
の
付

き
合
い
方
、
文
化
、

歴
史
、
ま
た
浄
土
真

宗
が
根
付
い
た
土
地

柄
で
の
寺
院
文
化
な

ど
が
、
国
内
の
み
な

ら
ず
海
外
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
旅
行
者
か
ら

見
て
も
非
常
に
魅
力

的
な
地
域
資
源
と
し

て
新
た
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

水
と
匠
は
、
こ
れ
ら
の
地
域
の
恵
み
・
宝
を
「
土ど

徳と
く

」

と
呼
ん
で
、
こ
の
散
居
村
が
持
つ
魅
力
を
最
大
限
伝
え
る

こ
と
を
意
図
し
た
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
、
ツ
ア
ー
造
成

等
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
拠
点
と
し
て
ア
ズ
マ
ダ
チ
伝
統

家
屋
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
宿
泊
施
設
「
楽ら

く

土ど

庵あ
ん

」
を

２
０
２
２
年
10
月
に
開
業
し
ま
し
た
。
砺
波
平
野
の
土
徳

を
感
じ
ら
れ
る
滞
在
、
食
事
を
高
単
価
で
提
供
し
、
さ
ら

に
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
の
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
、
散
居
村
ウ

ォ
ー
ク
、
太
鼓
体
験
、
寺
院
と
コ
ラ
ボ
し
た
案
内
、
カ
イ

ニ
ョ
の
樹
木
の
葉
か
ら
抽
出
し
た
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
作
り
な

ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
通
じ
て
観
光
消

費
を
地
域
内
に
循
環
さ
せ
、
さ
ら
に
宿
泊
・
体
験
費
の
２

％
を
還
元
し
、
散
居
村
の
保
全
に
つ
な
げ
る
仕
組
み
づ
く

り
を
検
討
し
て
お
り
、
現
代
版
の
ト
ラ
ス
ト
活
動
に
つ
な

が
る
方
向
性
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
旅
行
者
の
方
々
が
、

自
分
た
ち
の
観
光
消
費
の
中
か
ら
地
域
に
ど
の
よ
う
に
還

元
さ
れ
貢
献
し
て
い
る
の
か
、
後
世
に
わ
た
っ
て
砺
波
平

野
の
最
も
重
要
な
魅
力
の
基
盤
で
あ
る
散
居
村
景
観
が
守

ら
れ
て
い
く
実
感
を
得
ら
れ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
観

光
に
は
な
い
重
要
な
要
素
に
な
り
ま
す
。

沖
縄
や
ん
ば
る
地
域
の
事
例

沖
縄
島
北
部
３
村
（
国
頭
村
、
大
宜
味
村
、
東
村
）
の

や
ん
ば
る
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
る
地
域
は
、
２
０

２
１
年
に
奄
美
大
島
、
徳
之
島
、
西
表
島
と
共
に
世
界
自

然
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
世
界
的
に
も
珍
し
い
希
少
な
動
植

物
が
数
多
く
生
息
・
生
育
す
る
亜
熱
帯
の
や
ん
ば
る
の
森

の
自
然
を
有
し
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
で
は
、
今
後
の
観

光
利
用
を
考
え
て
い
く
に
あ
た
っ
て
、
一
定
の
ル
ー
ル
の

下
で
地
域
の
自
然
や
文
化
に
詳
し
い
地
元
ガ
イ
ド
が
案
内

す
る
形
態
の
一
つ
と
し
て
、
夜
間
の
林
道
パ
ト
ロ
ー
ル
体

験
を
活
用
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

散居村ウォークの様子
（写真提供：（一社）富山県西部観光社 水と匠）

散居村の伝統家屋アズマダチをリノベーションした宿「楽土庵」
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や
ん
ば
る
の
自
然
資
源
の
保
全
活
動
に
還
元
す
る
仕
組
み

も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
ナ
イ
ト
サ
フ
ァ
リ
の
よ
う
な
夜

間
生
物
観
察
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
は
全
国
的
に
さ
ま
ざ
ま
な

事
例
が
あ
り
ま
す
が
、
一
定
の
ル
ー
ル
の
中
で
地
域
主
導

で
し
っ
か
り
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
実
施
す
る
例
と

し
て
注
目
さ
れ
ま
す
。

旅
行
者
と
地
域
が
共
に
創
り 

見
い
だ
し
て
い
く
日
本
な
ら
で
は
の
価
値

こ
れ
ら
の
新
た
な
コ
ン
テ
ン
ツ
が
旅
行
者
を
最
も
引
き
つ

け
る
の
は
、
地
域
の
観
光
資
源
の
魅
力
は
も
と
よ
り
、
日

本
各
地
の
地
域
な
ら
で
は
の
特
色
あ
る
自
然
、
歴
史
、
文

化
と
共
に
あ
る
生
活
様
式
そ
の
も
の
が
、
持
続
可
能
性
や

自
然
と
の
共
生
に
深
く
根
ざ
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
日
本

の
独
自
の
ス
タ
イ
ル
や
受
け
継
が
れ
て
き
た
営
み
が
、
今
の

時
代
に
世
界
中
で
重
視
さ
れ
て
い
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
地
球
温

暖
化
対
策
、
持
続
可

能
な
観
光
な
ど
の
概

念
を
体
現
し
て
い
る

こ
と
を
実
感
で
き
る

滞
在
や
体
験
が
、
国

内
外
か
ら
訪
れ
る

方
々
に
最
も
深
い
印

象
や
感
動
を
与
え
、

ま
た
再
訪
し
た
い
と

い
う
大
き
な
動
機
に

な
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
地
域

を
訪
れ
る
旅
行
者

と
、
受
け
入
れ
る
地

す
。
や
ん
ば
る
で
は
以
前
か
ら
希
少
な
昆
虫
や
両
生
爬は

虫ち
ゅ
う

類
、
植
物
等
の
密
猟
・
盗
掘
が
問
題
に
な
っ
て
お
り
、

特
に
夜
行
性
の
希
少
生
物
も
多
い
こ
と
か
ら
注
意
喚
起
や

抑
止
力
と
し
て
の
夜
間
林
道
パ
ト
ロ
ー
ル
が
環
境
省
な
ど

の
関
係
機
関
と
地
域
関
係
者
の
連
携
に
よ
っ
て
10
年
以
上

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
や
ん
ば
る
の
希
少
な
在
来
種
の
出

現
確
認
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
も
兼
ね
て
い
る
保
全
活
動

を
体
験
し
な
が
ら
や
ん
ば
る
の
森
の
価
値
を
実
感
で
き
る

新
た
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
、
高
付
加
価
値
な
内
容

で
の
確
立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

世
界
自
然
遺
産
の
核
心
地
を
含
む
貴
重
な
自
然
環
境
に

負
荷
を
与
え
ず
に
実
施
す
る
た
め
、
ガ
イ
ド
に
必
要
な
ス

キ
ル
や
解
説
内
容
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案
を
作
成
し
て
い
ま

す
。
参
加
す
る
旅
行
者
に
は
、
守
っ
て
ほ
し
い
ル
ー
ル
や

留
意
事
項
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
内
容
を
整
理
し
て
予

約
検
討
時
の
Ｈ
Ｐ
閲
覧
や
コ
ン
テ
ン
ツ
中
の
事
前
レ
ク
チ

ャ
ー
に
組
み
込
む
等
の
工
夫
を
し
、
参
加
費
用
の
一
部
を

域
側
と
が
、
お
互
い
に
得
る
も
の
が
あ
り
な
が
ら
望
ま
し

い
観
光
の
形
が
創
ら
れ
て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま

す
。
旅
行
者
は
、
自
分
が
そ
の
地
域
を
訪
れ
て
滞
在
、
体

験
す
る
こ
と
を
通
じ
て
ど
の
よ
う
に
地
域
に
貢
献
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
、
具
体
的
な
貢
献
の
形
を
求
め
る
人
が

増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
側
は
旅
行
者
を
受
け
入
れ

る
に
あ
た
り
、
何
を
見
て
体
験
し
て
も
ら
い
た
い
の
か
、

ど
ん
な
留
意
点
が
あ
り
理
解
し
た
上
で
訪
れ
て
も
ら
い
た

い
か
を
、
地
域
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
ポ
リ
シ
ー
、
場
合
に
よ
り

ル
ー
ル
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
の
形
で
分
か
り
や
す
く
伝

え
る
発
信
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

お
わ
り
に

観
光
の
形
は
さ
ま
ざ
ま
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
が
、
特

に
海
外
か
ら
日
本
を
訪
れ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
者
の

方
々
が
、日
本
で
の
滞
在
や
体
験
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
、

満
足
度
の
高
さ
や
日
本
の
魅
力
の
実
感
を
ど
の
よ
う
に
周

囲
に
発
信
す
る
か
に
よ
っ
て
、
ま
た
次
の
観
光
利
用
に
つ

な
が
り
持
続
的
に
担
保
さ
れ
て
い
く
プ
ラ
ス
の
サ
イ
ク
ル

を
実
現
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
日
本
の
地
域
そ
れ
ぞ
れ

が
持
つ
、「
そ
こ
に
し
か
な
い
本
質
的
な
魅
力
、
そ
こ
に

行
か
な
い
と
体
験
で
き
な
い
こ
と
」
を
し
っ
か
り
と
良
質

な
観
光
体
験
と
し
て
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
が

大
事
に
つ
な
い
で
き
た
良
さ
を
後
世
へ
継
承
す
る
こ
と
に

観
光
が
貢
献
で
き
る
場
面
が
増
え
る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

知
ら
な
い
土
地
に
出
か
け
て
み
た
い
と
い
う
人
間
的
な
欲

求
に
基
づ
く
観
光
に
よ
っ
て
人
が
動
き
、
交
流
し
、
互
い

に
気
づ
き
を
得
る
活
動
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
大
い
に
実
施

さ
れ
、
地
域
と
旅
行
者
双
方
に
プ
ラ
ス
面
を
も
た
ら
す
取

り
組
み
が
進
む
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

出発前に地元ガイドが
参加時のルール等についてレクチャーを行う様子

（写真提供：NPO 法人東村観光推進協議会）

やんばるで試行中の夜間林道パトロール体験コンテンツ

特 集
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阿
蘇
市
と
観
光
課
の
取
り
組
み

阿
蘇
市
は
人
口
２
万
４
８
０
０
人
（
令

和
４
年
10
月
31
日
現
在
）
で
、
東
西
約
30

㌔
、
南
北
約
17
㌔
、
面
積
約
３
７
６
平
方

㌔
の
市
で
す
。
九
州
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位

置
し
、
平
成
17
年
２
月
11
日
、
旧
阿
蘇
郡

一
の
宮
町
・
同
阿
蘇
町
・
同
波
野
村
の
３

町
村
合
併
に
よ
り
誕
生
し
ま
し
た
。

阿
蘇
五
岳
（
標
高
＝
根
子
岳
１
４
３
３

㍍
、高
岳
１
５
９
２
㍍
、中
岳
１
５
０
６
㍍
、

杵
島
岳
１
３
２
１
㍍
、
烏
帽
子
岳
１
３
３

７
㍍
）
を
中
心
と
す
る
世
界
最
大
級
の
カ

ル
デ
ラ
や
広
大
な
草
原
を
有
し
て
お
り
、

平
坦
地
の
阿
蘇
谷
と
傾
斜
地
の
外
輪
地
域

で
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
阿
蘇
く

じ
ゅ
う
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

特
有
な
希
少
植
物
が
自
生
す
る
な
ど
、
自

然
資
源
が
大
変
豊
富
な
土
地
で
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
地
域
資
源
は
、
世
界
的
に

高
く
評
価
さ
れ
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
お
よ

び
世
界
農
業
遺
産
に
も
認
定
さ
れ
て
い
ま

す
。当

市
観
光
課
の
取
り
組
み
と
し
ま
し
て

は
、
大
阿
蘇
元
気
ウ
オ
ー
ク
や
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｅ

Ｎ
・
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

神
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
い
っ
た
イ
ベ
ン

ト
行
事
は
も
ち
ろ
ん
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ

向
け
た
観
光
サ
イ
ン
の
多
言
語
化
整
備
事

業
や
、
当
市
へ
の
誘
客
促
進
事
業
と
し
て
、

サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
、ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
、
恋
人
の
聖
地
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
、
阿
蘇
山
火
口
新
見
学
ゾ
ー
ン
整
備
等
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
近
隣
市
町
村
と
協
力
し
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
の
広
域
観
光
周
遊
ル
ー

ト
の
開
発
な
ど
を
目
指
し
た
連
携
事
業
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

阿
蘇
内
牧
温
泉
と
観
光
客
の
推
移

開
湯
１
２
５
年
を
迎
え
た
阿
蘇
内
牧
温

泉
は
、
豊
富
な
湯
量
を
誇
り
、
阿
蘇
の
田

園
地
帯
の
中
に
、
約
80
カ
所
の
源
泉
と
約

30
近
い
宿
泊
施
設
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

施
設
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
文
豪
が
愛
し
た
和

風
旅
館
か
ら
大
型
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ

ル
、
家
族
旅
行
者
向
け
の
中
小
旅
館
か
ら

民
泊
ま
で
あ
ら
ゆ
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て

い
ま
す
。
内
牧
温
泉
は
ふ
ら
っ
と
立
ち
寄

れ
る
宿
泊
施
設
の
立
ち
寄
り
湯
が
８
カ

所
、
地
元
の
人
々
と
触
れ
合
う
こ
と
が
で

き
る
町
湯
が
７
カ
所
あ
り
ま
す
。
ま
た
内

牧
温
泉
の
歴
史
は
古
く
、
夏
目
漱
石
、
種

田
山
頭
火
、
与
謝
野
鉄
幹
・
晶
子
夫
妻
な

ど
多
く
の
文
化
人
が
訪
れ
て
お
り
、
夏
目

漱
石
は
こ
の
地
を
舞
台
に
「
二
百
十
日
」

を
執
筆
し
て
い
ま
す
。

昭
和
40
年
代
は
１
０
０
万
人
の
宿
泊
者

が
訪
れ
た
阿
蘇
内
牧
温
泉
も
、
次
第
に
観

光
客
の
減
少
が
進
み
、
現
在
は
約
30
万
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
２
年
に

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の

影
響
に
よ
り
、
次
第
に
増
え
て
い
た
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
も
令
和
３
年
に
は
過
去
最
低
の

人
数
と
な
り
ま
し
た
。

実
施
事
業
の
背
景
と
目
的

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に

地
方
創
生
に
向
け
て
〝
が
ん
ば
る
地
域
〟
応
援
事
業

（
熊
本
県
阿
蘇
市
）

「
花
の
街
」
演
出
し
内
牧
温
泉
の
魅
力
向
上

―
花
壇
オ
ー
ナ
ー
事
業
で
市
民
参
加
も
―

中
島
　
康
太

阿
蘇
市
観
光
課
観
光
企
画
係
主
事

大観峰（北外輪山）から阿蘇市を望む内牧温泉

15 2023・2 月号 地域づくり 本編 2023・2 月号地域づくり 本編 14



伴
い
、
新
し
い
生
活
様
式
に
合
わ
せ
た
地

方
創
生
の
取
り
組
み
の
１
つ
と
し
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
需
要
が
減
少
し
て
い

る
花
き
を
活
用
し
、
内
牧
温
泉
へ
の
玄
関

口
と
な
る
道
路
（
通
称
・
市
道
内
牧
中
央

線
）
の
景
観
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
観
光
客
の
来
訪
満
足
度
を
高
め
る

と
と
も
に
、
内
牧
温
泉
に
ま
た
来
た
い
と

思
わ
れ
る
よ
う
な
リ
ピ
ー
タ
ー
の
増
加
が

第
１
の
目
的
で
す
。

ま
た
内
牧
温
泉
街
は
、
休
日
の
お
昼
時

に
は
行
列
が
で
き
る
飲
食
店
が
多
数
あ

り
、
街
中
が
大
変
混
雑
し
た
状
況
が
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
飲
食
店
の
待

ち
時
間
の
間
に
、
市
道
内
牧
中
央
線
を
散

策
す
る
こ
と
で
、
３
密
を
避
け
た
取
り
組

み
に
貢
献
で
き
る
と
考
え
本
事
業
を
計
画

し
ま
し
た
。

さ
ら
に
本
市
の
観
光
に
つ
い
て
は
、
景

観
等
の
「
自
然
」
そ
の
も
の
の
満
足
度
は

高
い
の
に
対
し
て
、
広
く
市
民
を
観
光
づ

く
り
に
巻
き
込
め
て
い
な
い
こ
と
も
あ

り
、「
観
光
サ
ー
ビ
ス
（
人
が
介
し
た
も

の
）」
は
満
足
度
が
十
分
で
は
な
い
現
状

が
あ
り
ま
し
た
。
本
事
業
を
実
施
す
る
こ

と
で
、
地
域
住
民
の
観
光
に
対
す
る
意
識

づ
け
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、自
主
的
・

主
体
的
に
持
続
可
能
な
地
域
振
興
、
観
光

振
興
の
取
り
組
み
体
制
の
確
立
を
目
指
し

ま
し
た
。

事
業
実
施
内
容

令
和
３
年
度
に
は
、
二
つ
の
事
業
を
並

行
し
て
行
い
ま
し
た
。ま
ず
一
つ
目
の『
花

壇
事
業
』
は
、
一
年
を
通
し
た
花
の
街
を

演
出
す
る
た
め
、
周
辺
地
区
の
方
々
に
協

力
を
い
た
だ
き
、
市
道
内
牧
中
央
線
沿
線

の
花
壇
の
土
づ
く
り
、
植
栽
を
行
い
ま
し

た
。
具
体
的
に
は
、
ま
ず
、
４
月
か
ら
６

月
上
旬
に
か
け
、
花
壇
へ
の
植
え
付
け
の

準
備
や
夏
の
花
（
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
）
の

植
栽
準
備
を
行
い
、
６
月
下
旬
に
周
辺
地

区
の
方
々
と
一
緒
に
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

の
植
栽
を
行
い
ま
し
た
。
植
栽
後
は
周
辺

地
区
の
方
々
と
共
に
除
草
作
業
等
を
行
い

な
が
ら
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の
時
期
が
終

了
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
花
壇
の
土
壌
づ

く
り
を
行
い
、
再
度
周
辺
地
区
の
方
々
に

協
力
を
仰
ぎ
、
冬
の
花
（
パ
ン
ジ
ー
）
の

植
栽
を
行
い
ま
し
た
。
通
年
で
花
の
街
が

演
出
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。

次
に
二
つ
目
の
『
花
壇
オ
ー
ナ
ー
募
集

事
業
』
は
、
さ
ら
な
る
社
会
貢
献
度
、
花

壇
の
魅
力
向
上
を
目
指
し
、
令
和
４
年
度

か
ら
市
道
内
牧
中
央
線
沿
線
の
花
壇
を
管

理
・
運
営
い
た
だ
け
る
団
体
、
個
人
を
公

募
し
、
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
す
る
体

制
作
り
を
行
い
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、

花
壇
オ
ー
ナ
ー
を
募
集
す
る
チ
ラ
シ
を
作

り
、９
月
号
の
「
広
報
あ
そ
」
で
の
周
知
、

周
辺
地
区
へ
の
回
覧
、
阿
蘇
市
の
Ｉ
Ｐ
告

知
端
末
で
の
周
知
を
図
り
、
１
カ
月
程
度

の
募
集
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、花
壇
オ
ー

ナ
ー
の
募
集
に
際
し
、
ス
コ
ッ
プ
や

ジ
ョ
ー
ロ
、
給
水
タ
ン
ク
、
タ
ン
ク
運
搬

用
台
車
を
購
入
し
、
誰
で
も
気
軽
に
花
壇

オ
ー
ナ
ー
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
な
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
、
募
集

し
た
花
壇
は
42
区
間
も
あ
り
ま
し
た
が
、

す
べ
て
の
花
壇
が
、
個
人
・
企
業
・
地
域

団
体
の
方
々
で
埋
ま
り
ま
し
た
。そ
の
後
、

花
壇
オ
ー
ナ
ー
看
板
の
作
製
・
設
置
作
業

を
行
い
、
令
和
４
年
度
か
ら
の
花
壇
コ
ン

ク
ー
ル
に
向
け
て
準
備
を
行
い
ま
し
た
。

各
花
壇
オ
ー
ナ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
で

花
壇
を
管
理
さ
れ
、
通
年
を
通
じ
て
美
し

い
花
壇
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
展
望

現
在
花
壇
オ
ー
ナ
ー
を
対
象
に
、
花
壇

コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
て
お
り
、
表
彰
等

を
行
う
こ
と
で
、
花
壇
オ
ー
ナ
ー
の
や
る

気
を
引
き
出
し
、
一
年
を
通
し
た
市
道
内

牧
中
央
線
の
景
観
維
持
・
向
上
に

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、当
地
の
景
観
維
持
・

向
上
に
伴
い
、
観
光
客
の
内
牧
温

泉
街
へ
の
リ
ピ
ー
タ
ー
の
増
加
お

よ
び
、
３
密
を
避
け
た
新
し
い
観

光
の
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
、
地
域

の
住
民
と
一
体
と
な
っ
た
持
続
可

能
な
地
域
活
性
化
を
目
指
す
取
り

組
み
体
制
を
強
化
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

花壇オーナーへの花壇管理セット配布

花壇オーナー看板

地域の方々とパンジーの植栽

地域の方々とマリーゴールドの植栽
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●「
ち
い
き
の
応
援
団
。」と
し
て
出
発

え
ひ
め
地
域
活
力
創
造
セ
ン
タ
ー
は
、

本
誌
令
和
４
年
６
月
号
に
お
い
て
紹
介
い

た
だ
い
た
と
お
り
、
令
和
４
年
４
月
に
組

織
を
再
編
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
愛
称
を

「
ｔ
ｉ
ｌ
ｉ
ｋ
ｉ

（
ち
り
き
）」
と
し

ま
し
た
。
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
の
「
ち

い
き
の
応
援
団
。」

の
と
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
特

性
に
応
じ
た
自
主

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
団
体
の
う
ち
、
地
域
づ
く
り
は
人

づ
く
り
か
ら
と
い
う
セ
ン
タ
ー
の
理
念
に
共
鳴
す
る
団
体
と
連
携
協
定
を
締
結
し
、
相
互
の

職
員
交
流
や
、
セ
ン
タ
ー
職
員
の
イ
ン
タ
ー
ン
派
遣
、
共
同
事
業
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
人
材
育
成
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
、
相
互
の
発
展
と
地
域
社
会
へ
の
一
層
の

貢
献
を
目
指
し
ま
す
。
連
携
団
体
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
連
載
の
第
10
回
は
公
益
財
団
法

人
え
ひ
め
地
域
活
力
創
造
セ
ン
タ
ー
で
す
。�

（
企
画
・
人
材
育
成
グ
ル
ー
プ
）

的
、
主
体
的
な
取
り
組
み
を
後
押
し
す
る

現
場
伴
走
型
の
実
践
活
動
に
よ
り
、
組
織

一
丸
と
な
っ
て
地
域
の
活
力
創
造
に
貢
献

し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
ｔ
ｉ
ｌ
ｉ
ｋ
ｉ
は
、「
地
域
活

性
化
促
進
」「
移
住
交
流
促
進
」「
人
づ
く

り
」
を
事
業
の
３
本
柱
に
掲
げ
、
関
係
各

所
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
事
業
を
展
開
し

て
お
り
ま
す
。「
人
づ
く
り
」に
つ
い
て
は
、

「
地
域
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」
と
い
わ
れ

ま
す
が
、
地
域
の
特
性
に
即
し
た
価
値
創

出
に
関
わ
る
人
材
を
い
か
に
育
成
し
て
い

く
か
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
今
回

は
、
こ
の
「
人
づ
く
り
」
事
業
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
今
年
度
の
実
績
を

も
と
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

地
域
づ
く
り
の 

手
法
を
学
ぶ

「
地
域
づ
く
り
力
講
座
」
で
は
、

地
域
づ
く
り
の
活
動
の
中
心
と
な

る
人
材
の
育
成
や
ス
キ
ル
の
向
上

を
図
る
た
め
、
座
学
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
現
地
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
な
ど
実
践
的
な
研
修
を
通

じ
て
、
県
内
の
先
進
事
例
や
集
落

づ
く
り
の
手
法
を
学
び
ま
す
。
今

年
度
は
「
地
域
づ
く
り
に
必
要
な

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」
を

テ
ー
マ
と
し
、
７
月
か
ら
10
月
に

か
け
て
全
６
回
開
催
。
受
講
者
25

人
が
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に

必
要
な
質
問
力
や
聴
く
力
、
対
話

力
や
調
整
力
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

会
議
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
で
進
行
役
と
な
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
は
、
た
だ
会
議
な
ど
を
進
め
て
い
く

だ
け
で
な
く
、
参
加
し
た
全
員
が
意
見
を

出
し
や
す
い
よ
う
環
境
を
整
え
る
と
と
も

に
、
議
論
を
整
理
し
、
合
意
形
成
を
と
り

な
が
ら
全
員
が
納
得
す
る
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

へ
と
導
い
て
い
く
と
て
も
大
事
な
役
割
で

す
。積

極
的
に
意
見
や
考
え
を
述
べ
る
こ
と

が
で
き
る
方
は
も
と
よ
り
、
自
分
の
意
見

を
う
ま
く
伝
え
る
こ
と
が
苦
手
な
方
か
ら

の
意
見
も
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
場
を

つ
く
る
。
対
話
と
傾
聴
を
重
ね
、
出
て
き

た
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
可
視
化
し
な
が
ら

整
理
し
、
関
係
者
で
共
有
す
る
。
そ
し
て

合
意
形
成
へ
と
導
い
て
い
く
。
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
メ
ン
バ
ー
の
ベ
ク
ト
ル

を
合
わ
せ
、
目
標
に
向
け
た
推
進
力
を
最

大
限
に
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ

り
、
地
域
づ
く
り
の
現
場
の
み
な
ら
ず
、

社
会
活
動
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
協
議
の

場
に
お
い
て
も
有
効
な
ス
キ
ル
の
一
つ
で

す
。
特
に
、
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

う
え
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
観
や
考
え

方
を
持
っ
た
人
同
士
が
尊
重
し
合
い
、
協

働
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
地
域
課
題
が
複
雑
・
多
様
化
す
る

中
、
課
題
に
対
し
て
場
当
た
り
的
な
解
決

大
学
生
、
企
業
の
ア
イ
デ
ア
会
議
を
開
催

―
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
講
座
も
―

三
谷　

誠
一

公
益
財
団
法
人

え
ひ
め
地
域
活
力
創
造
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

地域づくり力講座／１対１の対話力を高めるグループワーク

tiliki ロゴマーク

公
益
財
団
法
人
え
ひ
め
地
域
活
力
創
造
セ
ン
タ
ー

《
連
載
》
連
携
団
体
の
取
り
組
み 

⑩

公
益
財
団
法
人
え
ひ
め
地
域
活
力
創
造
セ
ン
タ
ー
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で
は
な
く
、
前
向
き
で
思
い
切
っ
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
た
め
に
も
、
地
域
の

方
の
対
話
を
促
進
さ
せ
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
活
用
で
き
る
人
材
を
育
て
る
こ

と
で
、
個
人
の
ア
イ
デ
ア
を
組
織
や
グ

ル
ー
プ
の
考
え
と
し
て
昇
華
さ
せ
、
行
動

喚
起
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
可
能
と

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
学
生
と
企
業
が
車
座
で 

愛
媛
ら
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
考
案

県
内
在
住
の
大
学
生
が
地
元
企
業
と
協

働
し
、
愛
媛
な
ら
で
は
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
考

え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
成
果
発
表
を
通

じ
て
、
地
域
や
地
元
企
業
へ
の
大
学
生
の

理
解
や
関
心
と
県
内
定
着
の
促
進
を
図
る

「
大
学
生
と
県
内
企
業
に
よ
る
ア
イ

デ
ア
会
議
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
地
元
企
業
３
社
と
大

学
生
10
人
が
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
愛
媛
ら
し
い
課
題

に
対
し
て
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
ま

し
た
。

例
え
ば
、
養
殖
真
鯛
の
生
産
量
が

日
本
一
の
愛
媛
だ
か
ら
こ
そ
、
養
殖

真
鯛
を
世
界
で
ブ
レ
イ
ク
さ
せ
る
と

の
課
題
に
対
し
て
は
、
米
国
市
場
に

目
を
向
け
、
流
通
し
て
い
る
類
似
魚

種
と
の
差
別
化
を
図
る
た
め
、
別
名

で
の
販
売
、
食
べ
方
の
提
案
、
売
り

先
の
調
整
の
三
つ
の
ア
イ
デ
ア
に
よ
る

認
知
度
の
向
上
を
提
案
。
別
名
で
の

販
売
と
し
て
は
、
富
裕
層
向
け
の
高

鮮
度
な
真
鯛
と
熟
成
し
た
真
鯛
の
二

種
に
つ
い
て
海
外
を
意
識
し
た
ネ
ー

ミ
ン
グ
を
、
食
べ
方
と
し
て
は
、
愛

媛
を
代
表
す
る
グ
ル
メ
「
鯛
め
し
」

を
冷
凍
ミ
ー
ル
キ
ッ
ト
（
食
材
と
レ

シ
ピ
の
セ
ッ
ト
）
で
提
供
し
、
こ
れ
ら

を
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
販

売
し
て
い
く
こ
と
を
考
案
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
候

補
地
と
し
て
、
愛
媛
を
も
っ
と
選

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る
課
題

に
対
し
て
は
、「
愛
あ
る
仕
事
は

愛
媛
か
ら
」
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

を
つ
く
り
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
と
独

身
層
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
込
ん

だ
ア
イ
デ
ア
を
提
案
。
フ
ァ
ミ

リ
ー
層
向
け
に
は
、
子
ど
も
の
長

期
休
暇
を
活
用
し
た
家
族
旅
行
的

な
フ
ァ
ミ
リ
ー
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
、E-Bike

で
の
島
巡
り

や
マ
リ
ン
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
里

山
工
芸
や
ろ
く
ろ
体
験
な
ど
愛
媛

の
自
然
や
歴
史
文
化
を
存
分
に
味

わ
う
こ
と
が
で
き
、
子
ど
も
に

と
っ
て
は
自
由
研
究
に
も
つ
な
が

る
よ
う
な
内
容
と
し
、
仕
事
の
都

合
な
ど
で
、
な
か
な
か
家
族
旅
行

に
行
け
な
い
家
庭
に
も
、
思
い
出

づ
く
り
に
な
る
よ
う
な
新
し
い
か

た
ち
を
考
案
し
ま
し
た
。
独
身
層
向
け
に

は
、「
文
学
の
ま
ち
」
松
山
で
の
散
策
や

温
泉
で
の
極
上
の
癒
し
を
提
供
す
る
プ
ラ

ン
、
石
鎚
山
へ
の
過
酷
な
山
登
り
修
行
プ

ラ
ン
な
ど
、
自
分
を
見
つ
め
直
す
こ
と
が

で
き
る
プ
ラ
ン
を
考
案
し
、
全
国
各
地
で

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
展
開
さ
れ
る
中
、
学

生
な
ら
で
は
の
視
点
に
よ
り
愛
媛
ら
し
い

ア
イ
デ
ア
と
な
り
ま
し
た
。

県
内
の
大
学
生
が
、
単
な
る
情
報
と
し

て
で
は
な
く
、
自
身
の
体
験
を
通
じ
て
、

地
域
の
仕
事
や
地
域
の
魅
力
、
地
域
で
活

躍
す
る
人
材
を
知
る
機
会
を
得
る
こ
と

は
、
都
市
圏
で
の
就
職
以
外
に
も
キ
ャ
リ

ア
選
択
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。
進
学
を
機
会
に
愛
媛
に
縁
が
で
き

た
学
生
は
も
と
よ
り
、
愛
媛
出
身
の
学
生

も
卒
業
後
は
県
外
へ
出
て
し
ま
う
人
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
地
元
で
活
躍
さ
れ
る

事
業
者
や
同
世
代
の
学
生
と
地
域
課
題
を

テ
ー
マ
に
し
た
深
い
交
流
を
経
験
す
る
こ

と
で
、
将
来
愛
媛
で
暮
ら
し
た
い
、
地
域

の
役
に
立
ち
た
い
と
思
う
足
掛
か
り
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

地域づくり力講座／鬼北町でのフィールドワーク

大学生と県内企業によるアイデア会議／グループディスカッションによるアイデア出し
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和
歌
山
市
の
「
友
ヶ
島
」
は
、
紀
淡
海

峡
に
浮
か
ぶ
４
島
の
無
人
島
の
総
称
で
、

美
し
い
景
観
を
誇
る
国
立
公
園
だ
。
人
工

物
と
自
然
が
調
和
し
た
よ
う
な
雰
囲
気
の

あ
る
砲
台
跡
を
巡
る
散
策
コ
ー
ス
が
人
気

の
観
光
地
だ
が
、
潮
流
等
の
影
響
に
よ
る

大
量
の
海
洋
ご
み
漂
着
と
い
う
課
題
も
抱

え
て
い
る
。

今
回
の
１
泊
２
日
の
実
践
塾
で
は
、
私

の
提
唱
す
る
「
進
化
思
考
」
を
活
用
し
な

が
ら
、
友
ヶ
島
に
お
け
る
観
光
振
興
と
海

洋
ご
み
問
題
解
決
を
両
立
で
き
る
方
法
を

考
え
る
ア
イ
デ
ア
ソ
ン
を
実
施
し
た
。「
進

化
思
考
」
と
は
、
生
物
の
進
化
に
ヒ
ン
ト

を
得
る
こ
と
で
、
本
来
誰
の
中
に
も
あ
る

創
造
性
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
す
る
思
考

法
。
生
物
の
進
化
は
「
変
異
」
と
「
適
応
」

の
繰
り
返
し
で
あ
り
、
人
も
ま
た
創
造
性

を
発
揮
す
る
と
き
に
同
様
の
プ
ロ
セ
ス
が

起
き
て
い
る
の
だ
。

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
進
化
思
考

の
講
義
や
ア
イ
デ
ア
に
対
す
る
講
評
を
通

じ
て
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
ア
イ
デ
ア

創
造
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
。

友
ヶ
島
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

初
日
は
、船
で
友
ヶ
島
に
渡
っ
て
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
（
以
下
「
Ｆ
Ｗ
」）。
参
加
者

に
は
、
進
化
思
考
の
「
適
応
」
の
４
つ
の

視
点
（
解
剖
、
系
統
、
生
態
、
予
測
）
で

島
内
を
観
察
す
る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
し
、

島
の
状
況
整
理
に
努
め
て
も
ら
っ
た
。

砲
台
跡
の
後
に
訪
れ
た
海
岸
で
は
、友
ヶ

島
の
海
洋
ご
み
問
題
解
決
に
最
前
線
で
取

り
組
ん
で
い
る
齋
藤
さ
ん
と
平
井
さ
ん
か

ら
海
洋
ご
み
の
現
状
に
つ
い
て
解
説
い
た

だ
き
、
昨
年
誕
生
し
た
「
ウ
ミ
プ
ラ
ー
※
」

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
使
っ
て
、
ビ
ン
ゴ
形
式

で
海
岸
漂
着
物
を
観
察
し
な
が
ら
回
収

し
た
。
こ
の
体
験
を
通
し
て
、
参
加
者

が
海
洋
ご
み
問
題
を
即
座
に
自
分
事
化

し
て
い
る
様
子
が
印
象
的
だ
っ
た
。

※
ウ
ミ
プ
ラ
ー
…
友
ヶ
島
に
漂
着
し
た

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
か
ら
誕
生
し
た

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。海
岸
を
き
れ
い
に
し
、

悲
し
い
思
い
を
し
て
い
る
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
を
な
く
す
と
い
う
願
い
を
持
っ
て
い

る
。オ

リ
ジ
ナ
ル
カ
ー
ド
で
Ｗ
Ｓ

２
日
目
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
カ
ー
ド

を
使
っ
た
進
化
思
考
カ
ー
ド
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
（
以
下
「
Ｗ
Ｓ
」）
で
の
ア

イ
デ
ア
創
造
。
カ
ー
ド
Ｗ
Ｓ
は
、
次
の

四
つ
の
ワ
ー
ク
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。

①
「
時
空
観
マ
ッ
プ
」
ワ
ー
ク

時
空
観
マ
ッ
プ
と
は
、
生
物
学
に
お
け

る
観
察
方
法
と
し
て
、
空
間
と
時
間
の
観

点
か
ら
観
察
対
象
の
状
況
を
捉
え
よ
う
と

す
る
も
の
。
空
間
的
観
点
に
は
、
内
側
に

目
を
向
け
る
「
解
剖
」
と
、
外
側
の
つ
な

が
り
に
目
を
向
け
る
「
生
態
」、
時
間
的

観
点
に
は
、
過
去
か
ら
の
経
緯
や
想
い
を

た
ど
る
「
系
統
」
と
、
未
来
の
姿
や
希
望

を
描
く
「
予
測
」
が
あ
る
。
こ
れ
ら
四
つ

の
観
点
で
状
況
を
整
理
し
て
い
く
。

今
回
は
友
ヶ
島
と
海
ご
み
に
関
す
る
要

素
が
カ
ー
ド
と
し
て
用
意
さ
れ
た
。
そ
れ

を
眺
め
る
と
と
も
に
、
Ｆ
Ｗ
を
思
い
出
し

な
が
ら
、
不
足
す
る
モ
ノ
や
コ
ト
に
つ
い

て
、
付
箋
で
追
加
す
る
時
間
を
と
り
、
今

一
度
、
友
ヶ
島
と
海
ご
み
の
構
造
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
た
。

②
「
変
異
」
ワ
ー
ク

生
物
進
化
に
お
け
る
九
つ
の
変
異
パ

タ
ー
ン
を
活
用
し
て
、
ア
イ
デ
ア
の
元
と

な
る
多
く
の
視
点
を
生
み
出
す
ワ
ー
ク
。

例
え
ば
、変
異
パ
タ
ー
ン
の
中
に
「
擬
態
」

が
あ
る
。
こ
れ
は
生
物
が
他
者
の
様
子
に

似
て
し
ま
う
状
態
の
よ
う
に
考
え
る
方
法

で
、「
葉
っ
ぱ
に
擬
態
す
る
虫
」の
よ
う
に
、

進
化
さ
せ
た
い
対
象
が
他
の
何
か
の
特
徴

を
真
似
る
と
ど
う
な
る
か
、
と
発
想
を
揺

さ
ぶ
る
方
法
だ
。
自
然
界
の
変
異
と
同
じ

く
、
多
く
の
エ
ラ
ー
が
起
こ
る
こ
と
を
重

視
し
て
い
る
。
頭
に
浮
か
ん
だ
こ
と
を
ア

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
地
方
創
生
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
養
成
を
目
的
に

「
地
方
創
生
実
践
塾
」を
実
施
し
て
い
る
。
２
０
２
２
年
10
月
14
日（
金
）～
15
日（
土
）

に
和
歌
山
県
和
歌
山
市
で
開
催
さ
れ
た
実
践
塾
に
つ
い
て
、
主
任
講
師
の
太
刀
川
英

輔
氏
に
ご
報
告
い
た
だ
い
た
。�

（
企
画
・
人
材
育
成
グ
ル
ー
プ
）

無
人
島
か
ら
の
地
方
創
生　

―
進
化
思
考
×
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
イ
デ
ア
ソ
ン 

in 

友
ヶ
島
―

●

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
代
表

太
刀
川
　
英
輔

地
方
創
生
実
践
塾 

和
歌
山
県
和
歌
山
市

友ヶ島のフィールドワークで訪れた砲台跡
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イ
デ
ア
の
種
と
し
て
付
箋
に
無
心
で
記
入

し
、
９
象
限
に
区
切
ら
れ
た
模
造
紙
に
貼

り
付
け
て
い
く
形
で
進
め
ら
れ
た
。

③
「
ア
イ
デ
ア
化
」
ワ
ー
ク

変
異
ワ
ー
ク
で
書
か
れ
た
ア
イ
デ
ア
の

種
を
ベ
ー
ス
に
、
具
体
的
な
ア
イ
デ
ア
に

育
て
る
段
階
に
突
入
。
例
え
ば
、〝
〇
〇

に
擬
態
し
た
観
光
〟
と
い
う
視
点
だ
け
で

は
、
そ
れ
が
ど
ん
な
ア
イ
デ
ア
か
つ
か
み

に
く
い
た
め
、「
タ
イ
ト
ル
」
と
「
概
要
」

を
考
え
る
と
い
う
形
で
進
め
ら
れ
た
。

④
「
適
応
」
ワ
ー
ク

生
物
も
ア
イ
デ
ア
も
、
環
境
に
適
応
し

て
生
き
残
れ
る
か
ど
う
か
の
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
で
進
化
し
て

い
く
。
こ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
「
自
然
選

択
」
と
呼
ぶ
。
Ｗ
Ｓ
で
は
こ
れ
が
カ
ー
ド

に
な
っ
て
お
り
、
ア
イ
デ
ア
を
さ
ら
に
磨

く
ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
た
。
例
え
ば
、「
性

競
争
」。
自
然
界
で
は
、
他
の
同
性
よ
り

も
自
身
が
選
択
さ
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う

選
択
圧
が
自
然
発
生
す
る
が
、
ア
イ
デ
ア

で
も
「
他
者
に
魅
力
で
競
争
に
勝
て
る
」

か
。
つ
ま
り
、
他
の
地
域
（
例
え
ば
屋
久

島
）
で
の
取
り
組
み
と
比
較
し
て
も
積
極

的
に
支
持
さ
れ
る
強
い
ア
イ
デ
ア
と
い
え

る
か
を
確
認
す
る
と
い
う
具
合
だ
。

こ
の
自
然
選
択
チ
ェ
ッ
ク
（
今
回
は
11

種
類
を
用
意
）
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
か
、

も
し
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
場
合
は
、
さ
ら

な
る
磨
き
を
か
け
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス

で
、
よ
り
強
い
ア
イ
デ
ア
へ
と
進
化
さ
せ

て
い
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、「
変
異
」
と
「
適
応
」

の
往
復
と
い
う
進
化
思
考
に
お
け
る

ア
イ
デ
ア
創
造
の
流
れ
を
、
３
６
８

枚
の
カ
ー
ド
を
用
い
た
Ｗ
Ｓ
で
体
験

し
て
も
ら
っ
た
後
、
私
か
ら
進
化
思

考
に
お
け
る
「
コ
ン
セ
プ
ト
」
の
講

義
を
挟
ん
で
、
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
最

終
発
表
を
し
て
も
ら
い
、
２
日
間
に

わ
た
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
終
了
と
な
っ

た
。

む
す
び
に 

進
化
思
考
と
地
域
の
課
題
解
決

進
化
思
考
を
用
い
つ
つ
、
Ｆ
Ｗ
か

ら
ア
イ
デ
ア
創
造
へ
と
つ
な
げ
る
今

回
の
実
践
塾
は
、
当
事
者
意
識
が
醸

成
さ
れ
、
課
題
の
解
像
度
も
上
が
る
た
め
、

限
ら
れ
た
時
間
で
、
良
質
な
体
験
と
可
能

性
に
満
ち
た
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が
得
ら
れ
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。
私

も
海
岸
の
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
が
、
風
で
運

ば
れ
何
十
メ
ー
ト
ル
も
山
を
登
っ
て
い
る

光
景
は
全
く
想
像
し
て
い
な
か
っ
た
。
現

地
で
発
見
し
た
こ
の
海
洋
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
の
課
題
に
対
し
て
、
特
別
講
師
の
方
々

と
一
緒
に
、
実
際
の
企
画
案
を
考
え
る
と

こ
ろ
ま
で
前
の
め
り
に
な
っ
た
２
日
間

だ
っ
た
。

進
化
思
考
は
、
Ｆ
Ｗ
な
ど
「
モ
ノ
ゴ
ト

を
観
察
す
る
際
の
視
点
」
と
、「
ア
イ
デ

ア
を
量
産
す
る
考
え
方
」
と
し
て
非
常
に

有
効
な
た
め
、
参
加

さ
れ
た
皆
さ
ん
が
ご

自
身
の
地
域
で
抱
え

る
課
題
の
解
決
で
も

活
用
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

最
後
に
、
今
回
の

カ
ー
ド
Ｗ
Ｓ
は
、
昨

年
私
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
型
ス
ク
ー
ル
を
修

了
し
、卒
業
生
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
属
す
る
倉

田
さ
ん
、
坂
本
さ
ん
、

名
高
さ
ん
、
滝
本
さ

ん
の
４
人
が
企
画
し

た
。
こ
の
ワ
ー
ク
が

今
後
さ
ら
な
る
進
化

を
遂
げ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。

地方創生実践塾（和歌山県和歌山市）の概要

テーマ：�無人島からの地方創生 進化思考×SDGs アイデアソン in 友ヶ島
主任講師：�NOSIGNER 代表　太刀川 英輔 氏

１日目　10 月 14 日（金）
フィールドワーク「友ヶ島の観光と海洋ごみ」

講師：�加太・友ヶ島環境戦略研究会　平井 研 氏 
花王マテリアルサイエンス研究所主任研究員　齋藤 明良 氏

講義①「友ヶ島の状況整理」
講師：和歌山市企画政策課事務主査　滝本 智史 氏

講義②「進化思考の概要」
講師：太刀川 英輔 氏

２日目　10 月 15 日（土）
進化思考カードワークショップ

講師：大広チーフストラテジスト　倉田 潤 氏
ファンベースカンパニーファンベースプランナー　坂本 宗隆 氏
名高精工所代表取締役　名高 新悟 氏 
滝本 智史 氏

中間発表およびブラッシュアップ
講義③「進化思考におけるコンセプト」

講師：太刀川 英輔 氏
最終発表およびブラッシュアップ

進化思考カードを使ったワークショップ

集合写真
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地域
TOPICS
トピックス

郷
土
鍋
が
も
つ
地
域
文
化

今
日
の
我
々
の
生
活
は
、
古
く
か
ら
現

代
へ
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な

伝
統
や
文
化
の
礎
の
上
に
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
の
一
つ
に
「
鍋
文
化
」
が

あ
り
ま
す
。
気
候
や
風
土
の
違
い
か
ら
、

全
国
各
地
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
郷
土
鍋
が
存

在
し
、
我
々
が
活
動
拠
点
と
し
て
い
る
北

海
道
石
狩
市
に
も
石
狩
鍋
と
い
う
郷
土
鍋

が
存
在
し
ま
す
。
石
狩
鍋
は
サ
ケ
漁
の
合

間
に
漁
師
が
食
べ
て
い
た
賄
い
飯
が
ル
ー

ツ
と
さ
れ
、
そ
の
後
サ
ケ
漁
を
見
物
に
来

た
観
光
客
向
け
に
メ
ニ
ュ
ー
化
さ
れ
た
も

の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
農
水
産

物
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
地
域
固
有
の
食

文
化
の
象
徴
と
も
言
え
ま
す
が
、
近
年
は

鍋
離
れ
や
味
覚
の
多
様
化
な
ど
も
相
ま
っ

て
、
地
域
内
で
も
あ
ま
り
食
べ
ら
れ
て
い

な
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
こ
う
し
た
地
域
で
埋
も
れ

て
し
ま
っ
て
い
る
宝
に
再
び
ス
ポ
ッ
ト
を

当
て
、
リ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
郷

土
鍋
を
テ
ー
マ
に
し
た
関
係
人
口
づ
く
り

に
取
り
組
み
な
が
ら
、
我
々
と
関
係
人
口

が
共
に
地
域
の
郷
土
鍋
文
化
を
再
興
し
、

次
世
代
へ
と
郷
土
鍋
の
バ
ト
ン
を
引
き
継

い
で
い
く
こ
と
を
目
指
す
取
り
組
み
を
開

始
し
ま
し
た
。

ア
レ
ン
ジ
郷
土
鍋
の
開
発

我
々
と
同
様
に
郷
土
鍋
文
化
の
次
代
へ

の
伝
承
を
目
指
し
て
い
る
株
式
会
社
商
舎

（
北
海
道
森
町
の
「
鳥
鍋
」）、
八
戸
せ
ん
べ

い
汁
研
究
所
（
青
森
県
八
戸
市
の
「
せ
ん

べ
い
汁
」）、
陽
気
な
母
さ
ん
の
店
株
式
会

社（
秋
田
県
大
館
市
の「
き
り
た
ん
ぽ
鍋
」）

と
連
携
し
、
北
国
の
郷
土
鍋
を
前
面
に
押

し
出
し
た
関
係
人
口
づ
く
り
を
２
０
２
２

年
８
月
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
内
閣
府

の
「
関
係
人
口
創
出
・
拡
大
の
た
め
の
対

流
促
進
事
業
（
令
和
３
年
度
補
正
予
算
）」

の
採
択
を
受
け
、
図
の
よ
う
な
ス
キ
ー
ム

で
鋭
意
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

は
じ
め
に
、
郷
土
鍋
に
比
較
的
馴
染
み

の
薄
い
若
年
層
都
市
住
民
向
け
に
、
若
年

層
で
も
食
べ
や
す
い
ア
レ
ン
ジ
郷
土
鍋
の

開
発
に
着
手
し
ま
し
た
。
北
海
道
内
で
唯

一
の
食
物
調
理
単
科
校
で
高
校
生
レ
ス
ト

ラ
ン
「
ま
ご
こ
ろ
き
っ
ち
ん
」
を
運
営
し

て
い
る
北
海
道
三
笠
高
等
学
校
調
理
部
の

協
力
、
さ
ら
に
は
世
界
の
料
理
人
１
０
０

０
人
に
も
選
出
さ
れ
た
山
形
「
ア
ル
・
ケ

ッ
チ
ァ
ー
ノ
」
の
奥
田
政
行
オ
ー
ナ
ー
シ

ェ
フ
の
助
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
２
０

２
２
年
８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
、
四
つ

の
郷
土
鍋
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
レ
ン
ジ
レ
シ
ピ

の
試
作
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
郷
土
鍋
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
、
ア
レ
ン
ジ
郷
土

鍋
を
実
際
に
提
供
す
る
と
と
も
に
、
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
地
域
住
民
の
反
応
を

確
認
し
ま
し
た
。
弊
社
団
で
は
、
厚
田
こ

だ
わ
り
隊
、
藤
女
子
大
学
（
花
川
キ
ャ
ン

パ
ス
＝
石
狩
市
）
の
人
間
生
活
学
科
和
田

ゼ
ミ
の
協
力
を
得
て
、
９
月
23
日
に
開
催

さ
れ
た「
厚
田
ふ
る
さ
と
あ
き
あ
じ
祭
り
」

で
、
ア
レ
ン
ジ
石
狩
鍋
「
石
狩
シ
ャ
ケ
ナ

ベ
イ
ベ
ー
・
Ｎ
Ｅ
Ｏ
」
を
１
５
０
食
限
定

で
販
売
し
、
完
売
、
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
も

上
々
の
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ア
レ

ン
ジ
石
狩
鍋
を
食
べ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協

力
し
て
く
れ
た
方
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
北

海
道
遺
産
協
議
会
の
助
成
を
受
け
て
製
作

し
た
元
祖
石
狩
鍋
用
の
味
噌
ダ
レ
を
ノ
ベ

ル
テ
ィ
と
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
元
祖
石

狩
鍋
へ
の
導
線
づ
く
り
に
も
努
め
ま
し
た
。

北
国
郷
土
鍋
フ
ェ
ア
の
展
開

次
に
、２
０
２
２
年
11
月
の
１
カ
月
間
、

東
京
、
ま
た
郷
土
鍋
地
域
の
飲
食
店
に
お

い
て
、
ア
レ
ン
ジ
郷
土
鍋
、
さ
ら
に
は
四

つ
の
元
祖
郷
土
鍋
を
気
軽
に
食
べ
て
も
ら

え
る
フ
ェ
ア
イ
ベ
ン
ト
を
展
開
し
ま
し

た
。（
東
京
赤
坂
、
北
海
道
森
町
、
青
森

県
八
戸
市
お
よ
び
秋
田
県
大
館
市
の
各
１

店
舗
、
北
海
道
石
狩
市
お
よ
び
札
幌
市
の

各
２
店
舗
の
計
８
店
舗
）　

ま
た
、
本
フ
ェ
ア
イ
ベ
ン
ト
の
展
開
に

合
わ
せ
、11
月
26
日
に
は
東
京
赤
坂
の「
Ａ

Ｋ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
ダ
イ
ニ
ン
グ
」に
お
い
て
、

我
々
郷
土
鍋
地
域
の
メ
ン
バ
ー
と
の
交
流

イ
ベ
ン
ト
「
北
国
鍋
フ
ェ
ス 

in 

Ｔ
Ｏ
Ｋ

Ｙ
Ｏ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
30
人

（
う
ち
８
人
が
オ
ン
ラ
イ
ン
）
が
参
加
し
、

四
つ
の
ア
レ
ン
ジ
郷
土
鍋
に
舌
鼓
を
打
ち

な
が
ら
、
郷
土
鍋
地
域
の
メ
ン
バ
ー
と
双

方
向
の
情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参

加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、「
郷
土
鍋
が
持

つ
ス
ト
ー
リ
ー
や
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
を
知
れ

河
田
　
寛
史

一
般
社
団
法
人
石
狩
シ
ェ
ア
ハ
ピ
シ
テ
ィ
計
画

事
務
局
長

―
食
文
化
の
次
世
代
伝
承
と
地
域
活
性
化
―

郷
土
鍋
を
通
じ
た
関
係
人
口
の
創
造

北海道石狩市
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た
こ
と
で
郷
土
鍋
地
域
へ
の
愛
着
が
深
ま

っ
た
」な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
各
郷
土
鍋
へ
の
関
心

が
高
ま
っ
た
人
材
を
、
郷
土
鍋
地
域
に
お

け
る
貴
重
な
関
係
人
口
と
し
て
つ
な
ぎ
留

め
て
い
く
た
め
、
会
員
制
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

「
鍋
Ｖ
ｉ
ｌ
ｌ
ａ
ｇ
ｅ
」
を
立
ち
上
げ
、

今
後
は
定
期
的
な
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会

「
寄
合
」
の
開
催
や
、
実
際
に
郷
土
鍋
地

域
を
訪
問
す
る
「
逆
参
勤
交
代
ツ
ア
ー
」

の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
望

各
郷
土
鍋
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
、
さ
ら
に

は
11
月
の
フ
ェ
ア
イ
ベ
ン
ト
で
の
ア
レ
ン

ジ
郷
土
鍋
の
提
供
を
通
じ
て
収
集
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
、
ア
レ
ン
ジ
郷

土
鍋
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
三
笠
高
校

調
理
部
及
び
奥
田
政
行
シ
ェ
フ
の
協
力
を

得
な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
鍋
Ｖ
ｉ
ｌ
ｌ
ａ
ｇ
ｅ
の
「
寄
合
」
で

の
意
見
交
換
も
含
め
、
本
郷
土
鍋
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
展
開
に
、
関
係
人
口
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
貴
重
な
意
見
を
反
映
し
て
い
き
ま

す
。
関
係
人
口
を
、
単
に
お
客
様
と
し
て

捉
え
る
の
で
は
な
く
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
一

人
と
し
て
居
場
所
と
出
番
を
用
意
す
る
こ

と
で
、
関
係
人
口
の
関
係
性
の
深
化
を
促

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、今
回
の
４
地
域
に
留
ま
ら
ず
、

全
国
の
他
の
郷
土
鍋
地
域
と
の
連
携
を
模

索
し
な
が
ら
、
日
本
各
地
が
持
つ
郷
土
鍋

文
化
を
次
の
世
代
へ
と
し
っ
か
り
と
伝
承

で
き
る
よ
う
、
ひ
い
て
は
日
本
の
食
文
化

や
日
本
の
食
卓
を
守
っ
て
い
け
る
よ
う
、

引
き
続
き
歩
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

食
料
自
給
率
（
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
）
38

％
に
甘
ん
じ
て
い
る
日
本
に
あ
り
な
が

ら
、
明
日
の
食
事
を
憂
う
人
は
ご
く
少
数

と
い
う
恵
ま
れ
た
国
日
本
、
そ
れ
故
な
の

か
食
に
対
す
る
無
関
心
層
が
増
え
て
い
る

よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
我
々
が
生
き
て

い
く
た
め
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
食
事
と

い
う
行
為
が
形
骸
化
し
、
食
物
や
そ
の
生

産
者
へ
の
感
謝
の
心
が
希
薄
化
し
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
本
取
り
組
み

を
通
じ
て
、
食
物
や
生
産
者
、
さ
ら
に
は

各
地
の
食
文
化
を
形
成
し
て
き
た
先
人
へ

の
感
謝
の
心
も
併
せ
、
次
世
代
に
し
っ
か

り
と
伝
承
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

アレンジ鍋開発に向けたオンラインミーティング
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講
義
Ⅰ　

地
域
通
貨
の
概
要
と
そ

の
可
能
性
に
つ
い
て　

ト
ラ
ス
ト
バ
ン
ク
の
堀
江
健
太
郎
氏
が
、

同
社
の
運
営
す
る
「c

チ
ー
カ

hiica

」
に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
た
。

「chiica

」
は
、
そ
れ
自
体
が
「
電
子
地

域
通
貨
」
で
は
な
く
自
治
体
等
が
自
ら
発

行
す
る
地
域
通
貨
を
電
子
的
に
実
現
す
る

た
め
の
シ
ス
テ
ム
で
す
。
同
シ
ス
テ
ム
は

こ
れ
ま
で
各
自
治
体
で
個
別
に
実
施
し
て

い
た
事
業
（
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
や
給
付

金
事
業
な
ど
）
を
合
体
さ
せ
、
複
合
的
に

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
域
通
貨
が
本
来
志
向
す
る
も
の
は

「
域
内
経
済
循
環
」
で
す
。
し
か
し
、
堀

江
氏
に
よ
る
と
そ
れ
は
あ
く
ま
で
地
域
通

貨
の
効
果
の
一
つ
で
し
か
な
く
、
そ
れ
以

外
に
も
収
支
改
善
の
軸
と
し
て
「
換
金
手

数
料
」「
地
域
課
題
の
解
決
（

≒

行
政
指

標
の
改
善
）」
を
最
大
化
す
る
こ
と
こ
そ

が
地
域
通
貨
が
目
指
す
べ
き
方
向
性
で
あ

る
と
の
こ
と
で
し
た
。　

事
例
紹
介
Ⅰ　
「
デ
ジ
タ
ル
地
域

通
貨
ネ
ギ
ー
の
取
組
に
つ
い
て
」　

深
谷
市
の
福
嶋
隆
宏
氏
は
、
同
市
で
導

入
さ
れ
て
い
る
地
域
通
貨
「n

ネ
ギ
―

egi

」
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

「negi

」
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
経
済

対
策
の
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
単
独
の
事
業
と

し
て
行
わ
れ
て
い
た
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
一

体
化
を
通
し
て
多
様
に
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
域
内
経
済
循
環
の
役
割
を
果

た
す
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
事
務
手
続
き
で
人

件
費
が
か
さ
ん
で
い
た
事
業
の
見
直
し
に

つ
な
が
り
、
コ
ス
ト
抑
制
な
ど
の
行
政
改

革
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

事
例
紹
介
Ⅱ　
「
電
子
地
域
通
貨

『
さ
る
ぼ
ぼ
コ
イ
ン
』
に
つ
い
て
」

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
の
古
里
圭
史
氏

は
、
２
０
１
７
年
に
飛
騨
信
用
組
合
に
よ

り
発
行
さ
れ
た
「
さ
る
ぼ
ぼ
コ
イ
ン
」
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

「
さ
る
ぼ
ぼ
コ
イ
ン
」
は
、
飛
騨
地
域

で
生
み
出
さ
れ
た
価
値
が
日
本
円
に
よ
り

地
域
外
へ
漏
れ
出
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、

組
合
の
Ｃ
Ｓ
Ｖ
経
営
（
社
会
課
題
の
解
決

を
利
益
に
つ
な
げ
る
経
営
手
法
）
の
一
環

と
し
て
生
み
出
さ
れ
た
取
り
組
み
で
し

た
。
地
域
通
貨
を
語
る
際
に
は
「
域
内
経

済
循
環
」
が
主
題
に
な
り
が
ち
で
す
が
、

古
里
氏
の
話
か
ら
、
地
域
通
貨
の
効
果
は

「
域
内
経
済
循
環
」
で
は
な
く
、「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
内
の
交
流
の
活
発
化
」
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
質
疑
応
答

堀
江
氏
は
「
導
入
に
お
い
て
コ
ス
ト
を

覚
悟
す
る
こ
と
が
重
要
」
と
指
摘
。
福
嶋

氏
は
「
単
発
の
事
業
で
は
な
か
な
か
つ
な

が
ら
な
い
」、
古
里
氏
は
「
地
域
通
貨
を

使
っ
て
何
を
し
た
い
の
か
明
確
に
す
る
べ

き
」
と
い
っ
た
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
を
終
え
て

講
義
や
事
例
発
表
か
ら
、
地
域
通
貨
単

品
で
の
導
入
は
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
ほ
か
の
文
脈
を
絡
ま
せ
て
考

え
て
い
く
重
要
性
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。

◆
本
セ
ミ
ナ
ー
の
講
師

株
式
会
社
ト
ラ
ス
ト
バ
ン
クchiica�

�

事
業
部
長�

堀
江 

健
太
郎 

氏

埼
玉
県
深
谷
市
産
業
振
興
部
産
業
ブ
ラ
ン
ド

推
進
室 

室
長
補
佐�

福
嶋 　

隆
宏 

氏

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
政
策
・
メ
デ
ィ
ア

研
究
科 

特
任
准
教
授�

古
里　

 

圭
史 

氏

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
副
参
事

●
井
上 

美
奈

�

（
埼
玉
県
秩
父
市
か
ら
派
遣
）

２
０
２
２
年
度　

新
た
な
知
と
方
法
を
生
む
地
方
創
生
セ
ミ
ナ
ー

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
新
た
な
知
と
方
法
を
生
む
地
方
創
生
セ
ミ
ナ
ー
「『
地

域
通
貨
』
～
地
域
経
済
の
活
性
化
か
ら
生
ま
れ
る
ま
ち
の
賑
わ
い
～
」
を
２
０
２
２

年
10
月
21
日
（
金
）
に
オ
ン
ラ
イ
ン
を
併
用
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
全
国
か
ら
自
治

体
職
員
な
ど
36
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

～
地
域
経
済
の
活
性
化
か
ら
生
ま
れ
る
ま
ち
の
賑
わ
い
～

「
地
域
通
貨
」

会場とオンラインでの参加者
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長
崎
県
は
、
現
在
、
令
和
４
年
９
月
23

日
に
開
業
し
た
西
九
州
新
幹
線
を
は
じ

め
、
現
在
進
行
中
の
「
特
定
複
合
観
光
施

設
（
Ｉ
Ｒ
）」「
長
崎
ス
タ
ジ
ア
ム
シ
テ
ィ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
ま
ち
づ
く
り
が
同
時
に
進

展
し
て
お
り
、「
ま
ち
」
の
た
た
ず
ま
い
や

産
業
構
造
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
す
る
、

１
０
０
年
に
１
度
の
変
革
の
時
期
を
迎
え

て
い
ま
す
。

一
方
で
、
２
０
４
０
年
頃
に
か
け
て
全

国
的
に
高
齢
者
人
口
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

か
つ
生
産
年
齢
人
口
が
５
割
程
度
に
減
少

し
、
人
材
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
く
と
予

測
さ
れ
る
中
、
本
県
に
お
い
て
は
全
国
よ

り
も
早
い
２
０
２
５
年
頃
に
は
高
齢
者
人

口
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
２
０
４
０
年
頃
に

は
生
産
年
齢
人
口
が
５
割
を
切
る
と
予
測

さ
れ
、
よ
り
深
刻
な
状
況
と
な
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

時
代
の
潮
流
に
対
応
で
き
る
持
続
可
能

な
地
域
を
創
る
た
め
に
は
、
行
政
、
民
間
、

県
民
の
皆
さ
ま
各
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
分
担
の
も
と
、
今
か
ら
何
を
な
す
べ
き

か
を
考
え
行
動
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、
今
後
は
「
自
助
」「
公
助
」

に
加
え
、
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
相
互
に

助
け
合
っ
て
い
く
「
共
助
」
が
よ
り
重
要

と
な
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
自
治
会
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
団
体
な
ど
多
様
な
主
体
が
参
画
し
、

支
え
合
い
な
が
ら
、
地
域
住
民
が
主
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
体
制（
地
域
運
営
組
織
）

の
構
築
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
・
活
性

化
に
取
り
組
む
皆
さ
ま
の
手
助
け

に
な
れ
ば
と
考
え
、
県
内
自
治
体

と
地
域
運
営
組
織
の
取
り
組
み
内

容
や
課
題
の
克
服
手
法
な
ど
を
分
か
り
や

す
く
紹
介
し
た
事
例
集
を
作
成
い
た
し
ま

し
た
。

本
事
例
集
で
は
「
制
度
設
計
」「
移
動

支
援
」「
助
け
合
い
」「
防
災
」「
直
売
所
」「
特

産
品
開
発
」「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」
と
い
う
七
つ
の
テ

ー
マ
を
設
定
し
て
計
15
事
例
を
取
り
上
げ

て
い
ま
す
。「
制
度
設
計
」の
テ
ー
マ
で
は
、

県
内
自
治
体
の
、
地
域
運
営
組
織
を
整
備

す
る
た
め
の
先
進
的
な
取
り
組
み
の
事
例

を
、
そ
れ
以
外
で
の
テ
ー
マ
で
は
実
際
に

活
動
し
て
い
る
地
域
運
営
組
織
の
取
り
組

み
の
内
容
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
行
政
サ
イ
ド
の
「
制
度

設
計
」
の
事
例
と
し
て
、
長
崎
市
や
平
戸

市
な
ど
を
取
り
上
げ
、
関
係
条
例
や
ま
ち

づ
く
り
計
画
の
整
備
、
交
付
金
、
地
域
の

困
り
事
の
解
決
や
地
域
と
関
係
機
関
を
つ

な
ぐ
役
割
を
担
う
人
材
配
置
な
ど
、
地
域

の
特
性
に
応
じ
た
支
援
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
地
域
運
営
組
織
の
事
例
で
は
、

「
助
け
合
い
」
の
事
例
と
し
て
「
地
域
共

生
助
け
合
い
隊
」
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

こ
の
団
体
は
「
支
え
る
側
と
支
え
ら
れ
る

側
が
対
等
」
で
あ
り
、「
お
互
い
様
」
が

当
た
り
前
の
地
域
を
作
り
た
い
と
い
う
考

え
の
も
と
、「
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
い

う
形
で
、
ゴ
ミ
出
し
や
買
い
物
代
行
、
病

院
へ
の
付
き
添
い
な
ど
の
多
様
な
支
援
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
取
り
上
げ
た
各
事
例
で
は
現

在
の
活
動
内
容
に
加
え
、
地
域
の
現
状
や

課
題
、
活
動
に
あ
た
っ
て
行
政
か
ら
ど
の

よ
う
な
支
援
を
受
け
た
か
（
ど
の
よ
う
な

支
援
を
行
っ
て
い
る
か
）、
実
際
活
動
を
行

っ
て
い
る
人
が
ど
の
よ
う
な
思
い
で
活
動

を
行
い
、
今
後
ど
の
よ
う
に
活
動
を
行
っ

て
い
く
か
な
ど
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で

現
場
の
方
々
の
意
見
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

今
回
作
成
し
た
「
み
ん
な
で
創
る
ナ
ガ

サ
キ
モ
デ
ル
～
住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り

先
進
事
例
集
～
」
は
、
こ
れ
か
ら
の
持
続

可
能
な
地
域
づ
く
り
に
不
可
欠
と
な
る
、

地
域
活
動
の
担
い
手
の
確
保
・
育
成
、
地

域
住
民
の
機
運
醸
成
な
ど
難
し
い
課
題
解

決
の
ヒ
ン
ト
に
も
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
事
例
集
が
、
県
内
の
み
な
ら
ず
、
全
国

で
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る

皆
様
方
の
取
り
組
み
の
後
押
し
に
つ
な
が

る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

事
例
集
掲
載
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ
：

https://w
w
w
.pref.nagasaki.jp/bunrui/

kurashi-kankyo/sum
ai/com

m
unity/

im
i/538115.htm

l

松
永
　
怜
朗

長
崎
県
地
域
振
興
部
地
域
づ
く
り
推
進
課

主
任
主
事

―
住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
先
進
事
例
集
―

み
ん
な
で
創
る
ナ
ガ
サ
キ
モ
デ
ル

地域共生助け合い隊による
移動支援の様子

ナガサキモデル事例集
長崎県



地域プロモーションアワード2022  受賞作品決定！
地域活性化センターは、地域の魅力を国内外に発信する広報PR活動の一助とするために、 地域プロモーシ

ョン事業を行っています。その一環として、全国の優れた動画やパンフレットを表彰する「地域プロモーシ
ョンアワード」を実施しています。

今年度実施した「地域プロモーションアワード2022」では、以下の２作品が大賞に輝きました。

・ふるさと動画大賞………………鹿児島県枕崎市　「枕（MAKURA）JAZZ ～総集篇～」

・ふるさとパンフレット大賞……佐賀県・長崎県　「SとN 6号」

なお、受賞団体の表彰式は、2023年１月に東京都内で開催。

受賞団体コメント
このたびは、「ふるさと動画大賞（第４回）」の栄えある「大賞」をいただき、誠にあり

がとうございます。枕崎のすばらしい特産品があってこその受賞だと思っています。動画
の制作に協力していただいた生産者や関係者の皆さまと喜びを分かち合いたいです。撮影
では、生産者の仕事への情熱や信念を強く感じ、この空気感を映像から感じ取ってもらえ
るような動画を目指しました。「枕（MAKURA）JAZZ」は受賞した総集篇のほかにも水産
篇、農産篇、匠の技篇の計４篇制作していますので、ぜひすべて視聴していただきたいです。

動画の注目ポイント
夜間、煌

こ う

々
こ う

と輝く電照菊ビニールハウ
スをドローンで撮影した映像は、生産者
による数十年ぶりの一斉点灯により実現
しました。撮影時には生産者を含め関係
者全員「こんなすごい光景だったとは…」
と驚嘆しました。

応募作品数：136点

ふるさと動画大賞（第4回）

●審査委員
委員長
箭内 　道彦 氏（クリエイティブディレクター）

委員
秋吉 久美子 氏（女優）

木川 　剛志 氏（和歌山大学観光学部 教授）

松原 　　亨 氏（株式会社マガジンハウス コロカル編集部編集長）

谷中 　修吾 氏（BBT大学 教授／一般社団法人INSPIRE 代表理事）

川 住 　 昌 光（一般財団法人地域活性化センター 常務理事）

●箭内道彦委員長の総評
今年は例年に増してハイレベルな作品が数多く集まりました。昨年まで以上に多様な「アイデア」「企画」に出会うことができ

ました。地域プロモーション動画の確実な進化が次のフェーズへと加速しています。群雄割拠。互いが競い合い、刺激と敬意と驚
きを交換する場に、このアワードがますます発展していくことを願ってやみません。

これからの地域活性化を大きく前進させる力がクリエイティブにはあります。人が輝き、それぞれの地に誇りを抱く、地域の魅
力はやはりそこに息づき続けるのだと、改めて感じた審査でした。

左
上
か
ら
箭
内
、
秋
吉
、
木
川
、

左
下
か
ら
松
原
、
谷
中
、
川
住
各
氏

大賞 鹿児島県枕崎市 
〈枕（MAKURA）JAZZ ～総集篇～〉
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そ の 他 の 受 賞 作 品 一 覧
〈優秀賞〉神奈川県小田原市

おだわらでみつけたもの
〈箭内道彦賞〉広島県三原市

三原JKの浪漫【高校生と作る 三原PR動画制作プロジェクト】

〈秋吉久美子賞〉熊本県熊本市
熊本市政令指定都市移行10周年記念スペシャルムービー フルバージョン

〈木川剛志賞〉高知県佐川町
究極のブルー

〈松原亨賞〉新潟県南魚沼市　
南魚沼産コシヒカリ KNOW THE FUTURE × MUSIC（2022）

〈谷中修吾賞〉群馬県
The Seasons of Japan in Gunma Prefecture

〈地域活性化センター賞〉高知県四万十町
ヲタ芸で地域おこし？　四万十町観光 PR 動画地域の個性や特色を生かし、

さまざまな工夫を凝らした
魅力ある作品を
たくさんご応募いただきました。
ありがとうございました！
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応募作品数：108点

ふるさとパンフレット大賞（第10回）

受賞団体コメント
この度は、このような栄誉ある賞をいただくことができ、とてもうれしく思います。このＳとＮは、佐賀県

と長崎県の２県で協力、制作してきた冊子で、通常の観光パンフレットで紹介するような観光スポットではな
く、その地域で暮らす人々や風景などにスポットを当て、日常の中にある魅力を取り上げています。その地域
で暮らしていると身近すぎて気付きにくいものですが、ＳとＮを読んでその魅力に気付けたという声を県外だ
けでなく県内からも多くいただいており、知らなかった地域の魅力に気付くきっかけとなっています。このＳ
とＮを手に、佐賀、長崎の地を訪れていただき、その魅力を感じてもらえればと思います。

このような賞をいただけるのもＳとＮの制作にご協力、携わっていただいた多くの方々のおかげだと思って
います。この場をお借りして感謝申し上げます。

●審査委員
委員長
南　 伸坊 氏（イラストレーター）

委員
楓 　千里 氏（國學院大學研究開発推進機構 教授）

パックン 氏（お笑いコンビ パックンマックン）

マックン 氏（お笑いコンビ パックンマックン）

川 住  昌 光（一般財団法人地域活性化センター 常務理事）

●南伸坊委員長の総評
私が「S と N さがとながさき 鉄道でつながる。」を推したのは、写真のレイアウトの巧みさに対してだった。もし他の審査員の

反対があるようなら、個人賞に推すつもりだった。すべてにわたって安定感がありながら、新しいデザインのアイデアがあった。
フタをあけたら満票だった。いいものは伝わるのだ。おそらく制作費は潤沢であったと思う。そこが私の危惧だったのだが（あま
り予算のかけられない自治体のチャンスをうばうということでマイナスになることがある）、予算がないところは、大賞作品から
その技術を学習すれば良いのだし、そもそも予算を少しでも多く取る努力をすれば良い話です。

優秀賞は誠実な作りに評価があつまって、写真だけでなく、似顔絵のイラストレーションをいれたのも工夫だった。ふるさとパ
ンフレット大賞も第 10 回をむかえ、年ごとにデザインの技術も、企画の技術も向上していると思います。さらにレベルを上げる
のは、デザインにおいても企画においても「果断であること」でしょう。

左からマックン、パックン、川住、南、楓各氏
※撮影時のみマスクを外しています。

〈
Ｓ
と
Ｎ 

６
号
〉

大
賞
佐
賀
県
・
長
崎
県
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問い合わせ先：一般財団法人地域活性化センター 情報・広報プロモーション課　塚田、板谷
電話：03-5202-6137　メール：kouhou@jcrd.jp

〈楓千里賞〉大阪府東大阪市
トライくんの東大阪だいぼうけん

〈南伸坊賞〉松本広域連合
da・da

〈優秀賞〉三重県いなべ市
いなべ、暮らしを旅する 2022

そ の 他 の 受 賞 作 品 一 覧

〈マックン賞〉埼玉県熊谷市
くまがや雪くまガイド

〈パックン賞〉秋田県にかほ市
漁師図鑑

《地域活性化センター賞》新潟県南魚沼市
COLOR of Minamiuonuma

「地域プロモーションア
ワード2022」受賞作品
の詳細はこちらからご
覧いただけます！
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富
山
県
砺
波
市
は
富
山
県
西
部
の
砺
波
平
野
の
中
央
に
位
置

し
、庄
川
の
清
流
が
育
ん
だ
肥
沃
な
平
野
に
家
屋
が
点
在
す
る「
散

居
」
景
観
を
有
す
る
ま
ち
で
す
。

本
市
は
、全
国
一
の
出
荷
量
を
誇
る
「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
球
根
」
や
、

「
種
も
み
（
水
稲
種
子
）」
等
の
生
産
地
と
し
て
力
強
い
農
業
が
展

開
さ
れ
る
一
方
、
市
街
地
に
は
区
画
整
理
事
業
等
に
よ
り
、
質
の
高

い
住
宅
地
や
大
型
商
業
施
設
が
立
地
し
活
力
あ
る
様
相
を
見
せ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
先
端
産
業
や
優
れ
た
技
術
力
を
持
つ
中
小

企
業
、
木
工
業
等
の
伝
統
産
業
も
振
興
し
て
お
り
、
農
・
商
・
工

の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
ま
ち
と
し
て
着
実
に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

本
市
の
優
れ
た
住
環
境
を
は
じ
め
、
医
療
や
子
育
て
環
境
、
高

齢
者
福
祉
の
充
実
、
複
数
の
高
速
交
通
網
や
国
道
等
が
交
わ
る
交

通
の
要
衝
と
し
て
の
高
い
生
活
利
便
性
は
「
日
本
で
も
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
豊
か
さ
や
暮
ら
し
や
す
さ
」
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
令
和
２
年
国
勢
調
査
に
お
い
て
本
市
の
人
口
が
県

内
４
位
に
順
位
を
上
げ
た
ほ
か
、
近
年
の
社
会
動
態
が
若
干
の
社

会
増
で
推
移
す
る
と
と
も
に
、
今
年
度
の
出
生
数
が
コ
ロ
ナ
前
の

水
準
に
戻
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
も
「
住
み
よ
い
ま
ち
砺
波
」

を
選
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
勢
い
の
あ
る
本
市
を
し
っ
か
り
と
次
世
代
に
つ
な

げ
て
い
く
た
め
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
社
会
に
お
け
る
情
勢
の
変
化
へ

の
柔
軟
な
対
応
と
と
も
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
やSociety5.0
な
ど
、

時
代
の
潮
流
を
踏
ま
え
た
「
第
２
次
砺
波
市
総
合
計
画
『
後
期
計

画
』」
の
運
用
を
今
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と

し
て
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
特
に
重
点
的
か
つ
優
先
的
に

実
施
す
べ
き
施
策
10
項
目
を
「
10
Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
（
テ
ン
ウ
ェ
ー
ブ

→
10
＋
波
→
と
な
み
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
設
定
し
取
り
組

み
を
進
め
て
お
り
、
屋
敷
林
や
散
居
景
観
を
守
り
次
世
代
へ
引
き

継
ぐ
「
循
環
型
社
会
」
の
構
築
を
は
じ
め
、
将
来
の
人
口
減
少
の

抑
制
を
図
る
た
め
の
「
と
な
み
（
１
０
７
３
）
暮
ら
し
応
援
関
係

事
業
の
充
実
」
な
ど
に
よ
り
、
事
業
の
効
果
や
影
響
が
波
紋
の
よ

う
に
広
が
り
、
本
市
の
豊
か
さ
、
暮
ら
し
や
す
さ
の
さ
ら
な
る
向

上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
本
市
の
最
大
の
特
徴
が
、
地
区
自
治
振
興
会
と
呼

ば
れ
る
昭
和
の
大
合
併
以
前
の
町
村
を
単
位
と
す
る
「
小
規
模
多

機
能
自
治
」
が
市
内
全
て
で
組
織
さ
れ
、住
民
が
主
体
と
な
っ
て
、

地
域
除
雪
や
自
主
防
災
活
動
、
地
域
包
括
ケ
ア
等
の
活
動
を
行
い

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
こ
と
で
す
。

一
般
的
に
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
が
困
難
と
な
り

地
域
の
支
え
合
い
機
能
が
低
下
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す

が
、本
市
で
は
、こ
れ
ま
で
住
民
主
体
に
よ
り
培
わ
れ
た
高
い
「
地

域
力
」
に
よ
り
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
良
好
に
維
持
さ
れ
、
将
来

に
わ
た
り
持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
形
成
す
る
原
動
力
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
本
市
の
強
み
で
あ
る
高
い
「
地
域

力
」
の
維
持
・
発
展
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

市
民
に
と
っ
て
「
住
み
よ
さ
を
実
感
で
き
る
暮
ら
し
続
け
る
ま

ち
」
で
あ
る
と
と
も
に
、市
外
の
方
々
か
ら
も
「
選
ば
れ
る
ま
ち
」

と
し
て
「
や
っ
ぱ
り
〝
砺
波
〟
が
い
い
よ
ね
」
と
言
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
今
後
と
も
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

富山県砺波市長 夏野　修

もっと元気　ほっと安心　ずっと幸せ　
“やっぱり砺波”

～ 高い「地域力」を生かしたまちづくり ～
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鶴岡市

山
形
県

288

鶴岡市は、山形県の庄内地方南部に位置し、東
北では一番広い面積を有します。出羽三山・朝

日連峰の山々から広大な庄内平野、日本海へと至る
変化に富んだ地形の中で、豊かな食文化を育み、日
本で初めて「ユネスコ食文化創造都市」に認定され
ました。だだちゃ豆や温海かぶなど数多くの在来作
物が「生きた文化財」として受け継がれています。

市内には温泉が数多く点在し、湯田川・湯野浜・
あつみ・由良の4温泉は「国民保養温泉地」に指定
され、市町村単位では全国最多の指定数となりま
す。温泉を生かした健康増進、交流人口の拡大な
ど、地域活性化のため四つの温泉地が一体となった新たなブランディングを進めています。

日本遺産に認定された三つのストーリーがあり、山（出羽三山）、里（サムライゆかりのシルク）、海（北前船寄港地・船主
集落）、それぞれのストーリーが鶴岡の歴史と文化の魅力を伝えています。

█
だ
だ
ち
ゃ
豆

だ
だ
ち
ゃ
豆
は
、
鶴
岡
市
の
在

来
作
物
。
こ
れ
以
外
に
も
市
内

で
継
承
さ
れ
て
い
る
在
来
作
物

は
60
種
類
に
の
ぼ
る

█
鶴
岡
市
の
食
文
化

出
羽
三
山
の
精
進
料
理
は
、
精
神

文
化
を
背
景
と
し
た
鶴
岡
の
食
文

化
の
1
つ
で
、羽
黒
山
伏
の
修
験

道
文
化
と
と
も
に
発
展
し
て
き
た

█
鶴
岡
雛
菓
子

「
鶴
岡
雛
菓
子
」
は
、生
菓
子
（
練

切
）
で
、
桜
鱒
や
庄
内
柿
等
の

鶴
岡
の
特
産
品
を
色
鮮
や
か
に

模
し
、
春
の
節
句
を
彩
っ
て
い
る

█
赤
川
花
火
大
会

感
動
日
本
一
を
目
指
し
て
毎
年

8
月
の
中
旬
に
開
催
。
赤
川
河

川
敷
の
広
さ
を
生
か
し
た
打
ち

上
げ
は
圧
巻

█
鶴
岡
天
神
祭

毎
年
5
月
25
日
に
開
催
。
手
拭

い
と
編
み
笠
で
顔
を
隠
し
、
無
言

で
お
酒
を
振
舞
う
奇
祭
（
コ
ロ
ナ

で
お
酒
の
振
る
舞
い
は
中
止
）

█加茂港周辺の町並み
日本遺産となった「北前船寄港地・船
主集落」。加茂地区には北前船で栄え
た当時の町割りがそのまま残っている

█鶴岡市立加茂水族館
クラゲの展示種類（60種類以上）は世界最大級。直径５ｍの大水槽に漂うミ
ズクラゲが癒しの空間を演出している

山
・
里
・
川
・
海

自
然
の
恩
恵
豊
か
な
ま
ち

鶴
岡

█
松
ヶ
岡
開
墾
場

旧
庄
内
藩
士
が
開
拓
し
絹
産
地

に
発
展
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
が

「
サ
ム
ラ
イ
ゆ
か
り
の
シ
ル
ク
」

と
し
て
日
本
遺
産
と
な
っ
た

█羽黒山五重塔（国宝）
平成28年に出羽三山の「生まれかわ
りの旅」が日本遺産に認定。山の自然
と信仰の結び付きを伝えている
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基調論文／中村 忠司
ポストコロナ時代の体験型観光

北海道／坂口大晃
アドベンチャートラベルの推進

福島県伊達市／佐藤陽介
アニメを活用した観光まちづくり

茨城県／伊澤　篤
日本一のサイクリング環境を目指して

千葉県茂原市／鶴岡隆之
ロケで話題のまち もばら

長野県／清水きく江
だれもが楽しめるユニバーサルツーリズム

岐阜県／伊東真紀
持続可能な観光に各方面から高い評価

愛知県名古屋市（大ナゴヤツアーズ実行委員会）／加藤幹泰
まちの資源を価値化する「体験」提供
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特産物のフルーツ使い地域活性化

島根県／糸原勝則
しまねインフラツーリズムを通じた地域活性化

高知県（幡多広域観光協議会）／東　泰照
「観光×SDGs」の取り組み

長崎県（DMO NAGASAKI）／古賀典明
「長崎ストーリーズ」で観光誘客と消費拡大

大分県竹田市／森田康之
炭酸泉を生かした健康療養地を目指して

副基調論文／加藤麻理子
旅行者と共に創る持続可能な観光の形
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近年、アニメの“聖地巡礼”やスポーツを楽しむ旅など、テーマ性の強い体験型観光が人気を集め、新しい旅の楽しみ方を提供
する地域も増えている。今回は、地域活性化につながる新しいツーリズムの事例を特集する。

北海道（p６-７）
アドベンチャートラベル・ワールドサミットの広報画像
1

茨城県（p10-11）
ロードバイクなどの本格的なスポーツタイプの自転車も
貸し出し可能な広域レンタサイクル

3

長野県（p14-15）
貸出用のアウトドア車椅子を利用して、戸隠神社の奥社を散策

（戸隠観光協会・長野市）

5
岐阜県（p16-17）

世界遺産「白川郷合掌造り集落」
6

新たなツーリズム×地域活性化

2

3

1

4

千葉県茂原市（p12-13）
映画「今はちょっと、ついてないだけ」先行上映会
in 茂原市

4

福島県伊達市（p８-９）
伊達市を舞台にしたアニメ「政宗ダテニクル」のイメージ画像
2

Ⓒ
ガ
イ
ナ
／
福
島
県
伊
達
市

北海道 AT ポータル
Web サイト

ATWS2021 Virtual
YouTube 再生リスト

ATWS
北海道実行委員会



愛知県名古屋市（大ナゴヤツアーズ実行委員会）（p18-19）
食文化体験のツアーで味噌づくりをする参加者
7和歌山県紀の川市（紀の川フルーツ・ツーリズム）（p20-21）

フルーツのかぶりものをかぶって参加するのも楽しい
8

長崎県（DMO NAGASAKI）（p26-27）
まち歩き観光「長崎ストーリーズ」のイメージ
11大分県竹田市（p28-29）

炭酸泉を生かしたヘルスツーリズムが人気の長湯温泉（ガニ湯）
12

高知県（幡多広域観光協議会）（p24-25）
生態調査から見えてくる川の現状を考える
10

島根県（p22-23）
ガイドブック

「しまねインフラツーリズムガイド
（石見・出雲）」

9 5
6

7

81011

9

12



特 集
基調論文は

じ
め
に

２
０
２
２
年
10
月
11
日
か
ら
の
全
国
旅
行
支
援
の
開
始

と
水
際
対
策
の
緩
和
に
よ
り
日
本
人
旅
行
者
と
と
も
に
外

国
人
旅
行
者
も
増
え
つ
つ
あ
る
。
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
の
京
都

や
鎌
倉
で
は
２
０
１
９
年
以
前
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻

し
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
再
来
を
心
配
す
る
声
も
あ

っ
た
。
と
は
い
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
以

下
、
新
型
コ
ロ
ナ
）
は
い
ま
だ
に
衰
え
を
見
せ
ず
に
感
染

者
数
は
増
減
を
繰
り
返
し
て
い
る
し
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
、
原
油
価
格
の
高
騰
な
ど
旅
行
へ
の
逆
風
も
強

い
。
人
手
不
足
と
イ
ン
フ
レ
に
よ
り
旅
行
に
か
か
る
費
用

は
上
昇
し
て
い
る
。
旅
行
者
は
よ
り
吟
味
し
て
旅
行
先
と

そ
の
内
容
を
選
択
す
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
旅
行
需
要

は
戻
る
が
、
変
化
し
て
戻
る

4

4

4

4

4

4

。

需
要
を
け
ん
引
す
る
の
は
、
外
国
人
旅
行
者
だ
ろ
う
。

日
本
政
策
投
資
銀
行
と
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
が

発
表
し
た
「
Ｄ
Ｂ
Ｊ
・
Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｆ
ア
ジ
ア
・
欧
米
豪 

訪

日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向
調
査 

２
０
２
２
年
度
版
」
で

は
、
次
に
海
外
旅
行
し
た
い
国
・
地
域
に
「
日
本
」
を
挙

げ
た
人
が
ア
ジ
ア
居
住
者
で
１
位
、
欧
米
豪
居
住
者
で
２

位
と
な
っ
た
。「
食
事
」「
治
安
」「
買
い
物
」「
宿
泊
施
設
」

な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
へ
の
関
心
も
見
ら
れ
た
。

現
在
、
観
光
地
を
持
つ
自
治
体
で
は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ

を
見
据
え
た
「
再
生
、
復
興
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
観
光
振

興
計
画
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
念
頭
に
置
か
れ
て

い
る
こ
と
は
、
単
に
新
型
コ
ロ
ナ
以
前
の
状
況
に
戻
そ
う

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
地
域
住
民
の
生
活
な
ど
地
域
社

会
と
文
化
に
配
慮
し
、
観
光
地
の
環
境
を
大
切
に
し
た
う

え
で
、
観
光
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
標
に
し
た

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
持
続
可
能
な
観
光
）
に
則

っ
た
計
画
策
定
で
あ
る
。
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
ら
の
マ
ラ
マ

ハ
ワ
イ
（
ハ
ワ
イ
を
思
い
や
る
心
）
の
よ
う
に
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
訪
問
者
の
相
互
理
解
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
体
験
型
観
光

―
担
い
手
で
あ
る
Ｍ
Ｓ
Ｍ
Ｅ
の
持
続
可
能
性
を
考
え
る
―

中
村　

忠
司

東
京
経
済
大
学 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部 

教
授

筆者プロフィール

中村 忠司氏
（なかむら・ただし）

東京経済大学コミュニケーション学部教授。大阪府堺市生ま
れ。法政大学大学院政策創造研究科修士課程修了。修士（政策
学）。JTBコミュニケーションズ、大阪観光大学観光学部教授
を経て現職。専門は観光学。著書に『新・観光学入門』（編著、
晃洋書房）、『旅行会社物語』（共著、教育評論社）、『地域は物
語で10倍人が集まる』（共著、生産性出版）、『人はなぜ食を求
めて旅に出るのか―フードツーリズム入門』（編著、晃洋書房）
などがある。日本フードツーリズム学会会長、コンテンツツー
リズム学会常務理事。

新
た
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
×
地
域
活
性
化
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観
光
を
通
じ
て
よ
り
良
い
観
光
地
を
形
成
す
る
た
め
の

「
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
再
生
型
観
光
）」、

つ
ま
り
観
光
客
が
去
る
と
き
に
観
光
地
の
状
況
が
よ
り
良

く
な
っ
て
い
る
と
い
う
状
態
を
目
指
す
取
り
組
み
も
あ
る
。

本
論
で
は
、
今
回
の
特
集
テ
ー
マ
を
受
け
、
テ
ー
マ
性

の
高
い
体
験
型
観
光
と
地
域
活
性
化
に
触
れ
な
が
ら
、
そ

の
担
い
手
で
あ
る
中
小
零
細
企
業
（M

icro Sm
all &

 
M

edium
 Enterprises - M

SM
E

）
が
体
験
型
観
光
を

持
続
可
能
に
す
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え

て
い
き
た
い
。

体
験
型
観
光
と
地
域
活
性
化

観
光
庁
（
２
０
１
０
）
で
は
「
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
旅

行
商
品
創
出
・
流
通
促
進
ポ
イ
ン
ト
集
」
の
中
で
「
ニ
ュ

ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、
厳
密
な
定
義
づ
け
は
出
来

な
い
が
、
従
来
の
物
見
遊
山
的
な
観
光
旅
行
に
対
し
て
、

テ
ー
マ
性
が
強
く
、
体
験
型
・
交
流
型
の
要
素
を
取
り
入

れ
た
新
し
い
形
態
の
旅
行
を
指
す
。
テ
ー
マ
と
し
て
は
産

業
観
光
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
、

ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
等
が
挙
げ
ら
れ
、

旅
行
商
品
化
の
際
に
地
域
の
特
性
を
活
か
し
や
す
い
こ
と

か
ら
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い

る
」
と
し
て
い
る
。
他
に
も
テ
ー
マ
と
し
て
、文
化
観
光
、

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
食
・
映
画
・

ア
ニ
メ
・
山
林
・
花
等
を
観
光
資
源
と
し
た
ニ
ュ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
挙
げ
て
い
る
。
重
要
な
の
は
、
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
、
単
に
旅
行
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
多
品
種
化
す
る
の

で
は
な
く
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
地
域
発
の
着
地
型

旅
行
で
あ
り
、
地
域
活
性
化
に
貢
献
す
る
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。

海
外
で
は「N

iche T
ourism

（
ニ
ッ
チ
ツ
ー
リ
ズ
ム
）」

と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
が
、
テ
ー
マ
別
の
観
光
と
考
え
て

い
い
だ
ろ
う
。
観
光
資
源
に
注
目
し
、
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼

や
酒
蔵
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
〇
〇
観
光
と
さ
れ
る
も
の
が
多

い
。
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
は
な

く
、
対
象
と
な
る
観
光
や
観
光
施
策
の
土
台
や
方
法
論
と

な
る
考
え
方
で
あ
る
。
今
後
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

を
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
し
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
再
検
討
が
進
む
こ
と
に
な
る
。

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
聞
く
と
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
対
策
や
環
境
負
荷
の
抑
制
な
ど
を
イ
メ
ー
ジ
す
る

が
、
対
象
は
環
境
だ
け
で
は
な
く
、
住
民
が
観
光
客
を
も

て
な
し
た
り
、
良
い
仕
事
を
生
み
出
し
た
り
す
る
こ
と
も

重
要
な
要
素
で
あ
る
。
国
連
世
界
観
光
機
関
（
以
下
、
Ｕ

Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
日
本
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
持
続

可
能
な
観
光
を
わ
か
り
や
す
く
定
義
す
る
と
、「
訪
問
客
、

業
界
、
環
境
お
よ
び
訪
問
客
を
受
け
入
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
つ
つ
、現
在
お
よ
び
将
来
の
経
済
、

社
会
、
環
境
へ
の
影
響
を
十
分
に
考
慮
す
る
観
光
」
と
し

て
い
る
。
藤
稿
（
２
０
１
８
）
で
は
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ

ー
リ
ズ
ム
に
求
め
ら
れ
る
３
つ
の
要
素
」
を
図
１
の
よ
う

に
示
し
て
い
る
。

体
験
型
観
光
を
支
え
る
小
規
模
事
業
者

体
験
型
観
光
の
持
続
可
能
性
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、

こ
こ
で
は
そ
の
担
い
手
に
注
目
し
た
い
。
体
感
型
観
光
の

多
く
は
小
規
模
事
業
者
が
担
っ
て
い
る
。
観
光
産
業
は
裾

野
が
広
く
、
観
光
地
で
あ
れ
ば
ほ
と
ん
ど
の
事
業
者
が
何

ら
か
の
関
わ
り
を
持
つ
が
、
核
と
な
る
事
業
者
の
数
は
少

な
く
、
多
く
は
中
小
零
細
企
業
で
あ
る
。

２
０
２
２
年
９
月
に
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・

バ
リ
島
で
の
Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
に
合
わ
せ
て
策
定
し
た
、
観

光
関
連
の
中
小
零
細
企
業
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
観
光

産
業
の
変
革
の
主
体
に
据
え
る
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

「
観
光
変
革
の
担
い
手
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
Ｍ
Ｓ

Ｍ
Ｅ
の
強
化
―
人
を
中
心
と
し
た
復
興
（
拙
訳
、
以
下
同

じ
）」
は
、「
１
．
人
的
資
本
＝
雇
用
、
ス
キ
ル
、
企
業
家

精
神
、
教
育
」「
２
．
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
デ
ジ
タ
ル
化
、

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
エ
コ
ノ
ミ
ー
」「
３
．
女
性
と
若
者
の

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
」「
４
．
気
候
変
動
対
策
、
生
物
多

様
性
保
全
、
循
環
型
社
会
の
構
築
」「
５
．
政
策
、
ガ
バ

ナ
ン
ス
、
投
資
の
枠
組
み
」
の
五
つ
の
柱
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。
副
題
に
「
人
を
中
心
と
し
た
復
興
」
と
あ
る
よ
う

に
、
人
、
特
に
Ｍ
Ｓ
Ｍ
Ｅ
の
人
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

図１　サステナブルツーリズムに求められる３つの要素
出典：藤稿（2018）

本当の
サステナブル
ツーリズム

経済的に
成長できる

社会文化的に
好ましい

環境的に
適正である

・�長期的利益の担保 
（観光地、企業ともに）

・地域の繁栄
・利益の公平な分配
・就業機会の創出
・観光客満足
� など

・伝統、文化の保全
・�地域コミュニティの 

幸福創出
・地域住民参加
・雇用の質
・�人権尊重と社会平等 
（障害者、マイノリティ、 
社会的弱者への配慮）

・ユニバーサルデザイン
・犯罪防止
� など

・�地域的環境問題の削減 
（騒音、ゴミ問題、その他）

・�地球環境の保全 
（気候変動、生物多様性の損失、その他）

・景観保全
・資源の過剰利用回避
・環境汚染の回避
・持続可能な消費と生産
� など

特 集
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人
を
変
革
す
る
こ
と
な
し
に
、
持
続
可
能
性
、
人
的
資
本
、

デ
ジ
タ
ル
化
と
い
っ
た
課
題
に
直
面
す
る
観
光
産
業
が
、

よ
り
持
続
可
能
で
包
括
的
な
モ
デ
ル
へ
と
移
行
し
、
持
続

可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
へ
の
貢
献
が
進
む
こ
と

は
達
成
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
観
光
産
業
の
復
興
と
将

来
の
発
展
の
中
心
に
Ｍ
Ｓ
Ｍ
Ｅ
を
据
え
て
い
る
と
こ
ろ
が

特
徴
的
で
あ
る
。

人
的
資
本

行
動
指
針
の
中
で
、
今
回
の
テ
ー
マ
に
関
連
性
が
高
い

の
が
、
１
と
２
の
柱
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
優
先
事
項
が

あ
り
、
１
は
「
人
材
を
維
持
し
、
ひ
き
つ
け
る
」
と
「
労

働
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ
（
学
び
直
し
）、

新
し
い
技
術
習
得
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

よ
い
人
材
の
採
用
と
定
着
は
小
規
模
企
業
に
と
っ
て
特

に
重
要
で
あ
る
。日
本
で
も
コ
ロ
ナ
禍
で
の
休
業
に
よ
り
、

多
く
の
人
材
が
観
光
業
か
ら
流
出
し
た
。
体
験
型
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
企
業
に
お
い
て
、
人
材
の
定
着
は
賃

金
だ
け
で
な
く
仕
事
の
や
り
が
い
や
楽
し
さ
が
大
き
な
要

素
と
な
る
。
や
り
が
い
は
体
験
と
い
う
人
と
人
の
相
互
作

用
に
関
係
が
あ
り
、
参
加
者
（
旅
行
者
）
の
満
足
度
が
大

き
く
影
響
す
る
。
ま
た
、
研
修
な
ど
に
よ
る
新
し
い
ス
キ

ル
の
獲
得
も
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
バ
ー
チ
ャ
ル
ラ
ー
ニ
ン
グ
が
提

案
さ
れ
て
い
る
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
中
、
多
く
の
人
が
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
経
験
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
都
市
部
で
は
当
た
り
前
な
こ
と
が
、
地
方

で
も
そ
う
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
情
報
ア

ク
セ
ス
の
格
差
は
存
在
す
る
。
た
だ
地
理
的
な
面
か
ら
考

え
る
と
、
広
域
で
あ
る
地
方
こ
そ
オ
ン
ラ
イ
ン
は
活
用
し

や
す
い
。
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
で
は
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
オ
ン
ラ
イ
ン
・

ア
カ
デ
ミ
ー
な
ど
の
既
存
の
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
推
進
・
拡
大
す
る
と
し
て
い
る
。

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
市
民
感
情
の
悪
化
を
受

け
て
、
行
政
で
は
観
光
客
の
満
足
度
だ
け
で
な
く
、
住
民

の
観
光
に
対
す
る
意
識
に
敏
感
に
な
っ
た
。
今
後
は
、
さ

ら
に
観
光
客
と
の
直
接
の
接
点
で
あ
る
観
光
に
関
わ
る
Ｍ

Ｓ
Ｍ
Ｅ
の
意
識
も
き
ち
ん
と
把
握
す
る
こ
と
が
望
ま
れ

る
。「
人
材
を
維
持
し
、
ひ
き
つ
け
る
」
た
め
に
は
、
体

験
を
提
供
す
る
側
の
満
足
度
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
と
な

る
。
体
験
型
観
光
の
場
合
、
単
に
お
金
を
支
払
っ
て
一
方

的
に
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
取
る
わ
け
で
は
な
い
。
人
間
間
の

サ
ー
ビ
ス
は
相
互
的
な
関
係
を
作
り
出
す
。
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
者
に
と
っ
て
も
受
け
手
に
と
っ
て
も
、
充
実
し
た
も

の
に
な
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
デ
ジ
タ
ル
化

２
で
は
「
中
小
企
業
や
地
域
社
会
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル

適
応
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
、
顧
客

体
験
の
向
上
や
企
業
間
、
企
業
と
顧
客
の
シ
ー
ム
レ
ス
な

対
応
と
し
て
数
十
年
前
か
ら
進
め
ら
れ
て
き
た
デ
ジ
タ
ル

化
を
加
速
・
拡
大
さ
せ
る
役
割
を
果
た
し
た
。
そ
の
一
方

で
、
農
村
地
域
や
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
の
低
い
人
な
ど
が
い

る
中
で
デ
ジ
タ
ル
・
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
。
解
決
策
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
・
イ
ン
フ
ラ

や
デ
バ
イ
ス
、
そ
し
て
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
の
欠
如
の
克
服
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
証
明
書
や
デ

ジ
タ
ル
旅
行
Ｉ
Ｄ
、
非
接
触
型
の
取
り
引
き
な
ど
、
安
全

で
シ
ー
ム
レ
ス
な
旅
行
を
促
進
す
る
た
め
に
は
技
術
や
シ

ス
テ
ム
の
相
互
運
用
や
相
互
承
認
が
不
可
欠
に
な
る
。
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、「
体
験
型
観
光
」
を
革
新
し
て
提
供

す
る
こ
と
も
提
案
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
観
光
エ
コ
シ

ス
テ
ム
全
体
に
デ
ジ
タ
ル
化
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
必
要

と
さ
れ
る
。
デ
ジ
タ
ル
化
を
全
て
の
事
業
者
が
取
り
入
れ

る
こ
と
で
、
旅
行
者
は
途
切
れ
る
こ
と
な
く
快
適
な
旅
を

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
に
は
地
域
の
行
政
や

Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
シ
ス
テ
ム
の
取
り
ま
と
め
役
に
な
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。
地
域
で
取
り
残
さ
れ
る
企
業
を
で
き
る
だ
け

少
な
く
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
価
値
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。

現
代
の
観
光
の
特
徴
は
多
様
な
消
費
が
伴
う
移
動
と
い

う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
始
ま
っ
た
時
代

で
は
、
体
験
型
観
光
商
品
の
流
通
が
大
き
な
課
題
と
な
り

機
会
損
失
も
生
ま
れ
た
。
カ
ス
タ
マ
ー
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス

（
Ｃ
Ｘ
）
が
多
様
化
し
、
そ
の
ニ
ー
ズ
も
高
く
な
っ
た
現
在

で
は
、
優
れ
た
ト
ラ
ベ
ル
テ
ッ
ク
が
多
数
出
現
し
て
い
る
。

Ｖ
Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ｒ
Ａ
や
ア
ソ
ビ
ュ
ー
、GetY

ourGuide

な
ど
の

体
験
予
約
サ
イ
ト
で
は
、
ス
マ
ホ
を
使
っ
て
体
験
に
空
き

が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
予
約
で
き
る
。A

irbnb

も
新
型
コ
ロ
ナ

前
か
ら
、
ロ
ー
カ
ル
ガ
イ
ド
に
よ
る
体
験
を
他
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
と
の
差
別
化
の
柱
と
し
て
積
極
的
に
展
開
し

て
い
る
。

持
続
可
能
な
受
入
れ
体
制

Ｍ
Ｓ
Ｍ
Ｅ
同
士
が
積
極
的
に
つ
な
が
る
こ
と
が
地
域
の

受
入
れ
能
力
を
高
め
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
性
化
す

る
。
同
じ
地
域
の
別
業
種
、
他
地
域
の
同
業
種
と
情
報
を

交
換
す
る
。
協
力
し
合
い
、
仕
事
を
回
し
合
い
な
が
ら
、

楽
し
く
仕
事
を
進
め
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
う
。
現
在
の

仕
事
の
埋
ま
り
具
合
が
関
係
者
にT

w
itter

の
つ
ぶ
や
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き
等
で
わ
か
る
と
、
お
互
い
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
調
整
す

る
こ
と
も
で
き
る
。
持
続
可
能
な
供
給
体
制
は
、
み
ん
な

で
融
通
し
合
え
る
環
境
を
作
る
こ
と
が
大
事
だ
。

さ
ら
に
は
街
で
カ
バ
ー
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
日
本
を

代
表
す
る
訪
日
外
国
人
旅
行
者
に
人
気
の
旅
館
「
澤
の
屋

旅
館
（
東
京
都
台
東
区
）」
は
、夕
食
を
提
供
し
て
い
な
い
。

宿
泊
客
は
、
旅
館
が
提
供
す
る
谷
中
の
街
の
英
語
版
マ
ッ

プ
を
頼
り
に
、
今
日
は
ど
こ
で
食
べ
よ
う
か
と
考
え
な
が

ら
散
策
す
る
。
館
主
の
澤
功
さ
ん
は
「
街
が
あ
る
か
ら
、

夕
食
を
提
供
し
な
く
て
も
や
っ
て
い
け
る
」
と
話
す
。
宿

泊
し
た
あ
る
外
国
人
旅
行
者
は
、
街
に
出
て
食
べ
た
居
酒

屋
で
の
思
い
出
を
「
店
は
混
ん
で
い
た
が
、
座
っ
て
い
る

人
が
席
を
移
動
し
て
く
れ
て
食
べ
る
こ
と
が
で
き
た
。
焼

き
鳥
は
美
味
し
か
っ
た
が
、
そ
れ
以
上
に
親
切
な
人
の
行

為
が
忘
れ
ら
れ
な
い
」
と
話
す
。
ロ
ー
カ
ル
な
場
で
行
わ

れ
る
他
者
と
の
さ
さ
や
か
な
気
持
ち
の
交
換
、
接
客
し
て

く
れ
る
人
と
の
ち
ょ
っ
と
し
た
会
話
や
そ
の
表
情
、
シ
ェ

フ
の
ふ
る
ま
い
、
周
り
で
食
べ
る
人
の
所
作
は
確
実
に
旅

の
印
象
を
深
め
、
偶
然
の
幸
せ
な
出
会
い
（
セ
レ
ン
デ
ィ

ピ
テ
ィ
）
が
旅
に
彩
り
を
与
え
る
。

１
軒
の
宿
、
個
々
の
飲
食
店
や
お
土
産
店
、
体
験
施
設

も
含
め
そ
れ
ぞ
れ
が
旅
行
者
を
囲
い
込
ま
ず
に
街
と
し
て

も
て
な
す
。
全
国
的
に
こ
の
考
え
を
推
進
し
て
い
る
法
人

と
し
て
、
日
本
ま
ち
や
ど
協
会
が
あ
り
、
ま
ち
を
一
つ
の

宿
と
見
立
て
宿
泊
施
設
と
地
域
の
日
常
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

さ
せ
、
ま
ち
ぐ
る
み
で
宿
泊
客
を
も
て
な
す
こ
と
で
地
域

価
値
を
向
上
し
て
い
く
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

人
的
資
本
の
持
続
可
能
性

最
後
に
、提
供
者
の
持
続
可
能
性
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。

従
来
の
観
光
政
策
で
は
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重
要
業
績
評
価
指
標
）

に
観
光
客
数
が
挙
げ
ら
れ
成
長
志
向
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
な

っ
て
い
た
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
の
観
光
振
興
計
画
の
中
で

は
、
観
光
客
の
行
動
変
容
を
想
定
し
、
持
続
可
能
な
観
光

地
域
づ
く
り
事
業
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
計
画
の
視
点

に
供
給
側
の
持
続
可
能
性
を
組
み
込
ん
で
い
く
こ
と
が
大

切
に
な
る
。
特
に
Ｍ
Ｓ
Ｍ
Ｅ
の
量
と
質
の
向
上
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
体
験
型
観
光
の
担
い
手
の
新
規
参
入
を
仕
組

み
と
し
て
確
立
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
だ
。
地
域
と
し
て

少
数
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
メ
ニ
ュ
ー
を

増
や
し
、
旅
の
商
品
群
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
。
そ

の
た
め
に
は
、
市
民
や
比
較
的
近
い
エ
リ
ア
の
方
の
起
業

を
促
す
方
策
が
必
要
と
な
る
。
近
隣
の
市
民
や
近
い
エ
リ

ア
か
ら
の
旅
行
者
に
体
験
型
観
光
を
通
し
て
事
業
参
画
に

も
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
取
り
組
み
を
し
て
い
き
た

い
。
そ
の
た
め
の
教
育
も
用
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

星
野
リ
ゾ
ー
ト
代
表
の
星
野
佳
路
さ
ん
が
提
唱
す
る
マ

イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
話
題
を
呼
ん
だ
。
星
野
リ
ゾ
ー
ト

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
「
３
密

を
避
け
な
が
ら
地
元
の
方
が
近
場
で
過
ご
す
旅
の
ス
タ
イ

ル
。
自
宅
か
ら
１
〜
２
時
間
程
の
距
離
で
、
安
心
、
安
全

に
過
ご
し
な
が
ら
地
域
の
魅
力
を
深
く
知
る
き
っ
か
け
に

な
り
、
地
域
経
済
に
も
貢
献
し
ま
す
。
保
養
目
的
で
旅
館

や
ホ
テ
ル
に
行
き
、
温
泉
や
自
然
散
策
、
料
理
を
楽
し
み
、

活
力
を
取
り
戻
す
滞
在
旅
行
で
す
」
と
定
義
し
て
い
る
。

私
は
こ
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
、
安
・
近
・
探

（
安
心
・
安
全
、
近
距
離
、
探
求
）
の
旅
と
考
え
て
い
る
。

マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
旅
は
単
に
近
場
の
旅
で
は
な

い
。
ポ
イ
ン
ト
は
地
元
の
人
が
、
地
元
を
探
求
す
る
こ
と

に
あ
る
。
例
え
ば
ガ
イ
ド
付
き
の
ま
ち
歩
き
の
場
合
、
遠

方
か
ら
の
客
は
短
い
時
間
で
簡
単
に
説
明
し
て
欲
し
い
と

思
っ
て
い
る
の
に
、
ガ
イ
ド
の
説
明
が
く
ど
い
と
苦
情
が

出
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
地
元
か
ら
の
参
加
者

は
、時
間
の
余
裕
も
あ
る
の
で
ゆ
っ
く
り
と
説
明
を
聞
き
、

ガ
イ
ド
と
参
加
者
双
方
の
満
足
度
が
高
く
な
る
。
マ
イ
ク

ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
は
、
訪
れ
た
土
地
の
表
面
だ
け
を
見
て

通
り
過
ぎ
て
い
く
の
で
は
な
く
、
参
加
者
自
体
が
ま
ち
歩

き
な
ど
用
意
さ
れ
た
体
験
型
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
善
に

も
関
与
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

参
加
者
（
ゲ
ス
ト
）
が
興
味
を
持
ち
、
Ｍ
Ｓ
Ｍ
Ｅ
の
方

と
つ
な
が
る
こ
と
で
、
や
が
て
提
供
者
（
ホ
ス
ト
）
と
な

る
可
能
性
が
高
ま
る
。
地
域
は
、
ゲ
ス
ト
が
ホ
ス
ト
に
な

る
仕
組
み
づ
く
り
を
探
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
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ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
の
概
念

「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
（
Ａ
Ｔ
）」
と
は
、
一
般

的
に
「
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
」「
自
然
」「
異
文
化
体
験
」
の

三
つ
の
要
素
の
う
ち
、
二
つ
以
上
を
組
み
合
わ
せ
た
旅
行

形
態
と
定
義
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
Ａ
Ｔ
を
推
進
す
る
世

界
最
大
の
組
織
で
あ
る
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
・
ト

レ
ー
ド
・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ａ
） 

は
、「
今

ま
で
に
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
体
験
」「
自
己
変
革
」「
健
康
で

あ
る
こ
と
」「
挑
戦
」「
ロ
ー
イ
ン
パ
ク
ト
」
と
い
っ
た
五

つ
の
体
験
価
値
を
提
唱
し
て
お
り
、
よ
り
本
質
的
な
理
解

と
し
て
は
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
通
じ
て
自
然
体
験
や
異

文
化
体
験
を
行
い
、
地
域
の
人
々
と
双
方
向
で
触
れ
合
い

楽
し
み
な
が
ら
、
そ
の
土
地
の
自
然
と
文
化
を
よ
り
深
く

知
る
こ
と
で
自
分
の
内
面
が
変
わ
っ
て
い
く
よ
う
な
旅
行

形
態
を
指
し
ま
す
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
や
旅
行
を
通
じ

た
地
域
貢
献
を
重
要
視
す
る
層
か
ら
も
支
持
さ
れ
て
お

り
、
主
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
北
米
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
中

心
と
し
た
富
裕
層
に
人
気
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

◆◆◆

Ａ
Ｔ
の
世
界
市
場
規
模
は
70
兆
円
を
超
え
る
と
言
わ
れ

て
お
り
、
従
来
の
旅
行
形
態
「
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
比

較
し
て
、
旅
行
者
一
人
当
た
り
の
消
費
額
や
地
域
へ
の
経

済
波
及
効
果
が
大
き
く
、
ま
た
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
時
代
に
お
い
て
需
要
拡
大
が
期
待
で
き
る
観
光

分
野
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

北
海
道
は
Ａ
Ｔ
の
適
地

北
海
道
は
、
世
界
自
然
遺
産
の
知
床
を
は
じ
め
と
し
た

「
美
し
く
雄
大
な
自
然
」
や
「
豊
か
な
食
」、
ア
イ
ヌ
文
化

や
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
縄
文
遺
跡
群
と
い
っ
た

「
北
海
道
独
自
の
文
化
」、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
カ
ヌ
ー
、
ス

キ
ー
と
い
っ
た
「
多
様
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
」
を
楽
し
む

環
境
が
整
っ
て
お
り
、
四
季
を
通
じ
て
楽
し
め
る
Ａ
Ｔ
コ

ン
テ
ン
ツ
が
豊
富
に
そ
ろ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ま
さ
に
Ａ

Ｔ
の
適
地
と
言
え
ま
す
。
北
海
道
の
観
光
施
策
に
お
い
て

も
、観
光
の
柱
の
一
つ
と
し
て
Ａ
Ｔ
を
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
北
海
道
の
Ａ
Ｔ
の
魅
力
を
世
界
に
発
信
し
て

い
く
た
め
、「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
・
ワ
ー
ル
ド

◆◆◆

サ
ミ
ッ
ト
（
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
）」
の
誘
致
を
目
指
し
、
２
０
１

９
年
３
月
に
国
や
自
治
体
・
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
（
Ｄ

Ｍ
Ｏ
）
で
構
成
さ
れ
る
「
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
誘
致
準
備
会
」
が
発

足
、
２
０
２
０
年
４
月
に
は
経
済
団
体
や
観
光
関
連
団
体

等
を
加
え
て
「
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
北
海
道
実
行
委
員
会
」
が
発
足

し
、
官
民
一
体
・
オ
ー
ル
北
海
道
の
体
制
で
誘
致
活
動
を

行
い
、
北
海
道
で
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

世
界
約
70
カ
国
の
旅
行
関
係
者
が
参
加

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
・
ワ
ー
ル
ド
サ
ミ
ッ
ト（
Ａ

Ｔ
Ｗ
Ｓ
）
は
、
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ａ
が
主
催
す
る
世
界
最
大
の
Ａ
Ｔ

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
世
界
中
の
約
70
カ
国
か
ら
旅
行
会
社
や

メ
デ
ィ
ア
、
ツ
ア
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
、
ア
ウ
ト
ド
ア
メ
ー

カ
ー
、
政
府
観
光
局
、
観
光
協
会
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
な
ど
約
８
０

０
人
の
関
係
者
が
参
加
し
、
期
間
中
に
Ａ
Ｔ
ツ
ア
ー
体
験

や
講
演
会
、
セ
ミ
ナ
ー
、
商
談
会
等
が
行
わ
れ
ま
す
。

Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
の
ア
ジ
ア
初
開
催
が
、
２
０
２
１
年
９
月
に

北
海
道
で
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
バ
ー
チ
ャ
ル
開

催
と
な
り
、
映
像
発
信
や
商
談
会
・
メ
デ
ィ
ア
交
流
会
な

ど
が
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
バ
ー
チ
ャ
ル

開
催
で
発
信
し
た
北
海
道
を
は
じ
め
と
し
た
日
本
各
地
の

Ａ
Ｔ
の
映
像
は
多
く
の
参
加
者
に
感
銘
を
与
え
、
主
催
者

で
あ
る
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ａ
か
ら
も
高
い
評
価
を
得
た
こ
と
か
ら
、

再
び
チ
ャ
ン
ス
を
い
た
だ
き
、
２
０
２
３
年
９
月
に
北
海

道
で
の
リ
ア
ル
開
催
が
決
定
し
ま
し
た
。

２
０
２
３
年
の
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
は
９
月
11
日
か
ら
９
月
14
日

に
か
け
て
、
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
メ
イ
ン

会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
会
期
の
約
１
週
間
前
か
ら

◆◆◆

北
海
道

坂
口　

大
晃

Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
北
海
道
実
行
委
員
会
事
務
局
員

北
海
道
経
済
部
観
光
局
観
光
振
興
課
主
任

―「
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
北
海
道
／
日
本
」
に
向
け
て
―

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
の
推
進

新
た
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
×
地
域
活
性
化
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道
内
・
道
外
各
地
で
、
４
～
５
日
間
程
度
の
ツ
ア
ー
「
プ

レ
・
サ
ミ
ッ
ト
・
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
（
Ｐ
Ｓ
Ａ
）」
が
実

施
さ
れ
、
会
期
初
日
に
は
札
幌
市
を
起
点
と
し
た
日
帰
り

ツ
ア
ー
「
デ
イ
・
オ
ブ
・
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
（
Ｄ
Ｏ
Ａ
）」、

会
期
２
～
４
日
目
に
は
各
種
講
演
会
、
セ
ミ
ナ
ー
、
商
談

会
等
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
会
期
終
了
後
に
は
道
内

４
地
域
で
ツ
ア
ー
や
商
談
会
を
セ
ッ
ト
に
し
た
『
ミ
ニ
Ａ

Ｔ
Ｗ
Ｓ
』
で
あ
る
「
ポ
ス
ト
・
サ
ミ
ッ
ト
・
ア
ド
ベ
ン
チ

ャ
ー
（
Ｐ
ｏ
ｓ
ｔ

−

Ｓ
Ａ
）」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
に
参
加
す
る
世
界
各
国
の
旅
行
会
社
や
メ
デ

ィ
ア
関
係
者
な
ど
に
、
北
海
道
の
Ａ
Ｔ
の
魅
力
を
直
接
伝

え
る
絶
好
の
機
会
と
な
り
ま
す
の
で
、
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
北
海
道

実
行
委
員
会
で
は
、
旅
行
業
界
に
お
け
る
機
運
の
醸
成
や

認
知
度
の
向
上
、
Ａ
Ｔ
に
対
応
し
た
質
の
高
い
ガ
イ
ド
の

育
成
・
確
保
、
高
い
顧
客
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
魅
力
あ
る

Ａ
Ｔ
商
品
の
造
成
・
磨
き
上
げ
、
Ａ
Ｔ
商
品
の
販
売
体
制

の
整
備
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
観
光
立
国
北
海
道
」
の
再
構
築

Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
は
、
磨
き
上
げ
て
き
た
北
海
道
の
Ａ
Ｔ
コ
ン

テ
ン
ツ
を
世
界
に
お
披
露
目
す
る
機
会
と
な
り
ま
す
が
、

Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
の
開
催
効
果
が
一
過
性
の
も
の
と
な
ら
な
い
よ

う
、
中
長
期
的
な
Ａ
Ｔ
推
進
に
向
け
て
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

◆◆◆

グ
戦
略
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
地
域
の
観
光
関

連
事
業
者
に
定
着
さ
せ
、
商
業
ベ
ー
ス
と
し
て
成
立
さ
せ

な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
北
海
道
の
観
光
関
連
産
業
は
極
め
て
厳
し
い
状
況
に

置
か
れ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

っ
て
生
じ
た
価
値
観
の
変
化
を
的
確
に
捉
え
な
が
ら
、
広

大
な
自
然
の
中
で
密
に
な
り
に
く
い
ア
ウ
ト
ド
ア
環
境
な

ど
、
北
海
道
の
優
位
性
を
生
か
し
た
新
た
な
旅
行
ス
タ
イ

ル
と
し
て
「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
」
を
定
着
さ
せ
、

北
海
道
観
光
の
高
付
加
価
値
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

北海道 AT ポータル
Web サイト

ATWS2021 Virtual
YouTube 再生リスト

ATWS 北海道実行委員会

アドベンチャートラベル・ワールドサミットの広報画像
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特 集
伊
達
氏
発
祥
の
地

伊
達
市
は
、
福
島
県
の
県
北
に
位
置
し
、
自
然
豊
か
で

農
業
が
盛
ん
な
ま
ち
で
す
。
特
産
の
あ
ん
ぽ
柿
発
祥
の
地

で
あ
り
、
全
国
で
も
有
数
の
桃
の
産
地
で
す
。
歴
史
の
面

で
は
伊
達
政
宗
に
代
表
さ
れ
る
伊
達
氏
ゆ
か
り
の
史
跡
が

数
多
く
残
さ
れ
る
「
伊
達
氏
発
祥
の
地
」
で
す
。

市
内
に
は
、
伊
達
氏
を
初
め
て
名
乗
っ
た
初
代
伊
達
朝

宗
の
居
城
跡
で
あ
る
高
子
岡
城
跡
が
あ
り
、
こ
こ
で
伊
達

氏
の
歴
史
が
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
17

代
伊
達
政
宗
が
先
勝
祈
願
に
訪
れ
た
梁
川
八
幡
神
社
、
中

世
の
庭
園
が
現
存
す
る
梁
川
城
跡
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
特

に
、
梁
川
城
跡
の
一
部
は
、
伊
達
氏
梁
川
遺
跡
群
と
し
て

令
和
元
年
に
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
東
北
地
方

の
中
世
の
館
と
し
て
内
部
に
庭
園
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る

の
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
こ
の
遺
跡
群
の
み
で
あ
り
、
非
常

に
貴
重
な
遺
跡
で
す
。こ
う
し
た
史
跡
が
残
さ
れ
て
お
り
、

地
域
に
は
歴
史
と
文
化
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。

◆◆◆

ア
ニ
メ
「
政
宗
ダ
テ
ニ
ク
ル
」
の
制
作

市
内
に
残
さ
れ
て
い
る
史
跡
な
ど
の
歴
史
資
源
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
伊
達
氏
の
歴
史
巡
り
や
市
内

の
周
遊
観
光
に
つ
な
が
る
よ
う
な
ス
ト
ー
リ
ー
性
が
あ
る

Ｐ
Ｒ
方
法
を
検
討
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
当
時
人

気
ア
ニ
メ
に
携
わ
っ
て
い
た
ア
ニ
メ
制
作
会
社
の
ガ
イ
ナ

（
当
時
、
福
島
ガ
イ
ナ
ッ
ク
ス
）
の
紹
介
を
受
け
ま
し
た
。

知
名
度
が
あ
る
企
業
で
、
考
え
て
い
た
Ｐ
Ｒ
方
法
と
マ
ッ

チ
ン
グ
す
る
も
の
で
し
た
。

し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
Ｐ
Ｒ
方
法
が
あ
る
中
で
、
ア
ニ

メ
を
選
択
す
る
に
は
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
民
間
企

業
で
は
な
く
、
自
治
体
が
主
導
で
Ｐ
Ｒ
ア
ニ
メ
を
制
作
す

る
事
例
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
協
議
を
重
ね
、

舞
台
と
な
る
地
域
の
こ
と
や
史
跡
と
な
っ
て
い
る
歴
史
資

源
を
、
ア
ニ
メ
を
活
用
し
て
、
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
決

定
さ
れ
、
平
成
27
年
に
ガ
イ
ナ
と
伊
達
市
が
ア
ニ
メ
「
政

宗
ダ
テ
ニ
ク
ル
」
の
共
同
制
作
を
始
め
ま
し
た
。

ア
ニ
メ
制
作
に
あ
た
っ
て
は
、
ガ
イ
ナ
へ
伊
達
氏
の
こ

◆◆◆

れ
ま
で
の
歴
史
を
伝
え
、
伊
達
の
地
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る

ス
ト
ー
リ
ー
展
開
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
主
人
公
は
、
独

眼
竜
で
知
ら
れ
る
17
代
伊
達
政
宗
で
、
歴
代
の
先
祖
と
力

を
合
わ
せ
な
が
ら
伊
達
の
地
を
守
る
ス
ト
ー
リ
ー
と
な
っ

て
い
ま
す
。
シ
ー
ン
の
随
所
に
伊
達
市
の
風
景
や
今
も
実

在
す
る
建
物
な
ど
が
登
場
し
ま
す
。
ア
ニ
メ
は
、
第
１
話

か
ら
第
６
話
ま
で
制
作
し
て
お
り
、
平
成
28
年
か
ら

Y
ouT

ube

配
信
が
は
じ
ま
り
、
今
で
は
６
話
全
体
で
約

60
万
回
の
視
聴
回
数
を
数
え
ま
す
。
令
和
３
年
４
月
に
は

復
興
を
祈
念
し
て
、
劇
場
版
映
画
も
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

洗
練
さ
れ
た
ビ
ジ
ュ
ア
ル
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
加
え
、

ア
ニ
メ
フ
ァ
ン
の
中
で
も
人
気
の
あ
る
豪
華
な
声
優
陣
が

担
当
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
声
優
フ
ァ
ン
の
方
々
か
ら
も

注
目
さ
れ
ま
し
た
。

上
映
会
や
声
優
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も

制
作
し
た
ア
ニ
メ
「
政
宗
ダ
テ
ニ
ク
ル
」
を
周
知
し
、

伊
達
市
の
歴
史
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
完
成
し
た
ア
ニ
メ
を
披
露
す
る

場
と
し
て
、
市
内
で
上
映
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
上
映
会

で
は
、
ア
ニ
メ
上
映
の
ほ
か
に
声
優
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
パ

◆◆◆

福
島
県
伊
達
市

―
伊
達
氏
発
祥
の
地
と
し
て
の
取
り
組
み
―

佐
藤　

陽
介

伊
達
市
産
業
部
商
工
観
光
課
主
任
主
事

ア
ニ
メ
を
活
用
し
た
観
光
ま
ち
づ
く
り

伊達市を舞台にしたアニメ
「政宗ダテニクル」のイメージ画像

新
た
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
×
地
域
活
性
化

© ガイナ／福島県伊達市
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ネ
ル
展
示
、
特
産
品
販
売
な
ど
を
行
い
、
市
内
外
か
ら
約

１
０
０
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
ア
ニ
メ
好

き
、
声
優
フ
ァ
ン
、
歴
史
に
興
味
が
あ
る
方
な
ど
さ
ま
ざ

ま
で
、
市
内
は
も
と
よ
り
関
東
地
方
や
遠
方
で
は
九
州
か

ら
と
全
国
か
ら
お
迎
え
し
ま
し
た
。各
話
上
映
会
後
に
は
、

Y
ouT

ube
で
公
開
し
、
多
く
の
人
が
視
聴
で
き
る
環
境

を
整
え
ま
し
た
。

ま
た
、
政
宗
ダ
テ
ニ
ク
ル
に
登
場
す
る
伊
達
氏
ゆ
か
り

の
地
に
、歴
史
観
光
や
聖
地
巡
礼
で
訪
れ
や
す
い
よ
う
に
、

駐
車
場
を
整
備
し
案
内
板
を
設
置
し
ま
し
た
。
特
に
、
梁

川
八
幡
神
社
に
隣
接
す
る
公
園
「
政
宗
に
ぎ
わ
い
広
場
」

は
、
ト
イ
レ
や
広
場
の
整
備
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
顔
出
し

パ
ネ
ル
、
掲
示
板
も
設
置
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
整
備

に
よ
り
聖
地
巡
礼
で
訪
れ
た
人
の
目
印
に
な
り
、
記
念
撮

影
す
る
人
や
そ
の
季
節
毎
の
風
景
の
魅
力
に
気
付
く
人
が

い
ま
す
。

地
域
の
方
々
と
協
働
で
推
進
す
る
た
め
、
地
元
商
工
会

な
ど
が
中
心
と
な
り
、
伊
達
市
ア
ニ
メ
ツ
ー
リ
ズ
ム
実
行

委
員
会
が
設
立
さ
れ
、地
元
企
業
や
大
学
な
ど
と
連
携
し
、

「
伊
達
な
ア
ニ
メ
フ
ェ
ス
」
を
２
年
連
続
で
開
催
し
ま
し

た
。
コ
ス
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
や
痛
車
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
が
催

さ
れ
、
多
く
の
参
加
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
（
痛
車
＝
ア

ニ
メ
キ
ャ
ラ
な
ど
で
装
飾
し
た
車
）。

こ
の
ほ
か
に
も
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
グ
ッ
ズ
の
作
成
、
公

用
車
や
地
元
鉄
道
車
両
へ
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
で
ア
ニ
メ
を
活
用
し
て
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
ま
す
。

約
４
年
間
に
わ
た
り
、
政
宗
ダ
テ
ニ
ク
ル
の
制
作
や
市
内

各
所
で
政
宗
ダ
テ
ニ
ク
ル
の
の
ぼ
り
旗
な
ど
の
グ
ッ
ズ
が
目

に
入
る
こ
と
で
、
市
内
で
の
認
知
度
も
高
ま
り
、
伊
達
政

宗
の
先
祖
が
存
在
し
て
い
た
と
の
認
識
も
広
ま
り
ま
し
た
。

事
業
の
継
続
に
向
け
て

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
か
い
も
あ
り
、
２
０
１
９
年
版

◆◆◆

か
ら
４
年
連
続
で
「
訪
れ
て
み
た
い
日
本
の
ア
ニ
メ
聖
地

88
」
に
選
ば
れ
、
フ
ァ
ン
の
方
々
か
ら
一
定
の
認
知
を
得

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
ア
ニ
メ
に
も
、
は
や
り
廃
り
が
あ
り
ま
す
。

市
と
し
て
も
、
こ
の
認
知
を
維
持
し
、
市
を
訪
れ
る
機
会

を
増
や
し
、
市
内
の
お
店
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
ス
テ

ー
ジ
ア
ッ
プ
方
式
の
周
遊
型
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
パ
ス
ポ
ー
ト
や
加
盟
店
の
の
ぼ
り
旗
に
は
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
を
活
用
し
、
街
中
で
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
目
印

に
市
内
周
遊
を
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、
伊
達
氏
ゆ
か
り
の

地
で
は
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
写
真
撮
影
が
で
き
る
ア
プ
リ

を
開
発
し
ま
し
た
。
市
内
で
も
目
に
す
る
機
会
が
増
え
、

少
し
ず
つ
政
宗
ダ
テ
ニ
ク
ル
が
地
域
に
浸
透
し
て
き
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

行
政
主
動
に
よ
り
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
ア

ニ
メ
人
気
は
時
に
爆
発
的
な
盛
り
上
が
り
を
み
せ
、
今
ま

で
伊
達
市
を
知
ら
な
か
っ
た
遠
方
の
方
々
が
訪
れ
る
効
果

を
実
感
し
て
い
ま
す
。
ア
ニ
メ
に
は
、
大
き

な
可
能
性
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ア
ニ

メ
を
通
し
て
伊
達
市
の
歴
史
を
さ
ら
に
多
く

の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
ま
ず
は
市
民

に
親
し
ま
れ
、
愛
さ
れ
る
ア
ニ
メ
、
ま
た
訪

れ
た
人
に
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
継

続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
も
ア
ニ
メ
や

歴
史
を
き
っ
か
け
に
訪
れ
た
人
が
、
楽
し
く

市
内
周
遊
で
き
る
よ
う
仕
組
み
づ
く
り
と
合

わ
せ
て
、
観
光
案
内
や
情
報
発
信
に
も
力
を

入
れ
、
伊
達
市
に
目
を
向
け
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ラッピング車両政宗ブルーライナー

伊達なアニメフェス

政宗ダテニクル上映会（政宗にぎわい広場）
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特 集
つ
く
ば
霞
ヶ
浦
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
の
概
要

つ
く
ば
霞
ヶ
浦
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
は
、
茨
城
県
の
南
部

に
位
置
し
、
国
内
第
２
位
の
湖
面
積
「
霞
ヶ
浦
」、
西
の

富
士
・
東
の
筑
波
と
も
称
さ
れ
る
「
筑
波
山
」
と
い
う
、

茨
城
県
の
誇
る
２
大
名
所
を
中
心
と
し
た
全
長
約
１
８
０

㌔
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
で
す
。

コ
ー
ス
の
特
徴
は
、
ほ
ぼ
平
坦
基
調
で
あ
り
サ
イ
ク
リ

ン
グ
初
心
者
で
も
楽
に
走
れ
る
こ
と
で
す
。
ま
た
霞
ヶ
浦

１
周
や
コ
ー
ス
に
隣
接
す
る
筑
波
山
で
の
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム

な
ど
、
多
く
の
上
級
者
に
も
好
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
交
通
ア
ク
セ
ス
に
も
優
れ
て
お
り
、
多
数
の
無

料
駐
車
場
が
あ
り
、
電
車
で
も
都
心
か
ら
１
時
間
以
内
で

来
ら
れ
る
た
め
、
週
末
に
は
県
内
外
の
多
く
の
サ
イ
ク
リ

ス
ト
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

１
９
８
７
年
に
廃
線
と
な
っ
た
筑
波
鉄
道
の
廃
線
跡

を
、
１
９
９
１
年
か
ら
県
が
自
転
車
道
と
し
て
整
備
を
開

始
し
、
２
０
０
２
年
、
桜
川
市
か
ら
土
浦
市
間
の
全
線
約

40
㌔
が
つ
く
ば
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
と
し
て
開
通
、
平
行
す

◆◆◆

る
形
で
２
０
０
０
年
か
ら
霞
ヶ
浦
の
北
岸
を
県
が
霞
ヶ
浦

自
転
車
道
へ
と
整
備
を
開
始
し
、
同
時
期
に
霞
ヶ
浦
の
南

岸
も
沿
線
市
町
村
が
矢
羽
根
（
位
置
を
示
す
道
路
標
識
）

の
設
置
等
を
開
始
。
２
０
１
６
年
11
月
、
旧
筑
波
鉄
道
廃

線
跡
と
霞
ヶ
浦
自
転
車
道
が
結
ば
れ
、「
つ
く
ば
霞
ヶ
浦

り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
」
の
全
線
開
通
に
至
り
ま
し
た
。

サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
と 

第
１
次
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ル
ー
ト
の
指
定

近
年
、消
費
ス
タ
イ
ル
が
「
モ
ノ
」
消
費
か
ら
「
コ
ト
」

消
費
へ
と
シ
フ
ト
す
る
こ
と
に
伴
い
、
た
だ
観
光
地
を
巡

る
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
組
み
合
わ
せ
た

ア
ウ
ト
ド
ア
コ
ン
テ
ン
ツ
が
人
気
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

特
に
、
自
転
車
で
地
域
を
巡
り
、
沿
線
の
自
然
や
食
な
ど

の
地
元
の
魅
力
を
体
験
で
き
る「
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

は
コ
ロ
ナ
禍
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か
ら
も
非
常
に
注
目
を

集
め
て
お
り
、
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
と
し
て
全
国
各

地
で
推
進
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

茨
城
県
で
は
２
０
１
９
年
に
「
い
ば
ら
き
サ
イ
ク
ル
ツ

ー
リ
ズ
ム
構
想
」
を
策
定
し
、「
つ
く
ば
霞
ヶ
浦
り
ん
り

◆◆◆

ん
ロ
ー
ド
」
を
核
と
し
た
日
本
一
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
環
境

を
形
成
す
る
た
め
に
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
施
策
を

進
め
て
い
ま
す
。

主
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
手
ぶ
ら
で
気
軽
に
楽
し
め

る
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
の
運
営
と
、誰
も
が
安
全
・

快
適
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
き
る
走
行
環
境
の
整
備
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
は
、
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
な
ど
の
本
格
的

な
ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
プ
の
自
転
車
も
貸
し
出
し
可
能
で
、
指

定
の
11
カ
所
で
乗
り
捨
て
も
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
ご
本

人
の
プ
ラ
ン
に
合
わ
せ
た
利
用
が
で
き
る
こ
と
が
大
き
な

特
徴
で
す
。

走
行
環
境
の
整
備
と
し
て
は
、
つ
く
ば
霞
ヶ
浦
り
ん
り

ん
ロ
ー
ド
に
は
、
コ
ー
ス
を
案
内
す
る
矢
羽
根
が
全
線
に

設
置
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
標
識
や
サ
イ
ン
、
安
全
対
策
の

車
止
め
も
設
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
特
に
旧
筑
波
鉄
道
廃

線
跡
に
つ
い
て
は
、
自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路
と
な
っ
て

お
り
、
自
動
車
と
分
離
さ
れ
て
い
る
た
め
安
全
に
サ
イ
ク

リ
ン
グ
で
き
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
２
０
１
８
年
に
Ｊ
Ｒ
土
浦
駅
が
「
日
本
最

大
級
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
リ
ゾ
ー
ト
」
を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト

と
し
た
「
プ
レ
イ
ア
ト
レ
土
浦
」
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
、
県
と
地
元
土
浦
市
が
連
携
し
、
全
国
初
の

駅
直
結
サ
イ
ク
リ
ン
グ
施
設
「
り
ん
り
ん
ス
ク
エ
ア
土
浦
」

を
整
備
し
ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
２
０
年
に
は
サ
イ
ク
リ

ス
ト
向
け
ホ
テ
ル
と
し
て
星
野
リ
ゾ
ー
ト
が
運
営
す
る

「
星
野
リ
ゾ
ー
ト
Ｂ
Ｅ
Ｂ
５
土
浦
」が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
行
政
機
関

だ
け
で
は
な
く
一
般
企
業
や
関
係
団
体
等
も
加
入
し
た
推

進
組
織
と
し
て
、「
つ
く
ば
霞
ヶ
浦
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
利

活
用
推
進
協
議
会
」
を
設
立
し
て
お
り
、
地
域
を
巻
き
込

茨
城
県

―「
サ
イ
ク
リ
ン
グ
王
国
」
実
現
へ
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
施
策
―

伊
澤　

篤

茨
城
県
県
民
生
活
環
境
部
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

日
本
一
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
環
境
を
目
指
し
て

新
た
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
×
地
域
活
性
化
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ん
だ
官
民
一
体
と
な
っ
て
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、２
０
１
９
年
11
月
、

世
界
に
誇
り
う
る
政
府
指
定
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
イ
ク
ル
ル

ー
ト
の
第
１
次
指
定
ル
ー
ト
と
し
て
、
琵
琶
湖
を
一
周
す

る
「
ビ
ワ
イ
チ
」、
瀬
戸
内
海
を
縦
断
す
る
「
し
ま
な
み

海
道
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ル
ー
ト
」
と
並
び
、「
つ
く
ば
霞
ヶ

浦
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

利
用
者
数
も
右
肩
上
が
り
に
増
加

こ
の
よ
う
な
中
、
つ
く
ば
霞
ヶ
浦
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
の

利
用
者
数
も
毎
年
右
肩
上
が
り
に
増
加
を
続
け
て
お
り
、

２
０
２
０
年
に
は
年
間
利
用
者
が
初
め
て
10
万
人
を
超
え

◆◆◆

ま
し
た
。
今
後
も
サ
イ
ク
リ
ス
ト
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
利

用
環
境
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
沿
線
で
の
経
済
を

活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
、
に
ぎ
わ
い
イ
ベ
ン
ト
の
創
出
や

宿
泊
を
促
進
す
る
取
り
組
み
を
強
化
し
、「
稼
げ
る
地
域

づ
く
り
」
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
に
指
定
さ
れ

た
つ
く
ば
霞
ヶ
浦
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
の
取
り
組
み
を
茨
城

全
県
に
拡
大
す
る
た
め
、「
奥
久
慈
里
山
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
ル

ー
ト
」「
大
洗
・ひ
た
ち
海
浜
シ
ー
サ
イ
ド
ル
ー
ト
」
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
ル
ー
ト
の
利
用
普

及
も
推
進
し
て
お
り
、
茨
城
県
全
体
で
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
加
速
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
２
ル
ー
ト
に
つ
き
ま
し
て
も
、
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
国
土
交
通
省
の
サ
イ
ク
ル
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
推
進
モ
デ
ル
ル
ー
ト
に
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
に
指
定
さ
れ

た
つ
く
ば
霞
ヶ
浦
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
と
比
べ
る
と
、
ま
だ

歴
史
が
浅
く
、
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
浸
透
し
て
い
な

い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ル
ー
ト
の
磨
き

上
げ
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
地
域
創
生
の
ツ
ー
ル
と
し
て
自
治
体
の
サ
イ
ク

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
関
心
は
高
ま
っ
て
い
き
、
ま
た
、
世

間
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
へ
の
注
目
も
よ
り
集

ま
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
本
県
と
し
ま
し

て
も
、
日
本
一
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
環
境
「
サ
イ
ク
リ
ン
グ

王
国
い
ば
ら
き
」
の
実
現
に
向
け
て
、
今
後
も
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
と
も
に
官
民
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

つくば霞ヶ浦りんりんロード利活用推進協議会

ロードバイクなどの本格的なスポーツタイプの自転車も貸し出し可能な広域レンタサイクル

霞ヶ浦エリアのサイクリングロード

筑波山エリアのサイクリングロード
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特 集
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

茂
原
市
は
、
都
心
か
ら
60
㌔
圏
内
の
人
口
約
８
万
８
０

０
０
人
の
都
市
で
す
。
千
葉
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、

九
十
九
里
平
野
南
部
の
温
暖
な
気
候
と
天
然
資
源
に
恵
ま

れ
、
農
・
商
・
工
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
ま
ち
と
し
て
発

展
し
て
き
ま
し
た
。
江
戸
時
代
か
ら
続
く
「
六
斎
市
」
が

開
か
れ
る
商
都
と
し
て
も
大
き
な
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
た
本

市
は
長
い
歴
史
と
伝
統
が
あ
り
、
本
年
で
69
回
を
数
え
る

「
茂
原
七
夕
ま
つ
り
」
や
、
日
本
さ
く
ら
名
所
１
０
０
選

に
も
選
ば
れ
る
茂
原
公
園
の
「
桜
ま
つ
り
」
等
、四
季
折
々

の
行
事
に
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。

一
方
で
、「
茂
原
市
っ
て
ど
こ
に
あ
る
の
？
」「
何
も
な

い
ま
ち
だ
よ
ね
」
…
…　

そ
ん
な
声
も
聞
こ
え
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
本
市
で
は
、
市
の
最
上
位
計
画
「
茂
原
市
総

合
計
画
」
の
基
本
政
策
の
一
つ
「
未
来
へ
の
活
力
と
に
ぎ

わ
い
が
あ
る
ま
ち
」
の
実
現
の
た
め
に
「
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ

◆◆◆

ー
シ
ョ
ン
」
を
掲
げ
、
そ
の
具
体
的
な
手
法
と
し
て
ロ
ケ

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
選
択
し
た
の
で
す
。

市
の
魅
力
再
発
見
と
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド

本
市
で
は
ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
手
法
を
取
り
入
れ
る
こ

と
で
、
市
内
の
自
然
豊
か
な
里
山
風
景
や
昔
な
が
ら
の
街

並
み
の
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
観
光
資
源
と
し
て
は
気
に
も
留

め
ら
れ
な
か
っ
た
地
域
の
資
源
を
掘
り
起
こ
し
、
そ
の
魅

力
を
市
内
外
に
発
信
し
、
交
流
人
口
・
関
係
人
口
を
拡
大

し
て
い
く
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
映
画
、
テ
レ
ビ
番
組
等
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
撮
影

を
誘
致
し
、
撮
影
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、「
多
く
の

人
の
目
に
触
れ
茂
原
市
を
知
っ
て
も
ら
え
る
」「
日
常
生

活
・
風
景
に
付
加
価
値
が
生
ま
れ
、
地
域
の
魅
力
が
向
上

す
る
」「
作
品
の
フ
ァ
ン
に
よ
る
聖
地
巡
礼
等
の
通
年
観

光
が
生
ま
れ
る
」「
多
く
の
人
が
来
訪
す
る
こ
と
で
経
済

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
」
等
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

◆◆◆

風
光
明
媚
で

あ
る
必
要
は
決

し
て
あ
り
ま
せ

ん
。
毎
日
見
て

い
る
何
気
な
い

景
色
や
、
あ
り

ふ
れ
た
商
店
街

等
の
街
並
み
、

時
に
は
、
統
廃

合
に
よ
っ
て
使

わ
れ
な
く
な
っ

た
校
舎
が
、
ス

ト
ー
リ
ー
を
通
じ
て
映
画
や
ド
ラ
マ
の
主
人
公
た
ち
と
と

も
に
魅
力
的
な
も
の
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
く
の
で
す
。

そ
し
て
、
そ
れ
が
市
民
に
と
っ
て
は
、
客
観
的
に
自
分
の

ま
ち
を
見
直
す
こ
と
と
な
り
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
を
醸

成
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
の
で
す
。

官
民
一
体
の
体
制
づ
く
り

本
市
の
ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
特
徴
の
一
つ
に
そ
の
体
制

づ
く
り
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
平
成
30
年
10
月
に
「
千
葉
も

ば
ら
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
組
織
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
商
工
会
議
所
、
観
光
協
会
、
旅
館
組
合
、
飲

食
店
組
合
、
商
店
街
連
合
会
、
自
治
会
長
連
合
会
、
茂
原

駅
、
警
察
署
、
消
防
本
部
、
市
議
会
、
民
間
企
業
等
の
市

内
の
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
代
表
が
委
員
と
な
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
そ
の
組
織
の
下
に
実
動
部
隊
と
な
る
市
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
「
も
ば
ロ
ケ
☆
ネ
ギ
ら
い
隊
」
と

い
う
組
織
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
煩
雑
な
手
続
き
が

◆◆◆

「ロケで話題のまち もばら」懸垂幕（茂原駅南口）

―
ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
地
域
活
性
化
、

�

そ
し
て
郷
土
を
愛
す
る
心
―

ロ
ケ
で
話
題
の
ま
ち 

も
ば
ら

新
た
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
×
地
域
活
性
化

千
葉
県
茂
原
市鶴

岡　

隆
之

千
葉
も
ば
ら
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
事
務
局

茂
原
市
企
画
財
政
部
企
画
政
策
課
政
策
推
進
室
長
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ス
ム
ー
ズ
に
い
く
の
と
同
時
に
、
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
撮
影
に

関
す
る
情
報
が
集
約
で
き
、
ま
た
多
く
の
市
民
が
携
わ
っ

て
一
緒
に
作
品
を
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
、
ま
さ
に
官
民

一
体
で
ロ
ケ
の
誘
致
、
撮
影
支
援
を
行
う
組
織
が
誕
生
し

た
の
で
す
。

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
撮
影
の
誘
致
、
撮
影
支
援
で
重
要
な
要

素
に
、「
ロ
ケ
地
リ
ス
ト
」「
ロ
ケ
弁
リ
ス
ト
」「
エ
キ
ス

ト
ラ
リ
ス
ト
」
が
あ
り
ま
す
。
制
作
者
に
と
っ
て
は
監
督

の
意
向
に
沿
っ
た
ロ
ケ
地
を
探
す
こ
と
が
必
要
で
す
が
、

「
ネ
ギ
ら
い
隊
」
は
市
内
を
隅
々
ま
で
知
り
尽
く
し
た
メ

ン
バ
ー
の
集
ま
り
で
す
の
で
、
新
た
な
候
補
地
の
開
拓
に

余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。
制
作
者
の
い
か
な
る
要
望
に
も
応

え
よ
う
と
い
う
気
概
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

連
日
、
早
朝
か
ら
深
夜
ま
で
及
ぶ
撮
影
で
は
、
出
演
者
、

制
作
者
に
と
っ
て
ロ
ケ
弁
は
、
と
て
も
大
切
で
、
か
つ
楽

し
み
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。
市
内
の
飲
食
店
が
、
多
彩

で
飽
き
の
来
な
い
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
ロ
ケ
弁
の
メ
ニ
ュ

ー
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
市
民
が

エ
キ
ス
ト
ラ
と
し
て
登
録
し
て
お
り
、
こ
れ
も
ま
た
、
制

作
者
の
需
要
に
応
え
ら
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

経
済
効
果
と
郷
土
愛

ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り
組
み
を
始
め
て
か
ら
５
年
間

で
、
本
市
で
撮
影
さ
れ
た
ド
ラ
マ
、
映
画
等
は
、
約
２
０

０
作
品
を
数
え
ま
す
。
撮
影
隊
は
多
い
時
に
は
１
０
０
人

を
超
え
、
何
週
間
に
も
わ
た
り
市
内
に
滞
在
し
て
撮
影
を

行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
市
内
で
の
経
済
効
果
は
、
宿
泊

費
、
飲
食
費
、
そ
の
他
の
経
費
で
、
把
握
で
き
て
い
る
も

の
だ
け
で
も
５
０
０
０
万
円
を
超
え
ま
す
。

今
で
は
、
本
市
の
ロ
ケ
地
の
一
つ
と
し
て
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
校
舎
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
統
廃
合
に
よ
り

廃
校
と
な
っ
た
中
学
校
で
、
今
は
「
ロ
ケ
の
聖
地
」
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
卒
業
生
が
書
い
た
ブ

ロ
グ
を
偶
然
目
に
し
ま
し
た
。

「
ド
ラ
マ
や
映
画
の
中
の
母
校
で
演
者
の
方
々
の
演
技

を
見
て
い
る
と
私
た
ち
が
確
か
に
過
ご
し
て
き
た
青
春
の

日
々
の
思
い
出
が
蘇

よ
み
が
え

っ
て
く
る
。（
中
略
）
廃
校
に
な
っ

◆◆◆

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
だ
か
ら
こ
そ
、
ロ
ケ
地
と
し
て
母

校
が
映
る
の
は
嬉う

れ

し
い
。
ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
そ
の
町

で
暮
ら
し
て
い
る
人
た
ち
を
元
気
に
し
て
く
れ
た
り
誇
り

を
持
た
せ
て
く
れ
る
」
と
つ
づ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

こ
そ
が
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
で
あ
り
、
市
の
魅
力
の
発

信
と
両
輪
と
な
る
ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
成
果
で
は
な
い
か

と
感
じ
て
い
ま
す
。

本
市
は
撮
影
作
品
の
パ
ネ
ル
展
や
先
行
上
映
会
、
監
督

と
出
演
者
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
行
い
、
多
く
の
フ
ァ

ン
に
足
を
運
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。
ロ
ケ
地
ツ
ア
ー
も
開

催
し
大
勢
の
方
が
参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
何
気
な
い
あ

り
ふ
れ
た
ま
ち
の
風
景
や
地
域
の
人
々
の
お
も
て
な
し
の

心
が
多
く
の
方
々
の
関
心
に
つ
な
が
り
、
交
流
人
口
・
関

係
人
口
を
呼
び
込
み
、
そ
し
て
住
民
の
郷
土
愛
を
育
ん
で

い
ま
す
。

今
年
で
６
年
目
と
な
る
本
市
の
ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、

市
民
、
行
政
、
企
業
等
が
一
体
と
な
り
、
次
の
ス
テ
ー
ジ

の
扉
を
開
け
、
さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
し
ま
す
。

●
本
市
で
の
撮
影
作
品

【
映
画
】「
フ
ァ
ミ
リ
ア
（
２
０
２
３
年
１
月
６
日
全
国
公

開
）」「
今
は
ち
ょ
っ
と
、
つ
い
て
な
い
だ
け
」「
モ
エ
カ

レ
は
オ
レ
ン
ジ
色
」「
劇
場
版
お
い
し
い
給
食
」「
そ
し
て
、

バ
ト
ン
は
渡
さ
れ
た
」「
青
く
て
痛
く
て
脆
い
」
他

【
ド
ラ
マ
】「
霊
媒
探
偵 

城
塚
翡
翠
」「
元
彼
の
遺
言
状
」「
黙

秘
犯
」「
パ
パ
と
ム
ス
メ
の
７
日
間
」「T

O
K

Y
O

 M
ER

～
走
る
緊
急
救
命
室
～
」
他

【
バ
ラ
エ
テ
ィ
】「
Ｖ
Ｓ
魂
」「
帰

れ
マ
ン
デ
ー
見
っ
け
隊
‼
」「
世

界
の
何
だ
コ
レ
！　

ミ
ス
テ
リ

ー
」
他

映画「今はちょっと、ついてないだけ」先行上映会 in 茂原市

映画「青くて痛くて脆い」パネル展

ロケ地マップ

二次元バーコード
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特 集
バ
リ
ア
と
な
る
自
然
が
最
大
の
魅
力

長
野
県
は
、
日
本
の
屋
根
と
言
わ
れ
る
北
ア
ル
プ
ス
、

中
央
ア
ル
プ
ス
、
南
ア
ル
プ
ス
の
峰
々
に
囲
ま
れ
た
自
然

豊
か
な
「
山
岳
高
原
観
光
地
」
で
す
。
そ
の
雄
大
な
大
自

然
を
、
年
齢
や
障
が
い
の
有
無
等
に
か
か
わ
ら
ず
、
ど
な

た
で
も
安
心
し
て
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
に
ど
う
し
た
ら

よ
い
の
か
？
と
い
う
の
が
そ
も
そ
も
の
始
ま
り
で
し
た
。

自
然
豊
か
な
長
野
県
の
全
て
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
す
る

こ
と
は
難
し
い
で
す
。
逆
に
山
や
高
原
、
川
や
湖
な
ど
の

バ
リ
ア
と
な
る
自
然
の
フ
ィ
ー
ル
ド
が
、
最
大
の
魅
力
で

も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
長
野
県
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
楽
し

ん
で
も
ら
う
方
法
と
し
て
考
え
た
の
が
、
ア
ウ
ト
ド
ア
用

車
椅
子
な
ど
の
専
門
の
機
器
を
使
っ
て
、
専
門
の
人
材
が

旅
行
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、
多
彩
な
フ
ィ
ー
ル
ド
を

体
験
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
産
・
学
・
官
で
連
携
し
て
進

め
た
「
信
州
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
で
す
。

◆◆◆

地
元
企
業
が
開
発
し
た
専
門
機
器
活
用
も

サ
ポ
ー
ト
人
材
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
信
州

大
学
と
連
携
し
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
応
し

た
旅
行
商
品
の
造
成
や
専
門
機
器
の
取
り
扱
い
等
が
で
き

る
専
門
的
な
人
材
を
育
成
す
る
実
務
人
材
養
成
講
座
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

講
座
は
、
①
旅
行
商
品
の
企
画
や
観
光
事
業
者
へ
の
ア

ド
バ
イ
ス
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
対
応
で
き
る
「
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
フ
ィ
ー
ル
ド
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
養
成
講
座
②
イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
野
外
教
育
の
専
門
知
識
と
専
門
機
器
の
取

扱
技
術
を
持
つ
「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
野
外
活
動
指
導
員
」

養
成
講
座
―
―
の
２
種
類
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
64
人
が

講
座
を
修
了
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
サ
ポ
ー
ト
人
材
等
が

中
心
と
な
り
、
各
観
光
地
で
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
フ
ィ
ー
ル

ド
作
り
が
進
み
ま
し
た
。

次
に
必
要
と
な
っ
て
く
る
の
が
、
バ
リ
ア
を
超
え
て
山

◆◆◆

岳
高
原
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
必
要
な
専
門
機
器

で
す
。
ま
ず
、
長
野
県
箕
輪
町
に
あ
る
会
社
が
開
発
し
た

け
ん
引
式
車
い
す
装
置
＝
Ｊ
Ｉ
Ｎ
Ｒ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
。
ほ
と
ん
ど

の
車
椅
子
に
簡
単
に
取
り
付
け
る
こ
と
が
で
き
、
Ｊ
Ｉ
Ｎ

Ｒ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
を
引
っ
張
る
こ
と
で
、
階
段
や
砂
利
道
な
ど
で

も
楽
に
進
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
な

い
山
岳
高
原
で
の
散
策
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

水
陸
両
用
の
ア
ウ
ト
ド
ア
用
車
椅
子H

ヒ

ッ

ポ

ippoc

キ
ャ
ン
プ

am
pe

や
、

レ
バ
ー
ド
ラ
イ
ブ
で
自
ら
ハ
ン
ド
ル
と
ブ
レ
ー
キ
を
操
作

で
き
る
マ
ウ
ン
テ
ン
ト
ラ
イ
ク
。
さ
ら
に
、
ス
ノ
ー
シ
ー

ズ
ン
は
、資
格
を
取
得
し
た
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
操
縦
に
よ
り
、

重
度
の
障
が
い
の
あ
る
方
で
座
位
が
確
保
で
き
な
く
て
も

「
椅
子
に
座
る
」
こ
と
が
で
き
れ
ば
ほ
と
ん
ど
の
ゲ
レ
ン

デ
で
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
の
で
き
る
デ
ュ
ア

ル
ス
キ
ー
な
ど
、
各
観
光
地
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
造
成
す
る

た
め
に
必
要
な
機
器
の
導
入
が
進
み
ま
し
た
。
県
で
も
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
機
器
導
入
等
の
補
助
事
業

を
実
施
し
、
導
入
を
支
援
し
ま
し
た
。

地
域
特
性
を
生
か
し
た
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

サ
ポ
ー
ト
人
材
や
専
門
機
器
が
導
入
さ
れ
る
と
、
季
節

毎
に
さ
ま
ざ
ま
な
フ
ィ
ー
ル
ド
体
験
が
で
き
る
多
彩
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
造
成
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
一
の
星
空
で
有
名

な
昼
神
温
泉
（
阿
智
村
）
で
は
、
車
椅
子
の
ま
ま
ゴ
ン
ド

ラ
に
乗
車
す
る
こ
と
が
で
き
、星
空
観
賞
が
で
き
る
ほ
か
、

介
護
の
専
門
家
が
お
手
伝
い
す
る
「
昼
神
プ
レ
ミ
ア
ム
サ

ポ
ー
ト
」
を
作
り
、
誰
と
で
も
旅
行
を
楽
し
ん
で
も
ら
え

る
体
制
が
構
築
さ
れ
ま
し
た
。

自
然
体
験
型
宿
泊
施
設「
な
べ
く
ら
高
原
・
森
の
家
」（
飯

山
市
）
で
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
遊
歩
道
「
ブ
ナ
の
里
山
こ

◆◆◆

だ
れ
も
が
楽
し
め
る

�

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

清
水　

き
く
江

長
野
県
観
光
部
観
光
誘
客
課
主
査

―
年
齢
や
障
が
い
に
か
か
わ
ら
ず
安
心
し
て
大
自
然
を
―

新
た
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
×
地
域
活
性
化

長
野
県

15 2023・2 月号 地域づくり 特集編 2023・2 月号地域づくり 特集編 14

5



特 集

み
ち
」
を
活
用
し
、
ア
ウ
ト
ド
ア
用
車
椅
子
で
森
林
内
を

探
検
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
。
冬
に
は
豪
雪
地
帯
な
ら

で
は
の
、
見
渡
す
限
り
の
大
雪
原
と
雪
の
森
を
冒
険
す
る

ツ
ア
ー
を
企
画
中
で
す
。

戸
隠
観
光
協
会
（
長
野
市
）
で
は
、「
戸
隠
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
デ
ス
ク
」
を
開
設
。
ア
ウ
ト
ド
ア
用
車

椅
子
や
福
祉
用
品
の
レ
ン
タ
ル
を
は
じ
め
、
専
門
の
相
談

員
が
皆
さ
ん
の
「
や
っ
て
み
た
い
！
」
を
実
現
す
る
お
手

伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
ウ
イ
ン
タ
ー
シ
ー
ズ
ン
は
、
北
信

五
岳
や
北
ア
ル
プ
ス
な
ど
の
大
パ
ノ
ラ
マ
を
望
む
ゲ
レ
ン

デ
で
、
デ
ュ
ア
ル
ス
キ
ー
を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

白
馬
五
竜
高
山
植
物
園
（
白
馬
村
）
で
は
、
ト
レ
イ
ル

ラ
イ
ダ
ー
（
ア
ウ
ト
ド
ア
用
一
輪
車
）
に
乗
っ
て
、
園
内

を
巡
る
ツ
ア
ー
を
実
施
中
。
歩
行
困
難
な
方
に
も
、
雄
大

な
北
ア
ル
プ
ス
の
紅
葉
や
高
山
植
物
を
お
楽
し
み
い
た
だ

け
ま
す
。

上
諏
訪
温
泉
・
下
諏
訪
温
泉
の
あ
る
諏
訪
地
域
で
は
、

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
す
わ
」
の
介
護
や
医
療
の

専
門
ス
タ
ッ
フ
が
入
浴
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
入
浴
介
助
や
外

出
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
ま
す
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
も

い
わ
れ
る
富
士
見
高
原
リ
ゾ
ー
ト
（
富
士
見
町
）
で
は
、

専
門
機
器
の
貸
し
出
し
を
利
用
し
、
展
望
台
や
創
造
の
森

を
自
由
に
散
策
で
き
る
他
、
重
度
の
障
が
い
の
あ
る
方
で

も
食
事
や
入
浴
等
の
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
宿
泊
施
設
を

充
実
さ
せ
ま
し
た
。
近
年
は
、
特
別
支
援
学
校
や
修
学
旅

行
等
の
学
習
旅
行
の
利
用
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
社
会
の
実
現
を

信
州
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
か
か
わ
る
皆
さ
ん

は
「
障
が
い
な
ど
を
理
由
に
、
旅
行
と
い
う
夢
を
諦
め
て

◆◆◆

ほ
し
く
な
い
。
そ
の
方
に
合
わ
せ
た
プ
ラ
ン
を
考
え
る
の

で
、
ま
ず
は
相
談
し
て
ほ
し
い
」
と
言
い
ま
す
。
昨
年
か

ら
は
、
教
育
委
員
会
と
連
携
し
、
小
・
中
・
特
別
支
援
学

校
で
、
支
援
が
必
要
な
児
童
生
徒
と
共
に
自
然
体
験
活
動

を
行
う
「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
野
外
教
育
」
を
実
施
す
る
学

習
旅
行
の
実
証
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
今
後
は

障
が
い
等
を
理
由
に
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
す
る
の
で
な
く
、

皆
で
一
緒
に
自
然
体
験
が
で
き
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

「
す
べ
て
の
皆
様
の
笑
顔
の
お
手
伝
い
を
し
た
い
…
…
」

そ
れ
が
我
々
の
願
い
で
す
。

長
野
県
の
大
自
然
を
味
わ
い

に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

信
州
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

アウトドア用車椅子で雪の中での活動も可能に（なべくら高原 森の家・飯山市）

貸出用のアウトドア車椅子を利用して、戸隠神社の奥社を散策
（戸隠観光協会・長野市）

着座型スキー＝デュアルスキー（富士見高原リゾート・富士見町）

JINRIKI を活用したガイドツアーの様子（阿智☆昼神観光局・阿智村）

ホームページ
二次元バーコード
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コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
世
界
中
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
関
心

が
高
ま
る
中
、
岐
阜
県
で
は
10
年
以
上
前
か
ら
持
続
可
能

な
観
光
（
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
）
に
寄
与
す

る
取
り
組
み
を
推
進
し
て
き
た
。

「
岐
阜
の
宝
も
の
」
の
掘
り
起
こ
し

国
内
向
け
に
は
、
２
０
０
７
年
、
地
域
資
源
を
掘
り
起

こ
し
、
全
国
に
通
用
す
る
観
光
資
源
と
し
て
磨
き
上
げ
る

「
岐
阜
の
宝
も
の
」
認
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス
タ
ー
ト
。

地
域
の
自
然
や
歴
史
、
伝
統
文
化
な
ど
、
県
民
が
誇
る
ふ

る
さ
と
の
〝
じ
ま
ん
〟（
モ
ノ
・
コ
ト
問
わ
ず
）
を
全
県

的
に
募
集
し
、
１
８
０
０
件
を
超
え
る
応
募
の
中
か
ら
６

件
を
「
岐
阜
の
宝
も

の
」と
し
て
認
定
し
、

地
域
が
行
う
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
の
取
り

組
み
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
国
内
外
に

そ
の
魅
力
を
発
信
し

◆◆◆

て
き
た
。

そ
の
結
果
、
数
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
が
旅
行
商
品
に
組
み
込
ま
れ
る
ま
で
に
成
長
す

る
な
ど
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
き
た
。

例
え
ば
、「
岐
阜
の
宝
も
の
」第
１
号
に
認
定
さ
れ
た「
小

坂
の
滝
め
ぐ
り
」。
大
小
２
０
０
を
超
え
る
滝
が
存
在
す

る
下
呂
市
小
坂
町
で
は
、
そ
の
地
域
特
性
を
生
か
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
や
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供

し
、
２
０
１
８
年
に
は
環
境
省
の
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大

賞
」
を
受
賞
。
取
り
組
み
主
体
で
あ
る
地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、

Ｉ
タ
ー
ン
・
Ｕ
タ
ー
ン
の
若
者
を
中
心
に
分
社
化
し
、
活

動
の
幅
を
広
げ
、
収
益
を
上
げ
る
と
と
も
に
、
雇
用
創
出

を
図
っ
て
い
る
。

日
本
一
の
数
を
誇
る
「
地
歌
舞
伎
と
芝
居
小
屋
」
は
、

２
０
０
９
年
の
認
定
当
時
、
29
存
在
し
た
保
存
団
体
が
、

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
に
あ
り
な
が
ら
、32
に
増
加
。「
岐

阜
の
宝
も
の
」
と
し
て
注
目
を
集
め
た
こ
と
で
、
新
た
に

地
歌
舞
伎
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
団
体
の
登
場
や
、
後
継
者

不
足
で
活
動
を
休
止
し
て
い
た
団
体
の
復
活
が
見
ら
れ
る

な
ど
、
認
定
に
よ
り
関
係
者
の
士
気
が
高
ま
っ
た
こ
と
は

間
違
い
な
い
。
２
０
２
０
年
か
ら
は
、「
清
流
の
国
ぎ
ふ 

地
歌
舞
伎
勢
揃ぞ

ろ

い
公
演
」
と
称
し
、
年
間
を
通
じ
て
、
各

団
体
が
順
次
熱
演
を
披
露
し
て
い
る
。

２
０
２
２
年
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
認
定
基
準
に
サ
ス
テ

イ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
国
際
指
標
（
Ｇ
Ｓ
Ｔ
Ｃ
、
Ｊ

Ｓ
Ｔ
Ｓ

－

Ｄ
）
を
導
入
し
、
世
界
に
認
め
ら
れ
る
デ
ス
テ

ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
（
旅
行
先
）
と
な
り
得
る
も
の
を
「
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｔ 

Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｕ 

Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
～
岐
阜
未
来
遺
産

～
」
と
し
て
認
定
す
る
制
度
へ
と
刷
新
。
本
県
の
サ
ス
テ

イ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
核
と
す
る
べ
く
、
現
在
、
認

定
委
員
会
に
お
い
て
、
厳
正
な
審
査
を
行
っ
て
い
る
。

最
初
か
ら
世
界
を
狙
う

海
外
に
対
し
て
は
、「
世
界
に
通
用
す
る
も
の
は
、
必

ず
日
本
で
も
通
用
す
る
。
で
あ
れ
ば
、
最
初
か
ら
世
界
を

狙
う
べ
し
」
と
い
う
考
え
の
下
、
２
０
０
９
年
か
ら
「
飛

騨
・
美
濃
じ
ま
ん
海
外
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
銘
打
ち
、

「
観
光
・
食
（
農
畜
水
産
物
）・
モ
ノ
（
県
産
品
）」
の
三

位
一
体
で
積
極
的
な
海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て

き
た
。

岐
阜
県
の
強
み
、
そ
れ
は
「
日
本
の
源
流
に
出
会
え
る

場
所
」だ
と
い
う
こ
と
。
世
界
遺
産
の
白
川
郷
を
は
じ
め
、

江
戸
時
代
か
ら
続
く
中
山
道
や
地
歌
舞
伎
、
美
濃
和
紙
や

関
の
刃
物
な
ど
〝
匠
の
技
〟
が
光
る
伝
統
産
業
、
い
ず
れ

も
古
よ
り
人
々
の
暮
ら
し
の
中
で
息
づ
い
て
き
た
も
の
で

あ
り
、決
し
て
〝
観
光
用
〟
に
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
、

ま
さ
に
「
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
」
な
資
源
で
あ
る
。

こ
う
し
た
岐
阜
な
ら
で
は
の
魅
力
を
、
知
事
の
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
等
に
よ
り
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
し
続
け
た
結
果
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
の
２
０
０
９
年
に
１５
・
３
万
人
で
あ

◆◆◆

岐
阜
県

伊
東　

真
紀

岐
阜
県
商
工
労
働
部
観
光
国
際
局
観
光
企
画
課
課
長
補
佐

兼
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
係
長

―
世
界
か
ら
選
ば
れ
る
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
め
ざ
し
て
―

持
続
可
能
な
観
光
に
各
方
面
か
ら
高
い
評
価

世界の持続可能な観光地 100 選
（ロゴ）

新
た
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
×
地
域
活
性
化

17 2023・2 月号 地域づくり 特集編 2023・2 月号地域づくり 特集編 16

6



特 集

っ
た
外
国
人
宿
泊
者
数
は
、
コ
ロ
ナ

前
の
２
０
１
９
年
に
は
１
６
６
万
人

と
、
約
11
倍
も
の
伸
び
を
見
せ
た
。

食
に
お
い
て
も
、
岐
阜
県
の
ブ
ラ

ン
ド
牛
「
飛
騨
牛
」
の
輸
出
量
は
、

２
０
０
８
年
の
0
・
3
ｔ
か
ら
、
２

０
２
０
年
に
は
４５
・
１
ｔ
と
コ
ロ
ナ

の
影
響
を
受
け
つ
つ
も
約
１
５
０
倍

に
増
加
。

モ
ノ
に
お
い
て
は
、
県
産
品
の
継

続
販
売
拠
点
と
な
る「
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
（
Ｇ
Ａ
Ｓ
）」

を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
パ
リ
、
シ
ド
ニ

ー
な
ど
世
界
の
主
要
都
市
に
設
置
。

２
０
２
２
年
12
月
現
在
、
世
界
８
か

国
13
店
舗
に
販
売
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
い
る
。

世
界
の
持
続
可
能
な
観
光
地
１
０
０
選

さ
ら
に
国
際
的
な
面
に
お
い
て
は
、
２
０
２
０
年
に
白

川
村
が
、２
０
２
１
年
に
は
長
良
川
流
域
（
岐
阜
市
、関
市
、

美
濃
市
、
郡
上
市
）
が
、
そ
し
て
２
０
２
２
年
は
下
呂
市
・

下
呂
温
泉
が
、
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り

組
み
の
国
際
認
証
機
関
で
あ
るGreen D

estinations

（
本
部
・
オ
ラ
ン
ダ
）
か
ら
「
世
界
の
持
続
可
能
な
観
光

地
１
０
０
選
」
に
選
出
さ
れ
た
。

白
川
村
は
、
１
９
９
５
年
の
世
界
遺
産
登
録
を
機
に
、

国
内
外
か
ら
の
観
光
客
が
急
増
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
よ
る
村
民
へ
の
負
の
影
響
を
解
消
す
る
た
め
、
マ
イ
カ

ー
規
制
や
イ
ベ
ン
ト
の
完
全
予
約
制
な
ど
独
自
の
ル
ー
ル

づ
く
り
や
、「
結ゆ

い

」
と
呼
ば
れ
る
村
民
の
相
互
扶
助
に
よ

◆◆◆

る
合
掌
村
集
落
の
保
全
活
動
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

長
良
川
流
域
は
、
川
と
と
も
に
生
き
る
流
域
の
人
々
の

知
恵
と
努
力
が
清
流
を
保
ち
、
そ
の
清
流
が
世
界
農
業
遺

産
「
清
流
長
良
川
の
鮎
」
を
は
じ
め
と
す
る
豊
か
な
自
然
、

食
、
文
化
を
育
み
、
さ
ら
に
は
産
業
や
観
光
へ
と
発
展
さ

せ
る
循
環
型
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
て
い
る
。

下
呂
市
・
下
呂
温
泉
に
お
い
て
は
、
人
口
減
少
が
続
く

中
、
客
観
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
く
戦
略
と
持
続
可
能
な
地

域
づ
く
り
の
基
盤
が
確
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
豊
か
な

自
然
や
文
化
資
源
を
活
用
し
た
多
彩
な
エ
コ
ツ
ア
ー
や
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
、ガ
イ
ド
人
材
や
「
お
も
て
な
し
」

精
神
の
育
成
に
よ
る
宿
泊
者
数
を
増
や
す
取
り
組
み
が
支

持
さ
れ
、
今
回
の
ト
ッ
プ
１
０
０
入
り
と
な
っ
た
。

い
ず
れ
も
、
地
域
の
資
源
や
文
化
の
「
保
全
と
活
用
」

と
い
う
両
輪
で
の
取
り
組
み
が
国
際
的
に
認
め
ら
れ
た
も

の
で
、
同
一
県
で
３
地
域
が
選
出
さ
れ
て
い
る
の
は
、
日

本
で
唯
一
、
岐
阜
県
だ
け
で
あ
る
。

こ
う
し
た
国
際
的
な
評
価
を
獲
得
す
る
こ
と
は
、
積
極

的
に
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
む
地
域
と

し
て
広
く
国
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
地

域
関
係
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
や
、
他
地
域
へ
の
波

及
効
果
も
期
待
で
き
る
。

訪
問
者
だ
け
で
な
く
、
地
域
住
民
を
含
む
受
入
側
の
満

足
度
を
高
め
る
た
め
に
も
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
県
下

全
域
に
浸
透
さ
せ
、
名
実
と
も
に
持
続
可
能
な
観
光
地
と

し
て
、
世
界
か
ら
選
ば
れ
る
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
め

ざ
し
て
い
く
。

世界遺産「白川郷合掌造り集落」

岐阜の宝もの
「東濃地方の地歌舞伎と芝居小屋」 岐阜の宝もの「小坂の滝めぐり」

「Green Destinations」認証制度の仕組み（出典：観光庁）
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ま
ち
づ
く
り
大
学
か
ら
、 

ま
ち
づ
く
り
観
光
へ

名
古
屋
を
は
じ
め
愛
知
、
岐
阜
、
三
重
の
東
海
エ
リ
ア

の
魅
力
を
「
ま
ち
歩
き
」「
も
の
づ
く
り
」
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
企
画
運
営
す
る
大
ナ
ゴ
ヤ
ツ
ア

ー
ズ
。
２
０
１
７
年
に
立
ち
上
げ
、
１
５
０
人
を
超
え
る

地
元
ガ
イ
ド
と
共
に
年
間
３
０
０
プ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
昨
今
、
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て

も
注
目
さ
れ
る
同
事
業
を
立
ち
上
げ
た
私
は
、
も
と
も
と

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
ナ
ゴ
ヤ
大
学
と
い
う「
ま
ち
づ
く
り
大
学
」

を
運
営
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
多
数
の
講
座
を
受
け
持

ち
感
じ
た
こ
と
は
、
世
間
の
方
々
が
ま
ち
を
観
光
す
る
際

に
重
視
し
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
の
変
化
で
し
た
。
時
代
と
共

に
モ
ノ
か
ら
コ
ト
へ
な
ど
価
値
観
が
多
様
化
し
、
定
番
観

光
地
か
ら
「
自
分
の
好
き
な
ロ
ー
カ
ル
カ
ル
チ
ャ
ー
」
を

楽
し
む
こ
と
を
望
む
傾
向
が
強
く
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

そ
れ
な
ら
ば
、
文
化
、
産
業
、
人
と
い
っ
た
地
域
住
民
の

生
活
に
根
付
い
た
魅
力
に
価
値
を
見
出
し
、
適
正
な
金
額

を
支
払
っ
て
楽
し
む
新
し
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
つ
く
る
こ
と

◆◆◆

が
で
き
る
、
そ
し
て
そ
れ
が
地
域
の
魅
力
発
信
に
も
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
か
と
大
ナ
ゴ
ヤ
ツ
ア
ー
ズ
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。

埋
も
れ
た
地
域
資
源
を
可
視
化
、
価
値
化

東
海
エ
リ
ア
に
は
都
市
、
山
や
川
、
海
な
ど
の
豊
か
な

自
然
も
あ
り
、
世
界
に
誇
る
も
の
づ
く
り
文
化
、
独
自
の

食
文
化
、
武
将
ゆ
か
り
の
土
地
や
祭
り
と
い
っ
た
歴
史
文

化
な
ど
地
域
文
化
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
周

知
は
さ
れ
な
が
ら
も
、
世
間
に
「
観
光
資
源
」
と
し
て
は

認
識
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
こ
れ
ら
の
地

域
資
源
に
対
し
て
参
加
費
を
と
る
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
可
視
化
、
価
値
化
し
て
い
ま
す
。
個
人
的
に
思
う
こ
と

は
、
日
本
中
の
地
域
自
治
体
の
観
光
は
こ
れ
ら
の
資
源
を

観
光
資
源
と
呼
び
な
が
ら
も
、
地
域
に
お
金
が
落
ち
る
サ

ー
ビ
ス
や
商
品
と
す
る
ま
で
は
で
き
て
い
な
い
と
こ
ろ
が

多
い
と
思
い
ま
す
。
き
れ
い
な
風
景
を
見
る
だ
け
で
は
地

域
に
お
金
は
落
ち
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
れ
ば

き
れ
い
な
風
景
を
よ
り
喜
ん
で
も
ら
え
る
か
を
考
え
、
地

◆◆◆

域
の
人
を
巻
き
込
み
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
こ
と
が
、
地

域
活
性
化
に
つ
な
げ
る
観
光
に
は
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

そ
の
道
の
プ
ロ
が
ガ
イ
ド
さ
ん

大
ナ
ゴ
ヤ
ツ
ア
ー
ズ
で
は
、
大
手
旅
行
会
社
が
行
う
よ

う
な
団
体
ツ
ア
ー
や
バ
ス
ツ
ア
ー
は
開
催
し
て
い
ま
せ

ん
。
一
番
の
特
徴
は
、
地
元
で
活
躍
す
る
、
そ
の
道
の
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
方
を
〝
ガ
イ
ド
〟
と
し
て
協
力
い

た
だ
き
、
こ
こ
で
し
か
で
き
な
い
体
験
を
価
値
と
し
て
提

供
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
１
０
０
年
を
超
え
る
老
舗
酒

蔵
の
杜と

う

氏じ

、
料
亭
の
若
女
将
、
大
学
の
教
授
、
地
元
ラ
イ

タ
ー
な
ど
１
５
０
人
を
超
え
る
個
性
豊
か
な
地
域
ガ
イ
ド

の
方
々
と
共
に
ツ
ア
ー
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ツ
ア
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
す
べ
て
、
ガ
イ
ド
の
案
内
で
ま
ち
の
魅
力

を
体
験
し
て
い
く
形
式
を
と
っ
て
い
る
の
で
、
常
に
興
味

◆◆◆

愛
知
県
名
古
屋
市

（
大
ナ
ゴ
ヤ
ツ
ア
ー
ズ

実
行
委
員
会
）

―
お
金
を
払
い
た
く
な
る
顧
客
と
サ
ー
ビ
ス
づ
く
り
―

加
藤　

幹
泰

大
ナ
ゴ
ヤ
ツ
ア
ー
ズ
実
行
委
員
会
代
表

ま
ち
の
資
源
を
価
値
化
す
る「
体
験
」提
供

食文化体験のツアーで味噌づくりをする参加者

新
た
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
×
地
域
活
性
化
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を
ひ
か
れ
る
人
が
い
な
い
か
探
し
て
い
ま
す
。
直
接
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
り
、
会
社
に
会
い
に
行
っ
た

り
し
て
、
一
人
一
人
と
直
接
お
話
を
し
て
事
業
内
容
や
目

的
を
伝
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
本
業
が
あ
り
お
忙
し
い

方
々
で
す
が
、
当
ツ
ア
ー
へ
の
参
画
は
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー

さ
ん
と
直
接
か
か
わ
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機
会
や
フ

ァ
ン
づ
く
り
な
ど
広
報
と
し
て
も
捉
え
ら
れ
、
好
意
的
に

協
力
を
得
て
い
ま
す
。
お
客
様
に
し
て
も
、
自
分
だ
け
で

は
知
り
え
な
い
こ
と
や
こ
こ
で
し
か
で
き
な
い
体
験
に
価

値
を
感
じ
、
地
元
だ
け
で
な
く
、
遠
方
の
方
も
参
加
し
て

い
ま
す
。

目
指
す
の
は
安
定
的
な
収
益
化

リ
ピ
ー
タ
ー
は
増
え
て
き
て
い
る
も
の
の
、
ま
ち
な
か

で
の
体
験
サ
ー
ビ
ス
は
あ
ま
り
類
を
見
な
い
た
め
、
価
格

◆◆◆

設
定
に
は
ま
だ
ま
だ
頭
を
悩
ま
せ
て
い
ま
す
。
１
回
の
ま

ち
歩
き
で
は
３
０
０
０
円
が
主
流
で
最
大
人
数
が
20
人
ほ

ど
、
正
直
言
え
ば
利
益
は
少
な
い
の
で
ツ
ア
ー
単
価
は
上

げ
て
い
き
た
い
の
で
す
が
、
い
ま
は
ま
だ
フ
ァ
ン
づ
く
り

の
時
期
と
捉
え
参
加
し
や
す
い
価
格
帯
を
意
識
し
て
運
営

し
て
い
ま
す
。
目
指
し
た
い
価
格
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
消
費

感
覚
と
し
て
は
「
居
酒
屋
以
上
、
旅
行
未
満
」。
こ
こ
で

し
か
で
き
な
い
体
験
を
ス
ペ
シ
ャ
ル
に
感
じ
、
コ
ト
消
費

で
満
足
度
の
高
い
体
験
価
値
を
ど
ん
ど
ん
提
供
し
て
い
き

た
い
で
す
。
ま
た
最
近
で
は
、
個
人
の
お
客
様
だ
け
で
な

く
、
団
体
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
、
企
業
の
グ
ル
ー
プ

研
修
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
個
人
の

週
末
の
余
暇
の
楽
し
み
と
、
団
体
旅
行
、
企
業
研
修
で
は
、

目
的
が
変
わ
る
の
で
お
客
様
の
価
格
意
識
も
変
わ
り
ま

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
を
受
け
て
、
よ
り
安

定
的
な
収
益
化
を
す
す
め
る
こ
と
で
持
続
可
能
な
運
営
組

織
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

地
域
資
源
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
大
事

大
ナ
ゴ
ヤ
ツ
ア
ー
ズ
を
立
ち
上
げ
た
２
０
１
７
年
に

「
名
古
屋
は
行
き
た
く
な
い
街
１
位
」
と
い
う
悲
し
い
ニ

ュ
ー
ス
が
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
何
か
あ
る
か
と
聞
か
れ

る
と
何
も
な
い
と
答
え
て
し
ま
う
市
民
性
は
認
め
な
が
ら

も
、
本
当
に
そ
う
な
の
か
と
ア
ン
ケ
ー
ト
の
聞
き
方
を
調

べ
た
と
こ
ろ
、「
観
光
と
し
て
行
き
た
い
街
は
ど
こ
で
す

か
」
と
い
う
質
問
で
東
京
や
大
阪
、
京
都
な
ど
と
比
べ
て

の
結
果
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
で
は
「
観
光
」
と
は
何

な
の
か
。
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
き
た
自
分
と
し
て
は
、

県
外
の
お
客
さ
ん
が
観
光
地
で
食
事
を
し
て
買
い
物
を
し

て
帰
る
、
単
な
る
消
費
的
な
観
光
だ
け
で
な
く
、
ま
ち
の

魅
力
が
生
か
さ
れ
何
度
も
訪
れ
た
く
な
る
関
係
人
口
を
増

や
し
て
い
く
よ
う
な
持
続
可
能
な
「
ま
ち
づ
く

り
観
光
」
を
目
指
し
て
い
き
た
い
の
で
す
。
そ

の
時
に
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
従
来
の
観

光
ニ
ー
ズ
だ
け
に
と
ら
わ
れ
な
い
地
域
資
源
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
大
事
だ
と
考
え
ま
す
。
県
外

か
ら
訪
れ
る
観
光
客
だ
け
で
な
く
、
地
元
の
人

に
と
っ
て
も
地
域
資
源
と
の
魅
力
的
な
出
会
い

方
が
で
き
れ
ば
「
顧
客
」
に
な
っ
て
も
ら
え
る

可
能
性
が
大
き
く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
観
光

資
源
と
し
て
考
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
ヒ
ト
モ

ノ
コ
ト
が
日
本
中
の
地
方
に
た
く
さ
ん
眠
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
魅
力
を
誰
に
ど
う
届
け
る

か
、
日
本
の
地
方
が
も
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
生

か
せ
る
可
能
性
は
「
新
し
い
観
光
」
に
あ
る
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

◆◆◆
有松絞でものづくり体験ツアー

尾州毛織の工場見学

まち歩きでモザイク壁画を見る
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観
光
資
源
を
生
か
し
切
る

温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
た
和
歌
山
県
北
部
に
あ
る
紀
の

川
市
は
、
全
国
屈
指
の
果
樹
王
国
で
す
。
生
産
量
全
国
１

位
の
ハ
ッ
サ
ク
を
は
じ
め
、
柿
や
イ
チ
ジ
ク
、
キ
ウ
イ
、

イ
チ
ゴ
の
ほ
か
、
ブ
ラ
ン
ド
産
物
の
「
あ
ら
か
わ
の
桃
」

な
ど
が
あ
り
、
一
年
中
フ
ル
ー
ツ
が
豊
富
に
採
れ
ま
す
。

大
阪
や
関
西
国
際
空
港
、
世
界
遺
産
の
高
野
山
に
ア
ク

セ
ス
し
や
す
く
、
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
や
カ
ヌ
ー
、
キ
ャ
ン

プ
場
な
ど
自
然
を
楽
し
む
活
動
が
で
き
る
環
境
も
あ
り
ま

す
。し
か
し
な
が
ら
観
光
資
源
を
生
か
し
切
れ
て
お
ら
ず
、

宿
泊
場
所
が
少
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
経
由
地
に
な
っ
て

い
る
側
面
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
フ
ル
ー
ツ
に
着
目
し
、
新
た
な
観
光
資
源
と
し

て
「
見
直
す
・
再
発
見
す
る
・
伝
え
る
」
こ
と
で
、
地
域

を
活
性
化
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

２
０
０
人
以
上
の
市
民
が
協
働

◆◆◆◆◆◆

「
紀
の
川
フ
ル
ー
ツ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
取
り
組
み
は
、

紀
の
川
市
が
平
成
26
年
に
市
内
の
農
家
や
団
体
、
グ
ル
ー

プ
、
事
業
者
、
市
民
な
ど
を
募
っ
て
で
き
た
「
フ
ル
ー
ツ
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
（
研
究
会
）」
を
礎
と
し
ま
す
。
フ

ル
ー
ツ
に
つ
い
て
考
え
企
画
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
初

回
は
２
０
０
人
が
集
ま
り
、
以
降
は
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で

活
動
し
て
き
ま
し
た
。

話
し
合
い
の
核
と
な
っ
た
テ
ー
マ
は
四
つ
。
見
る
・
触

れ
る
・
香
る
・
農
家
と
語
ら
う
「
体
験
」。
調
理
や
味
わ

う
喜
び
を
重
視
し
た
「
料
理
」。
紀
の
川
市
の
フ
ル
ー
ツ

に
新
た
な
魅
力
を
見
い
だ
す
「
商
品
」。
知
る
こ
と
を
楽

し
む
「
学
び
」
で
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
四
つ
の

テ
ー
マ
を
そ
れ
ぞ
れ
チ
ー
ム
で
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

体
験
チ
ー
ム
が
開
催
し
た
第
１
回
フ
ル
ー
ツ
茶
会
で

は
、
フ
ル
ー
ツ
の
味
と
見
た
目
の
和
菓
子
を
メ
ン
バ
ー
が

手
作
り
し
、
そ
れ
を
開
花
が
見
ご
ろ
の
桃
畑
で
行
い
ま
し

た
。
茶
会
は
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
や
季
節
で
行
っ
て
き
た
の

で
、
お
客
様
の
足
元
や
寒
さ
を
気
遣
っ
た
り
広
い
外
で
も

声
が
届
く
よ
う
配
慮
し
た
り
、
観
光
客
を
迎
え
入
れ
る
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
力
も
培
っ
て
き
ま
し
た
。

料
理
チ
ー
ム
は
、
フ
ル
ー
ツ
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
を
募
集

し
た
り
、
フ
ル
ー
ツ
た
っ
ぷ
り
の
シ
ロ
ッ
プ
を
か
け
た
か

き
氷
を
地
元
の
祭
り
で
販
売
し
た
り
、
フ
ル
ー
ツ
の
お
い

し
さ
を
広
め
る
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
商
品
チ
ー
ム

は
、
地
元
に
ゆ
か
り
の
あ
る
企
業
と
コ
ラ
ボ
し
た
ハ
ン
ド

ク
リ
ー
ム
を
商
品
化
す
る
な
ど
、
今
ま
で
に
な
か
っ
た
角

度
で
紀
の
川
市
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
学
び
チ
ー
ム
は
、

フ
ル
ー
ツ
に
ち
な
ん
だ
川
柳
を
募
集
し
、
そ
れ
を
元
に
カ

ル
タ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
成
果
物
や
イ
ベ
ン
ト
で
得
た
経
験
は
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
他
の
チ
ー
ム
と
共
有
す
る
こ
と
で
、
新
た

な
気
づ
き
や
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

チ
ー
ム
間
で
協
力
し
、
試
行
錯
誤
す
る
こ
と
約
２
年
。

合
計
38
回
に
わ
た
っ
て
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
き
た
経

験
を
発
展
さ
せ
、
規
模
を
大
き
く
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
、「
ぷ
る
博
（
第
１
回

紀
の
川
フ
ル
ー
ツ
体
験
！　

ぷ
る
ぷ
る
博
覧
会
）」
で
す
。

ネ
ー
ミ
ン
グ
の
由
来
は
フ
ル
ー
ツ
の
ぷ
る
っ
と
し
た
食
感

か
ら
き
て
い
ま
す
。第
１
回
の
ぷ
る
博
で
は
約
１
カ
月
間
、

市
内
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
、
65
種
類
の
体
験
型
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
し
た
。

五
感
で
感
じ
る
笑
顔
の
ぷ
る
博

ぷ
る
博
で
は
、
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
以
外
の
市
民
も
「
仕

掛
人
」
と
い
う
呼
び
名
で
、
主
催
者
と
し
て
加
わ
っ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
農
家
と
一
緒
に
フ
ル
ー
ツ
の
苗
を
植
え

る
イ
ベ
ン
ト
や
、
参
加
者
み
ず
か
ら
が
畑
で
収
穫
し
た
フ

ル
ー
ツ
を
ジ
ュ
ー
ス
に
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

飲
食
店
で
は
、
フ
ル
ー
ツ
の
一
品
を
盛
り
込
ん
だ
ス
ペ
シ

ャ
ル
ラ
ン
チ
を
期
間
限
定
で
始
め
た
り
、
フ
ル
ー
ツ
入
り

◆◆◆

和
歌
山
県
紀
の
川
市

（
紀
の
川
フ
ル
ー
ツ
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
）児

玉　

敏
昭

一
般
社
団
法
人 

紀
の
川
フ
ル
ー
ツ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム 

代
表
理
事

―
果
樹
王
国
の
魅
力
伝
え
る
体
験
型
ツ
ー
リ
ズ
ム
―

特
産
物
の
フ
ル
ー
ツ
使
い
地
域
活
性
化

新
た
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
×
地
域
活
性
化
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の
パ
ン
作
り
体
験
会
を
開
催
し
た
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

多
く
の
人
が
交
流
す
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
特
に

寿
司
ネ
タ
に
フ
ル
ー
ツ
を
組
み
合
わ
せ
た
フ
ル
ー
ツ
寿
司

は
定
番
化
し
、
今
で
は
遠
く
か
ら
来
ら
れ
る
お
客
様
が
い

る
ほ
ど
で
す
。

特
技
と
フ
ル
ー
ツ
を
組
み
合
わ
せ
て
、
食
べ
る
ブ
ー
ケ

や
、
柿
渋
で
つ
く
る
バ
ッ
グ
作
り
を
イ
ベ
ン
ト
に
す
る
人

も
い
ま
す
。
猫
駅
長
で
人
気
の
「
た
ま
電
車
」
に
乗
っ
て

イ
チ
ゴ
を
収
穫
し
に
行
く
体
験
や
、フ
ル
ー
ツ
検
定
な
ど
、

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
思
い
が
集
約
し
て
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。

ぷ
る
博
で
は
、
た
だ
フ
ル
ー
ツ
を
買
っ
て
も
ら
う
の
で

は
な
く
、
農
家
や
店
員
と
対
話
す
る
楽
し
さ
や
、
自
然
の

中
で
味
わ
う
美
味
し
さ
を
、
フ
ル
ー
ツ
を
通
じ
て
体
験
し

て
も
ら
い
、
笑
顔
で
帰
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
目
標
で
す
。

こ
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
も
っ
と
広
げ
た
い

平
成
28
年
に
一
般
社
団
法
人
化
し
、
ぷ
る
博
は
こ
れ
ま

で
計
６
回
に
わ
た
り
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
法
人
化
し
た

後
は
、
京
奈
和
自
動
車
道
が
開
通
し
、
大
阪
や
関
西
国
際

空
港
か
ら
の
所
要
時
間
が
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
令

和
４
年
に
新
た
な
宿
泊
施
設
が
開
業
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ

ん
こ
の
春
に
も
「
ぷ
る
博
７
」
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

昨
今
、
テ
ー
マ
性
の
あ
る
体
験
型
の
旅
行
ツ
ア
ー
や
ヒ

ュ
ー
マ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
フ
ル

◆◆◆

ー
ツ
を
テ
ー
マ
と
す
る
、
市
民
が
参
加
す
る
こ
と
に
ス
ポ

ッ
ト
を
当
て
た
ぷ
る
博
は
、
紀
の
川
市
に
よ
る
観
光
地
域

づ
く
り
法
人
（
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）
が
で
き
た
こ
と
で
、
さ
ら
な
る

周
遊
客
の
獲
得
や
地
域
の
観
光
振
興
、
活
性
化
に
つ
な
が

る
だ
ろ
う
と
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
開
に
つ
い
て

今
後
も
フ
ル
ー
ツ
の
旬
に
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
を
、
一

年
を
通
し
て
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
た
だ
現
在

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
運
営
で
、
独
自
財
源
が
少
な
い

た
め
、
新
た
な
取
り
組
み
が
難
し
い
の
が
現
状
で
す
。

最
近
で
は
、
ぷ
る
博
に
参
加
し
た
お
客
様
ご
自
身
か
ら

「
私
た
ち
も
主
催
し
た

い
！
」「
仕
掛
人
に
な
り

た
い
！
」
と
連
絡
を
受
け

る
事
例
が
出
て
き
ま
し

た
。
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト

で
な
い
こ
と
や
、
手
作
り

感
の
あ
る
雰
囲
気
が
、
敷

居
を
低
く
し
て
い
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

イ
ベ
ン
ト
の
規
模
は
小

さ
く
て
も
大
丈
夫
。
予
算

が
な
く
て
も
、
楽
し
ん
で

も
ら
う
こ
と
は
可
能
で
す
。

仕
掛
人
の
み
な
さ
ん
の

心
が
こ
も
っ
た
イ
ベ
ン
ト

を
た
く
さ
ん
集
め
た
フ
ル

ー
ツ
の
博
覧
会
を
、
ど
う

ぞ
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

◆◆◆

フルーツと酢飯のマリアージュ「フルーツ寿司」

アイスクリームにフルーツをトッピングしてもっとおいしく

農業体験〜フルーツの苗を植えよう
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イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
取
り
組
み
の
経
緯

島
根
県
は
、
東
西
に
約
２
３
０
㌔
と
長
く
、
東
部
の
出い

ず

雲も

地
域
、
西
部
の
石い

わ

見み

地
域
お
よ
び
離
島
の
隠お

岐き

地
域
と

大
き
く
三
つ
の
地
域
が
あ
り
ま
す
。

近
年
、「
新
た
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
取
り
組
み
が
全
国

各
地
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
島
根
県
に
お
い

て
も
、
橋
梁
、
ダ
ム
な
ど
地
域
の
公
共
土
木
施
設
等
（
イ

ン
フ
ラ
）
を
観
光
資
源
と
し
て
発
掘
し
、
そ
の
魅
力
を
発

信
し
て
い
く
こ
と
で
、
既
存
観
光
地
か
ら
の
誘
導
、
新
た

な
立
ち
寄
り
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
注
目
さ
れ
、
地
域
の
観
光

振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。そ
の
一
環
と
し
て
、

地
域
に
整
備
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ン
フ
ラ
を
紹
介
す
る

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク「
し
ま
ね
イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
ガ
イ
ド
」

（
石
見
地
域
版
）
を
令
和
２
年
３
月
に
発
行
し
、
続
い
て

同
（
出
雲
地
域
版
）
を
令
和
３
年
６
月
に
発
行
し
ま
し
た
。

◆◆◆

こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
手
に
地
元
住
民
だ
け
で
な
く
、
県

内
外
か
ら
島
根
の
イ
ン
フ
ラ
を
見
に
現
地
を
巡
っ
て
も
ら

え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
国
、
県
の
地
方
機
関
を
は
じ
め
、

市
町
、
公
益
性
を
有
す
る
イ
ン
フ
ラ
を
も
つ
民
間
企
業
を

基
本
と
し
て
、
島
根
県
技
術
士
会
、
島
根
県
立
大
学
、
松

江
工
業
高
等
専
門
学
校
の
ほ
か
、
島
根
ふ
る
さ
と
親
善
大

使
（
遣け

ん

島と
う

使し

）
な
ど
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
イ

ン
フ
ラ
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作

製
は
、
官
民
の
各
機
関
・
分
野
の
枠
を
超
え
、
あ
ら
ゆ
る

関
係
機
関
が
地
域
の
活
性
化
、
観
光
振
興
に
向
け
、
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
島
根
県
と
し
て
初
め
て
の
試
み
と

な
り
ま
し
た
。

ド
ロ
ー
ン
映
像
な
ど
使
い
構
造
物
紹
介

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
し
ま
ね
イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
ガ
イ

ド
」
は
、
国
・
地
方
公
共
団
体
・
民
間
企
業
が
そ
れ
ぞ
れ

◆◆◆

管
理
し
て
い
る
ダ
ム
、
空
港
、
建
築
物
、
発
電
施
設
、
鉄

道
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
部
門
の
施
設
情
報
を
盛
り
込
ん
で

お
り
、
地
域
に
整
備
さ
れ
て
い
る
イ
ン
フ
ラ
を
幅
広
く
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
一
般
の
方
々
が
撮
影
さ
れ

た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
映
え
す
る
イ
ン
フ
ラ
写
真
な
ど
も
多
数
盛
り
込

ん
で
い
ま
す
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
県
内
観
光
施
設
を
は
じ

め
、
道
の
駅
、
高
速
道
路
Ｓ
Ａ
／
Ｐ
Ａ
、
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線

主
要
駅
等
に
配
布
し
た
ほ
か
、
地
域
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ

に
関
心
を
持
ち
、
そ
の
役
割
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
小

中
学
校
、
高
等
学
校
に
も
配
布
し
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
他
、
無
人
航
空
機
（
ド
ロ
ー
ン
）
を
活
用

し
た
イ
ン
フ
ラ
空
撮
映
像
の
公
開
も
行
っ
て
い
ま
す
。
イ

ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
魅
力
の
一
つ
に
、
ダ
ム
な
ど
の
構

造
物
の
ス
ケ
ー
ル
感
を
よ
り
間
近
で
感
じ
て
も
ら
え
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
ア
ン
グ
ル

を
ド
ロ
ー
ン
に
よ
り
撮
影
し
、Y

ouT
ube

島
根
県
公
式

チ
ャ
ン
ネ
ル
「
し
ま
ね
っ
こ
Ｃ
Ｈ
」
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

空
撮
は
、
職
員
自
ら
に
よ
る
撮
影
の
ほ
か
、
島
根
県
建
設

業
協
会
、
島
根
県
測
量
設
計
業
協
会
か
ら
の
協
力
も
得
て

い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
ツ
ー
ル
活
用
し
た
情
報
発
信

県
内
の
イ
ン
フ
ラ
を
巡
る
旅
は
車
で
の
移
動
が
主
と
な

る
こ
と
か
ら
、
全
国
の
書
店
、
山
陰
地
方
の
コ
ン
ビ
ニ
等

で
販
売
さ
れ
て
い
る
道
路
地
図
を
備
え
た
旅
行
情
報
誌
に

広
告
を
掲
載
し
ま
し
た
。

ま
た
、
イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
情
報
をFacebook

等

で
随
時
発
信
し
、
観
光
部
署
や
国
市
町
等
、
各
機
関
が
運

営
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
情
報
を
シ
ェ
ア
し
合
う
こ
と
で
、
情
報

の
拡
散
に
努
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
季
節
や
自
然
と
の

◆◆◆

し
ま
ね
イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

�

通
じ
た
地
域
活
性
化

―
官
民
お
よ
び
各
分
野
の
枠
を
超
え
た
取
り
組
み
―

新
た
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
×
地
域
活
性
化

島
根
県

糸
原　

勝
則

島
根
県
土
木
部
土
木
総
務
課
管
理
監 

�

（
建
設
産
業
対
策
室
長
）
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調
和
が
美
し
い
イ
ン
フ
ラ
施
設
は
写
真
と
の
相
性
も
い
い

こ
と
か
ら
、Instagram

（
ア
カ
ウ
ン
ト
名
：shim

ane_
doboku

）
で
も
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
収
録
で
き
な
か
っ

た
施
設
も
含
め
、
配
信
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
「
イ
ン
フ

ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｐ
Ｒ
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
」
を
制
作
し
、
職
員
有

志
が
着
用
す
る
こ
と
で
の
Ｐ
Ｒ
も
図
っ
て
い
ま
す
。

取
り
組
み
の
波
及
効
果

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
う
ち
に
、
他
団
体
に
お
い
て

新
た
な
企
画
を
す
る
好
事
例
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
令
和
３
年
７
月
に
は
バ
ス
事
業
者
に

よ
る
旅
プ
ラ
ン
「
イ
ン
フ
ラ

ツ
ア
ー
」
が
企
画
さ
れ
ま
し

た
。
石
見
地
域
の
江ご

う

津つ

高
野

山
風
力
発
電
所
（
企
業
局
）、

第
二
浜
田
ダ
ム
（
浜
田
県
土

整
備
事
務
所
）、
三み

隅す
み

発
電

所
（
中
国
電
力
）
な
ど
を
巡

る
日
帰
り
プ
ラ
ン
で
、
平
日

開
催
な
が
ら
16
人
（
男
性
６

人
、
女
性
10
人
）
の
参
加
が

あ
り
、
普
段
立
ち
入
れ
な
い

ダ
ム
堤
体
内
部
な
ど
を
見
学

さ
れ
ま
し
た
。  

ま
た
、
萩
・
石
見
空
港
の

利
用
促
進
を
目
的
に
、
県
関

係
部
署
と
大
手
旅
行
会
社
が

連
携
し
て
、
島
根
県
内
の
全

て
の
ダ
ム
を
巡
り
、
ダ
ム
カ

ー
ド
を
完
全
制
覇
す
る
「
ダ

ム
ツ
ア
ー
」
を
実
現
し
よ
う

と
関
係
機
関
と
調
整
し
て
い

ま
す
（
令
和
２
年
３
月
に
催

行
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
延
期
中
）。

こ
れ
は
ダ
ム
見
学
だ
け
で
は

◆◆◆

な
く
、
主
要
観
光
地
も
巡
り
、
島
根
を
満
喫
し
て
も
ら
う

予
定
で
す
。

今
後
の
展
望
に
つ
い
て

「
イ
ン
フ
ラ
」
を
巡
る
と
い
う
新
し
い
旅
の
楽
し
み
方

に
触
れ
た
方
々
か
ら
は
、「
こ
の
よ
う
な
特
集
は
素
晴
ら

し
い
」「
普
段
入
る
事
の
な
い
裏
側
を
見
る
こ
と
が
で
き
、

支
え
て
く
だ
さ
る
人
の
お
仕
事
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
ワ

ク
ワ
ク
し
た
」
な
ど
、
好
意
的
な
感
想
が
多
数
寄
せ
ら
れ

て
お
り
、
島
根
県
へ
の
来
訪
意
欲
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て

い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
寄
稿
の
中
で
は

個
々
の
公
共
土
木
施
設
等
（
イ
ン
フ
ラ
）
の
紹
介
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
本
県
か
ら
情
報
発
信
し
て
い
る
内
容

を
是
非
ご
覧
下
さ
い
。

ま
た
、
現
在
は
、
し
ま
ね
イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
ガ
イ

ド
の
隠
岐
地
域
版
の
作
製
を
進
め
て
お
り
、
令
和
５
年
度

の
発
行
を
目
指
し
て
い
ま
す
の
で
、
楽
し
み
に
お
待
ち
く

だ
さ
い
。
今
後
も
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
、
日
々
の
業

務
の
中
、
色
々
な
場
面
で
「
イ
ン
フ
ラ
」
の
役
割
、
魅
力

発
信
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
こ
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
学
生
層
に
も
の
づ

く
り
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
で
、
将
来
、
建
設
業
界
等
の

技
術
職
を
志
す
き
っ
か
け
と
な
り
、
担
い
手
の
確
保
に
も

つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

※�

今
回
、
次
の
事
務
局
（
県
の
地
方
機
関
）
と
共
に
寄
稿

し
ま
し
た
。

し
ま
ね
イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
ガ
イ
ド
作
製
事
務
局

島
根
県
出
雲
県
土
整
備
事
務
所
（
出
雲
地
域
）

島
根
県
浜
田
県
土
整
備
事
務
所
（
石
見
地
域
）

島
根
県
隠
岐
支
庁
県
土
整
備
局
（
隠
岐
地
域
）

◆◆◆

ガイドブック
「しまねインフラツーリズムガイド（石見・出雲）」

インフラツーリズムの PR ポロシャツバスによるインフラツアー。江津高野山
風力発電所で風車を見上げる見学者

Instagram「しまねインフラツーリズム」

インフラ空撮映像
YouTube
「しまねっこCH」

石
見
地
域
版

二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド

出
雲
地
域
版

二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
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子
ど
も
た
ち
を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

四
万
十
・
足
摺
エ
リ
ア
と
も
呼
ば
れ
る
高
知
県
幡
多
地

域
は
、
日
本
最
後
の
清
流
「
四
万
十
川
」
や
、
船
が
宙
に

浮
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
海
と
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
メ
デ
ィ

ア
に
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
「
柏
島
」、
２
０
２
２

年
に
指
定
50
周
年
と
な
る
「
足
摺
宇
和
海
国
立
公
園
」
な

ど
、
全
国
的
に
も
知
名
度
の
高
い
豊
か
で
美
し
い
自
然
環

境
・
生
態
系
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
幡
多
地
域
の
最
大
の

観
光
資
源
で
も
あ
る
豊
か
な
自
然
や
生
態
系
が
、
近
年
の

地
球
温
暖
化
や
観
光
客

の
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
な

ど
で
脅
か
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
地
域
課
題
を

観
光
の
面
か
ら
も
解
決

し
て
い
こ
う
と
考
え
、

地
域
全
体
の
観
光
振
興

の
か
じ
取
り
役
を
担
う

幡
多
広
域
観
光
協
議
会

◆◆◆

（
地
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）
が
中
心
と
な
っ
て
、
次
世
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
、
複
数
の

持
続
可
能
な
「
観
光
×
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
エ
リ

ア
全
体
で
造
成
・
提
供
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。
当
該
取

り
組
み
を
通
じ
て
「
地
域
の
自
然
環
境
・
生
態
系
の
保
全

と
次
世
代
へ
の
継
承
」「
観
光
に
よ
る
地
域
消
費
の
拡
大
」

「
体
験
者
の
持
続
可
能
な
未
来
を
つ
く
る
た
め
の
行
動
」

に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
考
え
方
と
目
指
す
姿

「
観
光
×
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
の
取
り
組
み
に
あ
た
っ
て
は
、

ま
ず
商
品
造
成
の
考
え
方
を
整
理
し
た
。
幡
多
地
域
の
豊

か
な
自
然
環
境
や
生
態
系
は
、
山
か
ら
川
、
川
か
ら
海
、

海
か
ら
雨
と
な
っ
て
山
に
戻
る
と
い
う
水
の
循
環
と
、
地

域
に
住
む
人
と
の
共
生
に
よ
っ
て
、
豊
か
で
美
し
く
保
た

れ
て
い
る
。
幡
多
地
域
に
は
こ
の
自
然
環
境
を
求
め
て
多

く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
お
り
、
幡
多
地
域
の
最
大
の
観
光

資
源
は
自
然
環
境
で
あ
る
と
言
え
、
将
来
に
わ
た
っ
て
、

豊
か
で
美
し
い
ま
ま
の
姿
で
観
光
客
に
楽
し
ん
で
も
ら
い

◆◆◆

た
い
と
考
え
、

▽
幡
多
地
域
の
山
・
川
・
海
へ
と
続
く
水
の
循
環
や
、
自

然
と
人
と
の
共
生
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と

▽
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
の
う
ち
、「
14　

海
の
豊
か
さ
を
守

ろ
う
」「
15　

陸
の
豊
か
さ
も
守
ろ
う
」
の
達
成
に
寄

与
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

▽
単
に
既
存
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
番

号
を
割
り
振
る
の
で
は
な
く
、「
学
び
」
や
「
遊
び
」

＋
「
行
動
に
つ
な
げ
る
」
も
の
で
あ
る
こ
と

を
商
品
造
成
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
設
定
し
た
。

こ
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
当
協
議
会
が
地
域
の
観
光
事

業
者
等
と
連
携
し
、エ
リ
ア
全
体
で
次
々
と
商
品
を
作
り
、

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
こ
と
で
、

▽
幡
多
地
域
で
造
成
す
る
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
自
然
環

境
や
生
態
系
へ
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る

▽
幡
多
地
域
の
観
光
関
連
事
業
者
を
は
じ
め
地
域
全
体

高
知
県

（
幡
多
広
域
観
光
協
議
会
）

東　

泰
照

一
般
社
団
法
人 

幡
多
広
域
観
光
協
議
会
総
務
部
長

―
高
知
県
幡は

多た

地
域
の
持
続
可
能
な
未
来
を
作
る
―

「
観
光
×
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
の
取
り
組
み

プログラム造成の考え方

ロゴ

新
た
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
×
地
域
活
性
化
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に
、
環
境
や
生
態
系
の
保
護
・
保
全
意
識
が
醸
成
さ
れ

て
い
る

▽
「
観
光
×
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
数
多
く
生
み
出

さ
れ
、
新
た
な
魅
力
と
な
る
こ
と
で
、
幡
多
地
域
を
訪

れ
る
観
光
客
が
増
加
し
、
地
域
へ
の
消
費
が
拡
大
さ
れ

て
い
る

▽
「
観
光
×
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
体
験
者
が
、
幡

多
地
域
の
取
り
組
み
を
体
験
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
自

地
域
や
地
球
の
未
来
の
た
め
の
行
動
に
つ
な
げ
て
い
る

▽
幡
多
地
域
の
豊
か
な
自
然
環
境
や
生
態
系
、
自
然
と
人

が
共
に
暮
ら
す
文
化
が
、
次
世
代
へ
継
承
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る

現
在
、「
観
光
×
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、

①
四
万
十
川
と
ト
ン
ボ
か
ら
考
え
る
自
然
と
人
と
の
共
生

の
か
た
ち
（
定
員
20
～
80
人
、
所
要
時
間
約
３
時
間
）

②
過
去
か
ら
未
来
へ
つ
な
げ
る
足
摺
宇
和
海
国
立
公
園
の

豊
か
な
自
然
環
境
と
生
態
系
（
定
員
40
人
、
所
要
時
間

約
３
時
間
）

③
生
物
多
様
性
の
宝
庫
柏
島
の
里
海
か
ら
学
ぶ
森
・
川
・

海
の
つ
な
が
り
（
定
員
15
～
40
人
、
所
要
時
間
約
３
時

間
）

の
三
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
大
月
町
の
柏
島
で
実
施
す
る
③
で
は
、
島
を

海
の
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
「
島
が
ま
る
ご
と
博

物
館
」
と
捉
え
、
環
境
教
育
（
里
海
教
育
）、
環
境
保
全
、

地
域
の
活
性
化
な
ど
、
持
続
可
能
な
「
里
海
」
モ
デ
ル
を

こ
の
地
に
作
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
黒
潮
実
感
セ
ン
タ
ー
の
活
動
や

「
森
・
川
・
海
の
つ
な
が
り
」
に
つ
い
て
の
座
学
を
し
た
後
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
浜
辺
で
き
れ
い
な
海
に
し
か
生

息
し
な
い
微
小
貝
の
貝
殻
（
海
の
宝
物
）
を
探
す
。
さ
ら

に
こ
の
微
小
貝
が
生
息
し
て
い
る
美
し
く
き
れ
い
な
海
に

も
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
人
の
生
活
の
中
か
ら
海
に

流
れ
出
た
ゴ
ミ
が
漂
着
し
て
い
る
状
況
を
調
査
し
、
そ
の

後
ま
と
め
の
講
義
で
、
生
徒
か
ら
の
感
想
や
今
後
自
分
た

ち
に
で
き
る
行
動
目
標
を
発
表
し
合
う
。

ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
、
自
然
環
境
や
生
物
多
様
性
の
持

続
可
能
な
保
全
と
活
用
の
取
り
組
み
を
座
学
に
よ
り
学

び
、
フ
ィ
ー
ル
ド
に
出
て
実
際
に
地
域
の
自
然
や
生
物
と

触
れ
合
い
、
環
境
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
現
状
な
ど
を
体
験

し
た
後
、
ま
と
め
の
講
義
と
体
験
者
自
身
の
感
想
や
目
標

を
発
表
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
子
供
た
ち
の
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
現
に
つ
な
が
る
よ
う
、
当
協
議

会
独
自
で
作
成
し
て
い
る
学
習
ノ
ー
ト「
未
来
の
ノ
ー
ト
」

を
提
供
し
、現
地
を
訪
れ
る
前
に
自
ら
行
う
「
事
前
学
習
」

と
、
当
日
現
地
で
の
「
体
験
学
習
」、
学
校
に
戻
っ
て
か

ら
の
「
事
後
学
習
」
を
通
じ
て
、
地
球
や
環
境
、
自
地
域

の
未
来
の
た
め
の
自
ら
の
行
動
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き

る
仕
組
み
と
し
て
い
る
。

ま
た
、「
観
光
×
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
体
験
料

の
一
部
を
地
域
の
自
然
環
境
や
生
態
系
を
保
護
す
る
活
動

に
寄
付
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
環
境
保
全
活
動
に
も
貢
献

し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
展
開

今
後
、「
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
山
で
果
樹
栽
培
へ

の
農
家
の
想
い
を
学
ぶ
と
と
も
に
収
穫
等
の
体
験
を
通
じ

て
消
費
者
側
で
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
」や
、

「
森
林
の
保
全
・
林
業
の
振
興
・
地
域
の
活
性
化
を
目
指

す
持
続
可
能
な
山
と
の
関
わ
り
を
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」「
長

さ
４
㌔
に
わ
た
る
美
し
い
砂
浜
（
入
野
海
岸
）
で
の
漂
着

物
か
ら
環
境
問
題
を
考
え
る
ビ
ー
チ
コ
ー
ミ
ン
グ
（
漂
着

物
の
収
集
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
等
、
複
数
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

造
成
し
提
供
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
継
続
的
に
次

世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
未
来
の
た
め
に
何
が
で
き
る

か
考
え
る
き
っ
か
け
を
提
供
し
、
か
つ
、
地
域
の
豊
か
な

自
然
環
境
や
生
態
系
の
保
全
に
つ
な
げ
る
。
あ
わ
せ
て
、

当
該
取
り
組
み
が
地
域
の
新
た
な
観
光
の
魅
力
と
な
る
こ

と
で
、
誘
客
・
滞
在
の
促
進
と
、
地
域
で
の
観
光
消
費
拡

大
を
目
指
し
て
い
る
。

◆◆◆

微小貝探しと漂着物を調査するプログラムの様子

微小貝とは綺麗な海に生息する 1cm 以下の貝の総称

四万十川の生き物探しの様子
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長
崎
ス
ト
ー
リ
ー
ズ
の
誕
生
と
特
徴

令
和
４
年
４
月
に
長
崎
さ
る
く
（
注
）
が
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
、
長
崎
の
ま
ち
歩
き
を
包
含
す
る
観
光
商
品
ブ
ラ
ン

ド
＝
長
崎
さ
る
く
と
な
り
、
そ
の
中
で
各
ま
ち
歩
き
団
体

が
自
主
的
に
活
動
し
て
い
く
仕
組
み
に
変
わ
り
ま
し
た
。

我
々
Ｄ
Ｍ
Ｏ 

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
（
長
崎
国
際
観
光
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
）
は
長
崎
さ
る
く
を
構
成
す
る
ま
ち

歩
き
団
体
の
一
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
、ま
ち
歩
き
観
光「
長

崎
ス
ト
ー
リ
ー
ズ
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

注
＝
「
長
崎
さ
る
く
」
は
、
日
本
初
の
ま
ち
歩
き
博
覧

会
「
長
崎
さ
る
く
博
’06 
」
か
ら
生
ま
れ
た
、
ま
ち
歩
き
を

主
体
と
し
た
市
民
参
加
型
の
仕
掛
け
。
そ
の
後
、
い
つ
で

も
参
加
で
き
る
長
崎
さ
る
く
と
い
う
通
年
の
仕
掛
け
に
発

展
し
た
。
さ
る
く
と
は
、
ま
ち
を
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
く
と
い
う

意
味
の
長
崎
弁
。

長
崎
ス
ト
ー
リ
ー
ズ
の
ポ
イ
ン
ト
は
二
つ
あ
り
ま
す
。

◆◆◆

一
つ
は
参
加
し
や
す
さ
で
す
。
基
本
10
コ
ー
ス
は
毎
日
設

定
で
１
日
２
回
（
10
時
と
14
時
）、
予
約
は
10
時
発
な
ら

前
日
17
時
ま
で
、
14
時
発
な
ら
当
日
10
時
ま
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
旅
行
者
が
長
崎
に
滞
在
し
て
い

る
間
の
対
応
が
可
能
と
な
り
、
特
に
宿
泊
中
の
お
客
様
か

ら
当
日
や
翌
日
の
依
頼
を
受
け
て
い
ま
す
。
コ
ー
ス
は
、

出
島
、
グ
ラ
バ
ー
園
、
坂
本
龍
馬
と
い
う
切
り
口
や
、
坂

の
ま
ち
な
ら
で
は
の
洋
館
や
ま
ち
を
見
下
ろ
す
居
留
地
、

和
寺
と
唐
寺
が
混
在
す
る
寺
町
な
ど
、
ガ
イ
ド
が
い
る
か

ら
こ
そ
楽
し
め
る
コ
ー
ス
も
豊
富
に
用
意
し
て
お
り
、
一

度
長
崎
に
来
た
こ
と
が
あ
る
方
に
も
新
た
な
長
崎
の
魅
力

を
発
見
し
て
も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
。

も
う
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
は
Ｂ
２
Ｂ
対
応
で
す
。
一
般
観

光
客
の
依
頼
に
加
え
て
、
旅
行
会
社
の
ツ
ア
ー
商
品
や
ホ

テ
ル
の
宿
泊
プ
ラ
ン
へ
の
組
み
込
み
、
他
自
治
体
か
ら
の

行
政
視
察
や
学
校
の
教
育
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
対
応
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
依
頼
に
対
し
て
ま
ち
歩
き
観
光
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

我
々
Ｄ
Ｍ
Ｏ 

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
は
、
長
崎
の
ま
ち

歩
き
に
求
め
ら
れ
て
い
た
声
（
県
外
か
ら
の
観
光
客
を
意

識
し
た
商
品
、
間
際
の
予
約
、
大
人
数
の
受
入
、
通
年
で

の
展
開
な
ど
）
へ
の
対
応
を
長
崎
ス
ト
ー
リ
ー
ズ
で
展
開

し
て
お
り
、
既
存
の
ま
ち
歩
き
団
体
と
違
う
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ま
ち
歩
き
は
目
的
で
は
な
く
手
段

Ｄ
Ｍ
Ｏ 

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
は
ま
ち
歩
き
を
通
し
長

崎
へ
の
観
光
客
を
増
や
し
、
市
内
の
回
遊
性
を
高
め
、
地

元
へ
の
経
済
波
及
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、ど
の
コ
ー
ス
も
ま
ち
歩
き
の
時
間
は
長
す
ぎ
ず
、

す
き
間
時
間
と
し
て
も
参
加
し
や
す
い
約
２
時
間
と
し
て

お
り
、
終
了
後
に
は
解
散
場
所
付
近
で
の
飲
食
や
お
土
産

の
購
入
、
ご
自
身
で
の
さ
ら
な
る
散
策
な
ど
に
つ
な
げ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
２
時
間
で
説
明
で
き
る
こ
と
に
は
限
界

が
あ
る
た
め
、
思
い
切
っ
て
ガ
イ
ド
の
案
内
内
容
は
簡
潔

に
ポ
イ
ン
ト
を
絞
り
、
お
客
様
の
反
応
を
見
て
、
よ
り
詳

◆◆◆

「長崎ストーリーズ」でのお客様とガイドの様子

「
長
崎
ス
ト
ー
リ
ー
ズ
」
で

�

観
光
誘
客
と
消
費
拡
大

―「
ま
ち
歩
き
の
ま
ち
長
崎
」
を
目
指
し
て
―

新
た
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
×
地
域
活
性
化

長
崎
県

（
Ｄ
Ｍ
Ｏ 

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
）

古
賀　

典
明

一
般
社
団
法
人
長
崎
国
際
観
光

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
事
業
部
長
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し
く
説
明
し
た
方
が
よ
い
か
、
そ
れ
と
も
写
真
撮
影
や
休

憩
に
時
間
を
割
い
た
方
が
よ
い
か
決
め
て
い
ま
す
。

我
々
は
２
時
間
の
ま
ち
歩
き
を
、
長
崎
を
知
っ
て
い
た

だ
く
き
っ
か
け
と
考
え
て
お
り
、
説
明
よ
り
も
ガ
イ
ド
と

一
緒
に
歩
く
楽
し
い
時
間
を
優
先
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

長
崎
は
一
度
の
訪
問
で
理
解
す
る
に
は
歴
史
・
文
化
が
多

様
で
、
か
つ
見
る
べ
き
場
所
も
多
く
あ
る
た
め
、
長
崎
ス

ト
ー
リ
ー
ズ
で
は
、
ガ
イ
ド
が
全
て
の
こ
と
を
一
方
的
に

説
明
す
る
の
で
は
な
く
、
参
加
者
に
も
っ
と
長
崎
を
知
り

た
い
、
も
っ
と
長
崎
を
歩
き
た
い
、
そ
し
て
ま
た
長
崎
に

来
た
い
と
思
わ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
ガ
イ
ド
は
終
了
時
に

別
の
コ
ー
ス
や
別
の
季
節
の
魅
力
を
語

り
、
参
加
者
の
再
訪
を
願
っ
て
お
別
れ
を

し
て
い
ま
す
。

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な 

ま
ち
歩
き
の
鍵
は
ガ
イ
ド

長
崎
ス
ト
ー
リ
ー
ズ
に
は
50
人
と
い
う

豊
富
な
ガ
イ
ド
が
お
り
、
皆
さ
ん
元
気
に

活
動
し
て
い
ま
す
が
、
平
均
年
齢
は
67
歳

で
、
年
齢
が
進
む
に
伴
い
、
活
動
機
会
が

減
少
し
て
い
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
今

後
は
特
に
リ
タ
イ
ア
さ
れ
た
方
へ
の
ガ
イ

ド
募
集
を
行
い
、
長
崎
は
第
二
の
人
生
に

お
い
て
も
ガ
イ
ド
と
し
て
活
躍
で
き
る
ま

ち
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
歴
史
の
ま
ち
長
崎

で
は
、
毎
年
長
崎
検
定
が
行
わ
れ
、
多
く

の
方
が
受
講
し
て
お
り
、
そ
の
受
講
者
に

も
ガ
イ
ド
募
集
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

ガ
イ
ド
と
し
て
案
内
す
る
た
め
に
は
自

ら
学
ぶ
必
要
が
あ
り
、
参
加
し
た
お
客
様

か
ら
学
ぶ
こ
と
も
あ
る
の
で
、
ま
さ
に
そ

れ
は
生
涯
学
習
の
実
践
で
す
。
坂
と
石
だ

た
み
の
ま
ち
歩
き
は
健
康
づ
く
り
に
も
つ

◆◆◆

な
が
り
、
参
加
者
に
と
っ
て
も
ガ
イ
ド
に
と
っ
て
も
、
ま

ち
歩
き
を
通
じ
て
多
く
の
も
の
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
ま

ち
と
い
え
ま
す
。
加
え
て
、
若
い
世
代
へ
の
取
り
組
み
と

し
て
、
長
崎
の
大
学
生
や
地
元
事
業
者
、
そ
し
て
県
外
か

ら
の
移
住
者
な
ど
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
、
若
い
ガ
イ

ド
の
獲
得
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

バ
ー
チ
ャ
ル
で
は
で
き
な
い
体
験
を

世
の
中
が
変
わ
っ
て
も
、
旅
行
者
の
ト
レ
ン
ド
や
ニ
ー

ズ
が
変
わ
っ
て
も
、
長
崎
の
景
色
や
歴
史
が
変
わ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
世
の
中
で
す
が
、
ま
ち
歩
き

と
い
う
リ
ア
ル
な
体
験
は
バ
ー
チ
ャ
ル
で
は
楽
し
め
ま
せ

ん
。
我
々
は
豊
富
な
ガ
イ
ド
と
豊
富
な
観
光
素
材
の
掛
け

合
わ
せ
に
よ
り
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
ま
ち
歩
き
観
光
の

コ
ー
ス
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、「
ま
ち
歩
き

の
ま
ち
長
崎
」
が
定
着
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
こ
れ
か
ら

も
ま
ち
歩
き
と
い
う
手
法
で
長
崎
へ
の
観
光
誘
客
と
経
済

波
及
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ

ひ
長
崎
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
一
緒
に
長
崎
の
ま

ち
歩
き
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

◆◆◆

長崎ストーリーズ
「居留地路地裏さんぽ」のイメージ画像

右上・左（南山手）、右下（東山手）

長崎ストーリーズ
「坂本龍馬の足跡さんぽ」のイメージ画像
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竹
田
市
の
概
要

大
分
県
の
西
部
に
位
置
し
、
熊
本
県
、
宮
崎
県
に
隣
接

す
る
本
市
は
、岡
藩
七
万
石
の
歴
史
文
化
薫
る
城
下
町
や
、

瀧
廉
太
郎
作
曲
「
荒
城
の
月
」
の
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
た
国

指
定
史
跡
「
岡
城
跡
」、
日
本
百
名
山
「
久
住
山
」
を
主

峰
に
峰
々
が
連
な
る
く
じ
ゅ
う
連
山
・
久
住
高
原
な
ど
を

有
す
る
風
光
明め

い

媚び

な
都
市
で
す
。

市
内
各
所
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
泉
質
の
温
泉
が
湧
出
し
、

市
内
全
域
が
国
民
保
養
温
泉
地
と
し
て
環
境
大
臣
か
ら
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
世
界
屈
指
の
高
濃
度
炭

酸
泉
と
し
て
有
名
な
「
長
湯
温
泉
」
は
、
温
泉
街
の
中
央

に
流
れ
る
芹
川
の
流
域
に
51
の
泉
源
を
有
し
、
毎
分
お
よ

そ
４
１
０
０
㍑
の
国
内
で
も
珍
し
い
炭
酸
泉
が
湧
出
し
て

い
ま
す
。

天
然
炭
酸
泉
は
、
国
内
３
０
０
０
カ
所
と
も
い
わ
れ
る

温
泉
地
で
も
湧
出
地
と
し
て
は
１
％
に
満
た
な
い
と
も
さ

れ
る
希
少
な
泉
質
で
、
近
年
で
は
疲
労
回
復
な
ど
に
優
れ

た
療
養
泉
と
し
て
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
愛
顧
頂
い
て
お
り

◆◆◆

ま
す
。入

湯
税
の
一
部
活
用
し
温
泉
療
養
に
保
険

温
泉
療
養
保
健
シ
ス
テ
ム
「
竹
田
式
湯
治
」
は
、「
世

界
に
通
じ
る
個
性
的
な
温
泉
地
づ
く
り
」の
戦
略
と
し
て
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
よ
う
に
温
泉
療
養
に
保
険
を
適
用
す
る
制

度
を
独
自
に
実
施
で
き
な
い
か
と
模
索
し
、
シ
ス
テ
ム
の

実
証
実
験
を
経
て
、
２
０
１
１
年
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
日
本
に
な
か
っ
た
先
進
的
な
施
策
で
、
原
資
は

目
的
税
で
あ
る
入
湯
税
の
一
部
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
竹
田
市
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム

協
会
が
運
営
す
る
「
竹
田
式
湯
治
」
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ペ
ー
ジ
に

ア
ク
セ
ス
し
、
パ
ス
ポ
ー
ト
を
発
行
し
ま
す
。
次
に
協
賛

し
て
い
る
宿
泊
・
日
帰
り
温
泉
施
設
を
利
用
し
ス
タ
ン
プ

を
取
得
。
申
請
条
件
を
満
た
し
た
ら
、
同
協
会
へ
給
付
申

請
を
行
い
ま
す
（
２
０
２
１
年
よ
り
非
接
触
型
の
シ
ス
テ

ム
に
移
行
）。
確
認
作
業
の
の
ち
、
給
付
金
が
振
り
込
ま

れ
る
と
い
う
仕
組
み
で
す
。

制
度
導
入
以
降
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
滞
在
者
が
増

◆◆◆

え
、
宿
泊
平
均
で
は
年
間
計
６
泊
（
２
０
１
９
年
）
の
滞

在
実
績
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
大
阪
観
光
大
学
観
光

学
部
の
調
査
に
よ
る
と
、
投
資
額
に
対
し
て
20
倍
、
お
よ

そ
３
４
６
１
万
円
（
２
０
１
８
年
）
の
波
及
効
果
が
あ
っ

た
こ
と
も
報
告
さ
れ
、
消
費
額
の
向
上
等
の
効
果
を
生
み

出
し
て
お
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、

２
０
１
６
年
に
は
日
本
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
振
興
機
構
主

催
の
「
第
８
回
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
」
を
受
賞
し
ま

し
た
。地

方
創
生
へ
の
取
り
組
み

世
界
に
冠
た
る
「
温
泉
資
源
」
を
活
用
し
た
「
予
防
医

療
・
健
康
づ
く
り
」
と
新
た
な
観
光
振
興
を
テ
ー
マ
に
、

国
の
地
方
創
生
交
付
金
事
業
に
取
り
組
み
、
慶
応
義
塾
大

学
先
端
生
命
科
学
研
究
所
と
の
連
携
に
よ
る
「
飲
泉
の
医

科
学
的
な
調
査
」（http://w

w
w

.iab.keio.ac.jp/

）、「
炭

酸
泉
入
浴
に
よ
る
心
身
へ
の
影
響
調
査
」
な
ど
の
医
科
学

調
査
の
蓄
積
や
本
市
独
自
の
「
竹
田
市
総
合
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
の
育
成
」「
有
資
格
者
の
確
保
」
な
ど
の
取
り
組

み
も
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
エ
ビ
デ
ン
ス
や
人
材
に
よ
り
、
２
０
１
７

年
に
は
、
長
湯
温
泉
療
養
文
化
館
「
御
前
湯
」
と
Ｂ
＆
Ｇ

直
入
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
が
、
温
泉
力
地
域
協
力
協
定

を
締
結
し
て
い
る
北
海
道
豊
富
町
の
施
設
と
と
も
に
「
温

泉
利
用
型
健
康
増
進
施
設
（
連
携
型
）」
と
し
て
２
０
１

７
年
度
（
第
１
期
）
の
認
定
を
厚
生
労
働
大
臣
よ
り
受
け

ま
し
た
。
こ
れ
は
一
体
型
を
含
め
、
九
州
で
は
唯
一
の
認

定
施
設
で
一
定
の
条
件
は
あ
り
ま
す
が
所
得
税
の
医
療
費

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
「
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
認
証
」
制
度
の
第
１
期

◆◆◆

大
分
県
竹
田
市森

田　

康
之

竹
田
市
総
務
課
市
長
室
長 

（
温
泉
入
浴
指
導
員
）

―
温
泉
×
観
光　

ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
未
来
―

炭
酸
泉
を
生
か
し
た
健
康
療
養
地
を
目
指
し
て

新
た
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
×
地
域
活
性
化
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と
し
て
、
本
市
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
の
健
康
増
進
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
こ
こ
ろ
・
か
ら
だ
・
よ
み
が
え
る　

健
康
な
が

ゆ
旅
」
が
２
０
１
８
年
に
認
証
さ
れ
、
健
康
へ
の
気
づ
き

や
生
活
習
慣
の
振
り
返
り
な
ど
自
分
を
見
つ
め
な
お
す
旅

行
商
品
と
し
て
現
在
、
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
の
集
大
成
と
し
て
、
お
そ
ら
く

日
本
で
は
唯
一
と
思
わ
れ
る
「
天
然
か
け
流
し
の
高
濃
度

炭
酸
泉
」
に
よ
る
運
動
浴
槽
・
歩
行
浴
を
有
す
る
ク
ア
ハ

ウ
ス
を
整
備
し
、
温
泉
療
養
複
合
施
設
「
ク
ア
パ
ー
ク
長

湯
」
が
２
０
１
９
年
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
陸
上
で
の
運
動
で
は
得
ら
れ
な
い
湯
中

で
の
運
動
や
呼
吸
法
、
入
浴
方
法
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
効

果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
２
０
２
０
年
に
は
、
御
前
湯

に
続
き
、
ク
ア
パ
ー
ク
長
湯
も
「
温
泉
利
用
型
健
康
増
進

施
設
（
連
携
型
）」
に
追
加
認
定
を
受
け
、
よ
り
高
度
な

温
泉
療
法
を
処
方
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
展
望

現
在
、
我
が
国
は
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
に
よ
る
社
会

保
障
給
付
費
、
特
に
医
療
費
の
膨
張
と
い
う
課
題
に
直
面

し
て
い
ま
す
。
本
市
も
高
齢
化
率
48
・
５
％
で
人
口
の
半

◆◆◆

分
以
上
が
60
歳
以
上
で
あ
り
、
一
般
会
計
に
占
め
る
社
会

保
障
給
付
費
は
10
年
前
に
比
べ
て
お
よ
そ
８
億
円
増
と
急

速
に
増
え
て
お
り
ま
す
。
と
り
わ
け
健
康
寿
命
の
観
点
で

重
要
な
視
点
で
あ
る
「
介
護
新
規
認
定
者
」
の
原
因
を
分

析
す
る
と
、
半
数
以
上
が
「
廃
用
症
候
群
」
で
あ
り
、
転

倒
や
骨
折
等
の
予
防
が
解
決
策
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。

一
方
で
は
働
き
盛
り
の
若
年
層
の
運
動
習
慣
率
も
35
％
未

満
と
低
く
市
民
の
運
動
習
慣
化
が
大
き
な
課
題
で
す
。

こ
れ
ら
の
解
決
に
向
け
、
育
成
し
て
き
た
人
材
、
蓄
積

し
て
き
た
エ
ビ
デ
ン
ス
を
掛
け
合
わ
せ
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産

業
の
創
出
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

特
に
本
市
は
、
１
９
８
９
年
よ
り
温
泉
療
養
の
先
進
地

で
あ
る
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
の
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ

ン
市
と
国
際
姉
妹
都
市
交
流
を
続
け
て
お
り
、「
温
泉
療

養
」
の
素
晴
ら
し
さ
と
自
ら
が
持
つ
「
免
疫
力
」「
自
然

治
癒
力
」
を
高
め
る
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
長
年
見
て
き
ま
し

た
。病

気
に
な
り
に
く
い
体
づ
く
り
と
重
症
化
予
防
、
身
近

な
存
在
で
あ
る
「
温
泉
資
源
」
を
ど
う
生
か
す
か
、
そ
の

中
で
地
域
に
新
た
な
経
済
活
動
と
し
て
ど
の
よ
う
に
循
環

を
生
む
か
。
20
年
後
の
日
本
の
縮
図
で
あ
る
本
市
だ
か
ら

こ
そ
見
え
る
視
点
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

世
界
有
数
の
温
泉
大
国
で
あ
る
我
が
国
に
お
い
て
豊
富

な
温
泉
資
源
を
活
用
し
た
取
り
組
み
は
現
代
社
会
に
お
け

る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決
で
き
る
可
能
性
を
秘
め
て
い

ま
す
。
中
で
も
自
律
神
経
失
調
症
や
関
節
疼
痛
な
ど
温
泉

に
よ
る
「
温
浴
」
や
自
然
療
法
で
の
改
善
事
例
は
数
多
く

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
こ
そ
全
国
に
存
在
す
る
３
０
０
０
カ
所
の
温
泉
地
が

連
携
し
、
新
た
な
潮
流
を
作
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
こ

れ
こ
そ
が
私
た
ち
温
泉
地
の
使
命
で
も
あ
る
と
考
え
ま
す
。

「竹田式湯治」の効果「竹田式湯治」のパンフレット表紙

「竹田式湯治」のパンフレット
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す
る
調
査
結
果
」�

 
https://new

s.booking.com
/ja/sustainable-travel-

report-2022/

持
続
可
能
な
観
光
の
概
念
が
含
む
内
容
は
幅
広
く
、
国

連
世
界
観
光
機
関
（
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
の
定
義
で
は
、「
訪

問
客
、
業
界
、
環
境
お
よ
び
訪
問
客
を
受
け
入
れ
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
つ
つ
、
現
在
お
よ
び
将

来
の
経
済
、
社
会
、
環
境
へ
の
影
響
を
十
分
に
考
慮
す
る

観
光
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
２
０
２
０
年
に
観

光
庁
が
、「
日
本
版
持
続
可
能
な
観
光
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（Japan Sustainable T
ourism

 Standard for 
D

estinations, JST
S-D

）」
を
作
成
し
ま
し
た
。
持
続

可
能
な
観
光
を
進
め
て
い
く
に
は
、
経
済
・
社
会
・
環
境

の
三
つ
の
側
面
が
十
分
に
考
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
現
在
だ
け
で
な
く
将
来
世
代
に
わ
た
っ
た
責
任

あ
る
観
光
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。そ
の
中
で
は
、

主
な
観
光
資
源
と
な
る
自
然
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
、
文

化
的
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
、
ま
た
地
域
の
経
済
的
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
な
ど
が
フ
ォ
ー
カ
ス
さ
れ
、
地
域
資
源
を
観

光
に
最
大
限
生
か
す
と
同
時
に
保
全
も
行
っ
て
い
く
こ
と

が
重
要
に
な
り
ま
す
。
保
全
に
は
、
ル
ー
ル
や
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
設
け
て
配
慮
し
な
が
ら
利
用
す
る
方
法
も
あ
れ

ば
、
積
極
的
に
地
域
資
源
の
改
善
や
再
生
に
寄
与
す
る
参

加
型
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
、
ま
た

利
用
に
よ
る
参
加
費
・
収
益
の
中
か
ら
保
全
金
な
ど
の
形

で
経
済
的
に
一
部
を
還
元
す
る
方
法
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

形
が
あ
り
ま
す
。

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を 

強
化
す
る
モ
デ
ル
事
業
を
実
施

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
に
、
観
光
庁
で

は
じ
め
に

観
光
の
制
限
が
緩
和
さ
れ
、
長
い
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
再
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
て
い
ま
す
。国
内
客
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

海
外
か
ら
日
本
を
訪
れ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
も
本
格
的
に
再

開
し
て
い
く
中
で
、
旅
行
者
を
受
け
入
れ
る
地
域
の
側
も

ま
た
、
地
域
の
持
つ
魅
力
的
な
資
源
を
生
か
し
て
こ
れ
ま

で
と
は
違
う
新
た
な
取
り
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
機
会

と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
現
在
求
め
ら
れ
て
い
る
観
光
の
形

が
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
自
然
に

触
れ
る
ニ
ー
ズ
が
非
常
に
高
ま
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
お

り
、
ま
た
混
雑
や
密
を
避
け
る
意
味
で
も
屋
外
で
の
ア
ウ

ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
自
然
体
験
が
好
ま
れ
る
傾
向

が
あ
り
ま
す
。
地
域
な
ら
で
は
の
自
然
資
源
を
楽
し
む
観

光
の
形
は
、
こ
れ
ま
で
も
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
Ａ
Ｔ
）
な
ど
の
形
で
さ
ま
ざ
ま
に

展
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
特
に
Ａ
Ｔ
で
は
、
自
然
・
文
化
・

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
う
ち
二
つ
以
上
の
要
素
を
組
み
合
わ

せ
て
、
地
域
の
本
質
に
触
れ
る
体
験
価
値
を
高
め
た
コ
ン

テ
ン
ツ
提
供
が
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

持
続
可
能
な
旅
行
に
対
す
る
ニ
ー
ズ

ま
た
、
世
界
的
に
持
続
可
能
な
観
光
（
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
）
に
対
す
る
配
慮
や
意
識
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
ブ
ッ
キ
ン
グ
・
ド
ッ
ト
コ
ム
の
調
査
（
注
１
）

に
よ
る
と
、
世
界
の
旅
行
者
で
は
８
割
以
上
が
「
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
旅
は
自
身
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
」
と
回
答
し

て
い
ま
す
。
一
方
で
、
そ
の
よ
う
な
旅
行
へ
の
参
加
の
仕

方
や
選
択
の
際
の
情
報
が
十
分
で
な
い
と
い
う
課
題
も
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
旅
を
し
た
い
と
い

う
ニ
ー
ズ
が
今
後
も
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
く
中
で
、
そ

れ
に
沿
っ
た
内
容
や
情
報
を
き
ち
ん
と
発
信
で
き
る
地
域

が
選
ば
れ
や
す
く
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
参
加
す
る
旅

行
者
が
、
地
域
で
の
深
い
体
験
価
値
や
、
観
光
を
通
じ
た

地
域
へ
の
貢
献
を
重
視
す
る
傾
向
も
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

（
注
１
）
日
本
法
人
ブ
ッ
キ
ン
グ
・
ド
ッ
ト
コ
ム
・
ジ
ャ
パ
ン
株
式

会
社
「
２
０
２
２
年
度
版
『
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ト
ラ
ベ
ル
』
に
関

特 集
副基調論文

新
た
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
×
地
域
活
性
化

旅
行
者
と
共
に
創
る
持
続
可
能
な
観
光
の
形

加
藤　

麻
理
子

観
光
庁
観
光
地
域
振
興
部
観
光
資
源
課

自
然
資
源
活
用
推
進
室
室
長

―
日
本
な
ら
で
は
の
価
値
を
模
索
す
る
各
地
域
の
取
り
組
み
―
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２
０
２
２
年
度
に
実
施
し
て
い
る
事
業
の
一
つ
に
、
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
強
化
事
業
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
事
業
で
は
、
持
続
可
能
な
観
光
を
具
体
的
な
形
で
進

め
る
た
め
に
、
地
域
で
取
り
組
む
モ
デ
ル
事
業
を
公
募
し

30
件
を
実
施
し
て
い
ま
す
（
表
１
）。
そ
の
内
容
は
、
国
立

公
園
な
ど
を
含
む
地
域
の
自
然
を
生
か
し
た
も
の
（
環
境

省
と
連
携
し
て
実
施
）、
文
化
や
歴
史
の
資
源
に

フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
も
の
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

例
え
ば
、
福
岡
県
八
女
市
で
は
、
里
山
地
域
の

豊
か
な
食
材
を
生
か
し
た
地
元
食
を
大
内
邸
と
い

う
文
化
財
施
設
を
活
用
し
て
高
付
加
価
値
な
形
で

旅
行
者
に
提
供
し
、
継
続
的
に
旅
行
者
を
獲
得
し

て
い
く
た
め
の
取
り
組
み
を
、
八
女
地
域
の
さ
ま

ざ
ま
な
伝
統
産
業
や
生
産
者
と
の
連
携
も
強
化
す

る
形
で
体
制
作
り
を
行
い
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。

神
奈
川
県
箱
根
町
で
は
、
首
都
圏
に
近
く
温
泉

地
と
し
て
も
有
名
な
一
大
観
光
地
で
あ
り
、
か
つ

富
士
箱
根
伊
豆
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
る
自

然
の
魅
力
が
豊
か
な
地
域
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え

て
、
新
た
に
東
海
道
の
旧
道
を
歩
き
地
域
の
自
然

や
文
化
の
深
い
体
験
を
提
供
す
る
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

ル
ー
ト
や
コ
ン
テ
ン
ツ
の
造
成
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

三
つ
の
観
点

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
実
施
す
る
上
で
は
、
次

の
三
つ
の
観
点
が
重
視
さ
れ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。一

つ
目
は
、
ま
ず
旅
行
者
を
引
き
つ
け
る
こ
と

が
で
き
る
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ

の
造
成
と
提
供
」
で
す
。
自
然
や
文
化
等
の
地
域

資
源
を
活
用
し
な
が
ら
継
承
す
る
こ
と
、
保
全
や

維
持
管
理
ま
で
き
ち
ん
と
考
え
て
い
る
こ
と
な
ど

が
重
要
で
す
。
ま
た
、
出
来
上
が
っ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
や
ツ

ア
ー
内
容
を
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
に
合
っ
た
旅
行
者
に
き
ち

ん
と
届
け
ら
れ
る
提
供
の
仕
組
み
を
整
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
場
合
、
単
純
な
参
加
人
数
や
売
上
金
額
の
増

加
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
の
観
点
で
適

正
な
規
模
や
数
量
の
中
で
自
立
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
に
す
る

た
め
の
プ
ラ
ン
を
地
域
関
係
者
で
合
意
し
な
が
ら
立
て
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

二
つ
目
に
、
観
光
を
通
じ
て
地
域
に
ど
の
よ
う
な
プ
ラ

ス
の
影
響
を
も
た
ら
せ
る
か
と
い
う
「
好
循
環
の
仕
組
み

づ
く
り
」
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
観
光
と
何
が
違
う
の
か
を

表
し
て
い
く
際
に
、
と
て
も
重
要
な
観
点
に
な
り
ま
す
。

従
来
も
観
光
に
よ
る
地
域
の
観
光
資
源
へ
の
過
剰
な
負
荷

や
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
の
低
減
に
つ
い
て
、
オ
ー
バ
ー
ユ
ー

ス
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
す
る
対
策
を
取
っ
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け

で
は
な
く
観
光
に
よ
る
プ
ラ
ス
の
影
響
を
、
地
域
に
と
っ

て
重
要
な
恩
恵
と
し
て
生
か
す
方
向
も
重
要
に
な
っ
て
い

ま
す
。

具
体
的
に
は
、
例
え
ば
地
域
の
本
質
を
感
じ
ら
れ
る
よ

う
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
造
成
に
よ
る
地
域
資
源
の
活
用
と

継
承
、
観
光
だ
け
で
な
く
地
域
の
農
林
水
産
業
や
伝
統
産

業
等
へ
の
好
影
響
、
観
光
収
益
の
一
部
の
再
投
資
に
よ
る

地
域
資
源
の
保
全
・
維
持
管
理
、
旅
行
者
の
さ
ま
ざ
ま
な

消
費
行
動
を
地
域
内
で
循
環
さ
せ
る
た
め
の
取
り
組
み
、

地
域
で
の
雇
用
の
増
加
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

交
流
・
関
係
人
口
の
増
加
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
や
将
来

的
に
見
た
移
住
・
人
材
の
獲
得
に
つ
な
が
る
こ
と
も
視
野

に
入
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
現
代
社
会
で
欠
か
せ
な
い
視
点
の
一
つ
で
あ
る

環
境
保
全
へ
の
貢
献
と
し
て
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
寄
与

表１　2022 年度サステナブルな観光コンテンツ強化事業 モデル事業実施地域一覧

特 集
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す
る
Ｃ
Ｏ
２
削
減
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
積
極
的
な

利
活
用
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
や
フ
ー
ド
ロ
ス
の
削
減
、

ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
の
実
行
、
そ
の
他
環
境
負
荷
へ
の
対
応

も
意
識
の
高
さ
と
共
に
求
め
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
三
つ
目
は
、「
持
続
観
光
な
観
光
を
進
め
る
体

制
の
強
化
」
で
す
。
持
続
可
能
な
観
光
は
、
民
間
事
業
者

を
中
心
と
す
る
観
光
関
係
者
の
み
で
実
施
・
達
成
す
る
も

の
で
は
な
く
、
行
政
関
係
者
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
住
民
の

関
与
も
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
に
な
り
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

主
体
が
参
加
す
る
連
携
体
制
の
構
築
や
、
意
識
の
向
上
、

そ
の
上
で
「
観
光
を
生
か
す
こ
と
で
自
分
た
ち
の
地
域
を

将
来
ど
の
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
の
か
」
を
示
す
ビ
ジ
ョ

ン
や
ポ
リ
シ
ー
と
し
て
明
確
化
し
、
旅
行
者
に
向
け
て
発

信
で
き
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

こ
れ
ら
の
観
点
に
留
意
し
な
が
ら
具
体
的
に
地
域
で
進

め
ら
れ
て
い
る
取
り
組
み
の
事
例
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し

ま
す
。

富
山
県
の
砺
波
平
野
の
事
例

富
山
県
西
部
の
砺
波
平
野
で
は
、
一
般
社
団
法
人
富
山

県
西
部
観
光
社 

水
と
匠
（
以
下
「
水
と
匠
」）
が
、
散さ

ん

居き
ょ

村そ
ん

の
保
全
・
活
用
を
目
的
に
し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
砺
波
平
野
に
は
、
立
山
連
峰
を
バ
ッ
ク
に
し
、
河
川

が
築
い
た
扇
状
地
に
造
ら
れ
た
水
田
の
中
に
、
伝
統
家
屋

（
ア
ズ
マ
ダ
チ
）
と
屋
敷
林
（
カ
イ
ニ
ョ
）
が
セ
ッ
ト
に

な
っ
た
家
々
が
点
在
し
て
広
が
る
非
常
に
美
し
い
散
居
村

景
観
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
現
代
の
生
活
様
式
に

合
わ
な
い
面
が
あ
る
こ
と
か
ら
家
屋
や
屋
敷
林
の
維
持
が

難
し
く
な
り
、
空
き
家
の
増
加
、
屋
敷
林
の
手
入
れ
の
問

題
、
水
田
減
少
な
ど
に
よ
っ
て
徐
々
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
。
こ
の
見
事
な

景
観
と
共
に
あ
る
、

地
域
で
受
け
継
が
れ

て
き
た
独
特
の
生
活

様
式
や
自
然
と
の
付

き
合
い
方
、
文
化
、

歴
史
、
ま
た
浄
土
真

宗
が
根
付
い
た
土
地

柄
で
の
寺
院
文
化
な

ど
が
、
国
内
の
み
な

ら
ず
海
外
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
旅
行
者
か
ら

見
て
も
非
常
に
魅
力

的
な
地
域
資
源
と
し

て
新
た
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

水
と
匠
は
、
こ
れ
ら
の
地
域
の
恵
み
・
宝
を
「
土ど

徳と
く

」

と
呼
ん
で
、
こ
の
散
居
村
が
持
つ
魅
力
を
最
大
限
伝
え
る

こ
と
を
意
図
し
た
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
、
ツ
ア
ー
造
成

等
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
拠
点
と
し
て
ア
ズ
マ
ダ
チ
伝
統

家
屋
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
宿
泊
施
設
「
楽ら

く

土ど

庵あ
ん

」
を

２
０
２
２
年
10
月
に
開
業
し
ま
し
た
。
砺
波
平
野
の
土
徳

を
感
じ
ら
れ
る
滞
在
、
食
事
を
高
単
価
で
提
供
し
、
さ
ら

に
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
の
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
、
散
居
村
ウ

ォ
ー
ク
、
太
鼓
体
験
、
寺
院
と
コ
ラ
ボ
し
た
案
内
、
カ
イ

ニ
ョ
の
樹
木
の
葉
か
ら
抽
出
し
た
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
作
り
な

ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
通
じ
て
観
光
消

費
を
地
域
内
に
循
環
さ
せ
、
さ
ら
に
宿
泊
・
体
験
費
の
２

％
を
還
元
し
、
散
居
村
の
保
全
に
つ
な
げ
る
仕
組
み
づ
く

り
を
検
討
し
て
お
り
、
現
代
版
の
ト
ラ
ス
ト
活
動
に
つ
な

が
る
方
向
性
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
旅
行
者
の
方
々
が
、

自
分
た
ち
の
観
光
消
費
の
中
か
ら
地
域
に
ど
の
よ
う
に
還

元
さ
れ
貢
献
し
て
い
る
の
か
、
後
世
に
わ
た
っ
て
砺
波
平

野
の
最
も
重
要
な
魅
力
の
基
盤
で
あ
る
散
居
村
景
観
が
守

ら
れ
て
い
く
実
感
を
得
ら
れ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
観

光
に
は
な
い
重
要
な
要
素
に
な
り
ま
す
。

沖
縄
や
ん
ば
る
地
域
の
事
例

沖
縄
島
北
部
３
村
（
国
頭
村
、
大
宜
味
村
、
東
村
）
の

や
ん
ば
る
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
る
地
域
は
、
２
０

２
１
年
に
奄
美
大
島
、
徳
之
島
、
西
表
島
と
共
に
世
界
自

然
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
世
界
的
に
も
珍
し
い
希
少
な
動
植

物
が
数
多
く
生
息
・
生
育
す
る
亜
熱
帯
の
や
ん
ば
る
の
森

の
自
然
を
有
し
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
で
は
、
今
後
の
観

光
利
用
を
考
え
て
い
く
に
あ
た
っ
て
、
一
定
の
ル
ー
ル
の

下
で
地
域
の
自
然
や
文
化
に
詳
し
い
地
元
ガ
イ
ド
が
案
内

す
る
形
態
の
一
つ
と
し
て
、
夜
間
の
林
道
パ
ト
ロ
ー
ル
体

験
を
活
用
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

散居村ウォークの様子
（写真提供：（一社）富山県西部観光社 水と匠）

散居村の伝統家屋アズマダチをリノベーションした宿「楽土庵」
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や
ん
ば
る
の
自
然
資
源
の
保
全
活
動
に
還
元
す
る
仕
組
み

も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
ナ
イ
ト
サ
フ
ァ
リ
の
よ
う
な
夜

間
生
物
観
察
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
は
全
国
的
に
さ
ま
ざ
ま
な

事
例
が
あ
り
ま
す
が
、
一
定
の
ル
ー
ル
の
中
で
地
域
主
導

で
し
っ
か
り
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
実
施
す
る
例
と

し
て
注
目
さ
れ
ま
す
。

旅
行
者
と
地
域
が
共
に
創
り 

見
い
だ
し
て
い
く
日
本
な
ら
で
は
の
価
値

こ
れ
ら
の
新
た
な
コ
ン
テ
ン
ツ
が
旅
行
者
を
最
も
引
き
つ

け
る
の
は
、
地
域
の
観
光
資
源
の
魅
力
は
も
と
よ
り
、
日

本
各
地
の
地
域
な
ら
で
は
の
特
色
あ
る
自
然
、
歴
史
、
文

化
と
共
に
あ
る
生
活
様
式
そ
の
も
の
が
、
持
続
可
能
性
や

自
然
と
の
共
生
に
深
く
根
ざ
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
日
本

の
独
自
の
ス
タ
イ
ル
や
受
け
継
が
れ
て
き
た
営
み
が
、
今
の

時
代
に
世
界
中
で
重
視
さ
れ
て
い
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
地
球
温

暖
化
対
策
、
持
続
可

能
な
観
光
な
ど
の
概

念
を
体
現
し
て
い
る

こ
と
を
実
感
で
き
る

滞
在
や
体
験
が
、
国

内
外
か
ら
訪
れ
る

方
々
に
最
も
深
い
印

象
や
感
動
を
与
え
、

ま
た
再
訪
し
た
い
と

い
う
大
き
な
動
機
に

な
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
地
域

を
訪
れ
る
旅
行
者

と
、
受
け
入
れ
る
地

す
。
や
ん
ば
る
で
は
以
前
か
ら
希
少
な
昆
虫
や
両
生
爬は

虫ち
ゅ
う

類
、
植
物
等
の
密
猟
・
盗
掘
が
問
題
に
な
っ
て
お
り
、

特
に
夜
行
性
の
希
少
生
物
も
多
い
こ
と
か
ら
注
意
喚
起
や

抑
止
力
と
し
て
の
夜
間
林
道
パ
ト
ロ
ー
ル
が
環
境
省
な
ど

の
関
係
機
関
と
地
域
関
係
者
の
連
携
に
よ
っ
て
10
年
以
上

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
や
ん
ば
る
の
希
少
な
在
来
種
の
出

現
確
認
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
も
兼
ね
て
い
る
保
全
活
動

を
体
験
し
な
が
ら
や
ん
ば
る
の
森
の
価
値
を
実
感
で
き
る

新
た
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
、
高
付
加
価
値
な
内
容

で
の
確
立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

世
界
自
然
遺
産
の
核
心
地
を
含
む
貴
重
な
自
然
環
境
に

負
荷
を
与
え
ず
に
実
施
す
る
た
め
、
ガ
イ
ド
に
必
要
な
ス

キ
ル
や
解
説
内
容
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案
を
作
成
し
て
い
ま

す
。
参
加
す
る
旅
行
者
に
は
、
守
っ
て
ほ
し
い
ル
ー
ル
や

留
意
事
項
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
内
容
を
整
理
し
て
予

約
検
討
時
の
Ｈ
Ｐ
閲
覧
や
コ
ン
テ
ン
ツ
中
の
事
前
レ
ク
チ

ャ
ー
に
組
み
込
む
等
の
工
夫
を
し
、
参
加
費
用
の
一
部
を

域
側
と
が
、
お
互
い
に
得
る
も
の
が
あ
り
な
が
ら
望
ま
し

い
観
光
の
形
が
創
ら
れ
て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま

す
。
旅
行
者
は
、
自
分
が
そ
の
地
域
を
訪
れ
て
滞
在
、
体

験
す
る
こ
と
を
通
じ
て
ど
の
よ
う
に
地
域
に
貢
献
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
、
具
体
的
な
貢
献
の
形
を
求
め
る
人
が

増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
側
は
旅
行
者
を
受
け
入
れ

る
に
あ
た
り
、
何
を
見
て
体
験
し
て
も
ら
い
た
い
の
か
、

ど
ん
な
留
意
点
が
あ
り
理
解
し
た
上
で
訪
れ
て
も
ら
い
た

い
か
を
、
地
域
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
ポ
リ
シ
ー
、
場
合
に
よ
り

ル
ー
ル
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
の
形
で
分
か
り
や
す
く
伝

え
る
発
信
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

お
わ
り
に

観
光
の
形
は
さ
ま
ざ
ま
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
が
、
特

に
海
外
か
ら
日
本
を
訪
れ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
者
の

方
々
が
、日
本
で
の
滞
在
や
体
験
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
、

満
足
度
の
高
さ
や
日
本
の
魅
力
の
実
感
を
ど
の
よ
う
に
周

囲
に
発
信
す
る
か
に
よ
っ
て
、
ま
た
次
の
観
光
利
用
に
つ

な
が
り
持
続
的
に
担
保
さ
れ
て
い
く
プ
ラ
ス
の
サ
イ
ク
ル

を
実
現
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
日
本
の
地
域
そ
れ
ぞ
れ

が
持
つ
、「
そ
こ
に
し
か
な
い
本
質
的
な
魅
力
、
そ
こ
に

行
か
な
い
と
体
験
で
き
な
い
こ
と
」
を
し
っ
か
り
と
良
質

な
観
光
体
験
と
し
て
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
が

大
事
に
つ
な
い
で
き
た
良
さ
を
後
世
へ
継
承
す
る
こ
と
に

観
光
が
貢
献
で
き
る
場
面
が
増
え
る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

知
ら
な
い
土
地
に
出
か
け
て
み
た
い
と
い
う
人
間
的
な
欲

求
に
基
づ
く
観
光
に
よ
っ
て
人
が
動
き
、
交
流
し
、
互
い

に
気
づ
き
を
得
る
活
動
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
大
い
に
実
施

さ
れ
、
地
域
と
旅
行
者
双
方
に
プ
ラ
ス
面
を
も
た
ら
す
取

り
組
み
が
進
む
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

出発前に地元ガイドが
参加時のルール等についてレクチャーを行う様子
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